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国
土
開
発
を
考
え
る

ジ
ャ
-
ナ
リ
ス
ト

田
原

総

一
朗

私
は
滋
賀
県
の
生
ま
れ
で
す
。
地
方
の
出
身
で
す
か
ら
、
道
路

や
鉄
道
、
新
幹
線
の
重
要
性
は
よ
く
わ
か
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

現
代
で
は
道
路
、
鉄
道
や
新
幹
線
の
あ
り
方
が
ず
い
ぶ
ん
変
わ
っ

て
き
た
と
思
い
ま
す
。

長
い
間
、
経
済
を
発
展
さ
せ
地
域
の
生
活
を
よ
く
す
る
た
め
に

は
、
道
路
や
鉄
道
が
絶
対
に
必
要
な
存
在
で
し
た
。
高
速
道
路
や

新
幹
線
が
通
れ
ば
、
遠
く
か
ら
買
い
物
に
来
る
、
観
光
資
源
が
あ

れ
ば
見
物
に
来
る
、
あ
る
い
は
産
業
が
誘
致
さ
れ
て
経
済
が
豊
か

に
な
る
-
-
。
地
域
の
活
性
化
と
、
道
路
、
鉄
道
の
存
在
は
密
接

に
つ
な
が
っ
て
い
た
の
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
日
本
の
多
く
の
地
域
で
、
高
速
道
路
や
新
幹
線
が

で
き
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
地
域
の
発
展
に
つ
な
が
ら
な
い
、
と
い

う
例
が
多
く
出
て
き
て
い
ま
す
。

例
え
ば
長
野
で
す
。
長
野
に
と
っ
て
は
、
高
速
道
路
、
新
幹
線

が
開
通
す
る
こ
と
が
長
年
の
悲
願
で
し
た
。
長
野
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

を
き
っ
か
け
に
、
そ
の
悲
願
は
か
な
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
長
野
の
住
民
た
ち
が
思
い
描
い
て
い
た
こ
と
と
、

ま
っ
た
く
逆
の
現
象
が
お
き
ま
し
た
。
長
野
に
は
、
善
光
寺
と
い

う
有
名
な
お
寺
を
は
じ
め
、
た
く
さ
ん
の
観
光
名
所
や
、
温
泉
が

あ
り
ま
す
。
で
す
か
ら
、
高
速
道
路
や
新
幹
線
が
で
き
て
便
利
に

な
れ
ば
、
東
京
を
は
じ
め
全
国
か
ら
大
勢
の
人
が
訪
れ
る
、
そ
し

て
長
野
の
経
済
が
発
展
す
る
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、

い
ざ
交
通
が
便
利
に
な
る
と
、
各
地
か
ら
長
野
に
人
が
や
っ
て
来

る
前
に
、
長
野
の
人
が
東
京
に
買
い
物
に
行
く
よ
う
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
日
用
品
や
日
常
の
食
べ
物
な
ど
は
長
野
で
買
う
け

れ
ど
も
、
洋
服
な
ど
お
し
ゃ
れ
な
も
の
は
東
京
へ
買
い
に
行
っ
て

し
ま
う
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。
便
利
に
な
っ
た
は
ず
な
の
に
、

逆
に
長
野
の
街
が
寂
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
れ
を
バ
キ
ュ
ー
ム

現
象
と
い
い
ま
す
。

善
光
寺
に
は
、
年
間
人
O
O
万
人
と
い
う
多
く
の
参
拝
客
が
や

っ
て
き
ま
す
。
し
か
し
、
高
速
道
路
や
新
幹
線
の
開
通
前
は
、
参

拝
客
の
ほ
と
ん
ど
が
長
野
市
内
、
あ
る
い
は
近
く
の
温
泉
に
一
泊
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し
て
、
近
隣
の
名
所
で
観
光
も
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が

今
は
、
高
速
道
路
で
お
参
り
に
来
て
日
帰
り
で
帰
っ
て
し
ま
う
。

新
幹
線
で
来
て
日
帰
り
で
帰
っ
て
し
ま
う
。
旅
館
や
ホ
テ
ル
に
泊

ら
な
い
。
温
泉
に
も
行
か
な
い
、
街
も
歩
か
な
い
。
こ
ん
な
現
象

が
お
き
て
い
る
の
で
す
。

そ
の
結
果
、
人
は
来
る
け
れ
ど
、
お
金
が
落
ち
な
い
-
ー
む
し

ろ
街
が
寂
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。
長
野
県
に
よ
る
と
、
｢ゴ
ミ

だ
け
落
ち
て
お
金
は
落
ち
な
い
｣
と
い
う
現
象
に
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。

そ
も
そ
も
、
池
田
内
閣
や
田
中
内
閣
の
時
代
、
道
路
や
新
幹
線

を
作
る
目
的
の
ひ
と
つ
は
、
産
業
を
誘
致
す
る
こ
と
で
し
た
。
交

通
が
便
利
に
な
れ
ば
産
業
が
進
出
し
て
、
そ
の
地
域
が
発
展
す
る

こ
と
が
大
き
な
目
的
で
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
い
ま
や
産
業
は
地
方

に
来
な
い
で
、
中
国
に
行
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、

す
で
に
あ
っ
た
産
業
も
出
て
行
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

ま
た
、
以
前
長
野
に
は
東
京
を
は
じ
め
全
国
の
企
業
の
支
店
、

支
社
が
あ
り
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
便
利
に
な
っ
て
日
帰
り
が
可
能

に
な
っ
た
た
め
に
、
撤
退
や
規
模
縮
小
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。
本
来
な
ら
ば
長
野
の
人
々
に
と
っ
て
よ
く
な
る
、
地
域
の

発
展
に
つ
な
が
る
は
ず
だ
っ
た
高
速
道
路
、
新
幹
線
の
開
通
が
、

む
し
ろ
逆
の
現
象
を
起
こ
し
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
す
。

こ
う
い
っ
た
現
象
は
長
野
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
、
全
国
的

に
起
き
て
い
る
の
で
す
。
今
ま
で
、
道
路
や
鉄
道
が
で
き
る
と
い

う
こ
と
は
そ
の
地
域
が
発
展
す
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
し
か
し
、

ど
う
や
ら
こ
の
基
本
コ
ン
セ
プ
ト
を
変
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時

が
来
て
い
る
よ
う
で
す
。
道
路
と
は
何
な
の
か
?

新
幹
線
と
は

何
な
の
か
?

と
い
う
こ
と
を
、
根
底
か
ら
も
う
一
度
考
え
直
さ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

今
ま
で
の
地
方
は
、
国
が
考
え
た
い
ろ
い
ろ
な
企
画
、
つ
ま
り

金
や
事
業
な
ど
を
地
方
に
お
ろ
し
て
い
わ
く
、
い
わ
ば

｢受
け
皿
｣

で
し
た
。
し
か
し
、
今
や
、
国
の
発
想
で
は
う
ま
く
い
か
な
い
、

む
し
ろ
逆
転
現
象
が
お
き
て
い
る
わ
け
で
す
。

地
域
が
主
体
的
に

｢わ
が
県
、
わ
が
街
を
よ
く
す
る
と
は
い
っ

た
い
ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
、
何
を
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
｣
と

い
う
こ
と
を
考
え
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。自
ず
と
道
路
、

新
幹
線
の
役
割
も
変
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
う
い
っ
た
事
態
を
迎
え
て
、
国
土
交
通
省
を
含
め
た
国
の
考

え
方
が
時
代
に
追
い
つ
か
な
い
、遅
れ
て
い
る
と
い
う
気
が
し
ま
す
。

当
然
な
が
ら
国
と
い
う
の
は
バ
ー
チ
ャ
ル
な
存
在
で
あ
っ
て
、

地
方
は
い
わ
ば
現
実
で
あ
り
、
地
方
こ
そ
が
現
場
で
す
。
国
が
発

想
し
て
地
方
へ
お
ろ
す
と
い
う
考
え
方
か
ら
、
現
場
で
あ
る
地
方

が
具
体
的
に
考
え
、
今
ま
で
と
は
逆
に
国
が
受
け
皿
に
な
る
こ
と

が
必
要
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
発
想
を
変
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
、
パ
ラ
ダ
イ
ム
チ
ェ
ン
ジ
の
時
代
が
来
て
い
ま
す
。

てるべく、 学生たちの指導にあたっている。
書 『原子力戦争』『マイコン .ゥォーズ』『電通』 て
『日本の官僚』『メディア.ウォーズ』『田原総一期の憧目 し＼

うテレビ論』『頭のない鯨~ 政治劇の真実』『日本の戦 ま
~ なぜ、 戦ぃに踏み切ったか ?』 (小学館)、『面白 す
い奴ほど仕事人間』 (青春出版社)、『日本のカラクリ o

王 ±と 治 ･出 ･メディァ ･コン ュ- - ･ ェ し で い胤… ^ “鴬▲' 】、 } { ' 払…↑烹‐『‐ - “｣ ‐ の 1、 え
最先端の問題を導勿えさ…

活字と取選の岡メズ也と些ね ン ょ 尹 う 、 汁 Y" て
たり精力的な評論活動を続けてぃるo テレビ朝日系で きトメ 善 勢軸 珠 潭 、･‘87年より 『朝まで生テレビ』 (毎月最終金曜p M 25:00 ~ ノ ン Yふ る冠ノミ 姓
･nn1 ‘Rり年上の 『サンデープロジェクト眠 毎凋日攝 の か 逆 え 方 ー れ 国
A
･橋ゐ。ご止務潟ご出演簿テレビジキしデヴズ云の新 時 o に 方 こ 子 て 土
し済地平を招いたとじでな窕年ギャラクシー35周年記 バヌヌ 匡 各 ノ い 患

　
　　　
　

　
　
　　

妙
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現
の
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映画 『あらかじめ失われた恋人たちよ』ぐ72年) 監督。

れ
刊
載
月
画

新
連

映
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攣
威
e
重
筆
廉
週
騰
関
係
予
算
の
榊
襲道

路
局
総
務
課

I

は
じ
め
に

平
成
一
五
年
度
予
算
編
成
は
、
平
成
一
四
年
三

月
二

九
日
に

｢平
成
一
五
年
度
予
算
編
成
の
基
本
方
針
｣
が
閣

議
決
定
さ
れ
、
一
八
日
の
事
前
大
臣
協
議
を
経
て
、
二
〇

日
の
臨
時
閣
議
で
の
財
務
省
原
案
の
了
承
後
直
ち
に
各
省

庁
に
内
示
さ
れ
た
。
そ
の
後
の
事
務
折
衝
、
大
臣
折
衝
を

経
て
三
一月
二
二
日
に
編
成
作
業
を
終
え
、
翌
々
二
四
日

に
平
成
一
五
年
度
政
府
予
算
案
が
閣
議
決
定
さ
れ
た
。

本
稿
で
は
、
道
路
関
係
予
算
案
の
概
要
の
ほ
か
に
、
政

府
全
体
の
予
算
案
、
予
算
編
成
方
針
の
概
要
を
含
め
て
紹

介
す
る
。

□

政
府
事
算
案
の
概
要

一

予
算
編
成
の
基
本
方
針

[主
要
内
容
抜
粋
]

田

平
成
一
五
年
度
予
算
の
基
本
的
考
え
方

平
成
一
五
年
度
予
算
編
成
に
当
た
っ
て
は
、
活
力
あ
る

経
済
社
会
と
持
続
的
な
財
政
構
造
の
構
築
を
図
る
た
め
、

｢改
革
断
行
予
算
｣
と
位
置
付
け
た
平
成
一
四
年
度
予
算

の
基
本
路
線
を
継
承
す
る
。
こ
の
た
め
、
｢官
か
ら
民
へ
｣

｢国
か
ら
地
方
へ
｣
の
観
点
に
立
ち
、
制
度

･
政
策
の
抜

本
的
な
見
直
し
の
検
討
を
踏
ま
え
、歳
出
改
革
を
加
速
し
、

歳
出
全
般
に
わ
た
る
徹
底
し
た
見
直
し
を
行
う
。そ
の
際
、

政
策
評
価
の
結
果
を
活
用
す
る
。
平
成
一
五
年
度
予
算
に

お
い
て
は
、
一
般
歳
出
及
び
一
般
会
計
歳
出
全
体
に
つ
い

て
実
質
的
に
平
成
一
四
年
度
の
水
準
以
下
に
抑
制
す
る
。

ま
た
、
平
成
一
四
年
度
の

｢公
債
発
行
三
〇
兆
円
以
下
｣

の
基
本
精
神
を
受
け
継
ぎ
、
国
債
発
行
額
を
極
力
抑
制
す

る
。②

歳
出
の
見
直
し
と
構
造
改
革
の
推
進

平
成
一
五
年
度
予
算
は
｢改
革
断
行
予
算
｣
を
継
続
し
、

歳
出
全
体
を
厳
し
く
見
直
し
大
胆
な
質
的
改
善
を
図
る
こ

と
と
す
る
。
我
が
国
経
済
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
｢基

本
方
針
2
0
0
2
｣
に
基
づ
き
、
以
下
の
1
か
ら
4
ま
で

に
掲
げ
る
四
分
野
で
政
策
効
果
が
顕
著
な
も
の
に
つ
い
て

重
点
的
に
推
進
す
る
。

1

人
間
力
の
向
上
･
発
揮
-
教
育

･
文
化
、
科
学
技

術
、
I
T
ー

2

個
性
と
工
夫
に
満
ち
た
魅
力
あ
る
都
市
と
地
方

3

公
平
で
安
心
な
高
齢
化
社
会
･少
子
化
対
策

4

循
環
型
社
会
の
構
築
･
地
球
環
境
問
題
へ
の
対
応



料年度予算
(当初) 15年度予算
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収

入

金

債
債
公
公

収

設
例

刃

鋼
.
轄

歳

説

そ

公

4

3
祇賄

睨

臨

鋭
蹴
饌
300

4

3
齪蹄

鰡
鍋
鵤
鷁
讐

筏

儀

榔

筏

ぬ

蝦

れ

o

△

△

、1IJ

靴

巌

親

裁

円

分

鱸

鰄

悠

院

蛾

概

機

気

は

度

離

婚

爺

頌

計 …鱒憾費

等

出

脱

纈

間
債

婦
巽

方

窟

歳

国

地

一 灘彌三
鰡
蹴
450

饑

猟

鵤 掾癈絲廉計

濾◆蹴 鰔 鯛

レーム

二

政
府
関
係
予
算
案

前
述
の
予
算
の
基
本
的
考
え
方
に
基
づ
き
編
成
さ
れ
た

平
成
一
五
年
度
予
算
案
の
フ
レ
ー
ム
は
表
1
の
と
お
り
で

あ
る
が
、
そ
の
特
色
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

○
概
算
要
求
基
準
か
ら
削
減
を
図
り
つ
つ
、
時
代
の
要
請

に
あ
わ
せ
て
資
金
配
分
を
見
直
し
、
財
源
を
シ
フ
ト
。

･
公
共
投
資
関
係
費

概
算
要
求
基
準
対
前
年
度
▲

三
%
↓
対
前
年
度
▲
三
･
七
%

八
九
、
三

七
億

円
･
裁
量
的
経
費

概
算
要
求
基
準
対
前
年
度
全
一
･

六
%
↓
対
前
年
度
▲
一
･八
%

五
四
、
八
七
0
億
円

･
義
務
的
経
費

概
算
要
求
基
準
対
前
年
度
十
二
･

八
%
↓
対
前
年
度
十
一
･
二
%

三
三
一
、
九
三
五

億
円

*

一
般
歳
出

四
七
五
、
九
二
二
億
円
(十
○
･
一
%
)

一般
会
計

八
一
七
、
八
九
一
億
円
(+
○
･七
%
)

↓
や
む
を
得
な
い
増
要
因
を
除
き
、
実
質
的
に
平

成
一
四
年
度
を
下
回
る
水
準

*
国
債
発
行
額

三
六
･
四
兆
円

(公
債
依
存
度
四

四
･
六
%
)

↓
減
税
先
行
分

(
一
五
、
四
四
〇
億
円
)
を
除
け

ば
、
平
成
一
四
年
度
補
正
後

(三
四
九
、
六
八

〇
億
円
)
を
下
回
る
、
三
四
九
、
0
一
〇
億
円

(公
債
依
存
度
四
二
･
七
%
)

三

公
共
投
資
関
係
費

前
述
の
政
府
関
係
予
算
案
の
う
ち
、
公
共
投
資
関
係
費

の
概
要
は
表
2
の
と
お
り
で
あ
る
が
、
そ
の
特
色
は
次
の

と
お
り
で
あ
る
。

○
公
共
投
資
関
係
費
全
体
の
規
模
に
つ
い
て
、
前
年
度
当

初
予
算
か
ら
三
%
以
上
削
減
し
つ
つ
、
｢平
成
一
五
年

度
予
算
編
成
の
基
本
方
針
｣
を
踏
ま
え
、
都
市
の
再
生

や
地
方
の
活
性
化
な
ど
、
重
点
四
分
野
を
中
心
に
、
雇

用
･
民
間
需
要
の
拡
大
に
資
す
る
分
野
へ
重
点
化
。

一
四
年
度
公
共
投
資
関
係
費
総
額

九
二
Y
五
二
五
億
円

↑

一
五
年
度
公
共
投
資
関
係
費
総
額

八
九
、
-
-
七
億
円

(A
三
、
四
〇
八
億
円
、
急
三
･
七
%
)

①

四
分
野
へ
の
重
点
化

四
分
野
該
当
施
策
に
重
点
化

一
四
年
度

六
七
、
四
人
九
億
円

一
五
年
度

六
八
、
七
九
八
億
円

(
一
･
九
%
)

②

メ
リ
ハ
リ
の
つ
い
た
事
業
別
配
分

物

そ
れ
ぞ
れ
の
社
会
資
本
の
整
備
水
準

･
整
備
の
緊
急

知

性
等
を
勘
案
し
て
、
海
上
保
安
庁
巡
視
船
、
大
都
市
圏

微

拠
点
空
港
、
浄
化
槽
、
三
大
都
市
圏
環
状
道
路
な
ど
に

道

重
点
化
。

4



表2 - 1 公共投資関係費

(単位:百万円、% )

区 分
14年度予算額

仲率
15年度概算額

増△滅顱 伜率仲率 増△滅顱 伜率

]:ね潔琵Q し烈.1嶮鴛 分凝猛1妻
治;火
･床上浸水解消緊急対策
･災害弱者等緊急対策
･水辺都市の再生
･その俺望治水事業
治山
･治山事葉
･共生保安林
海岸
藻.経費.黛………...････‐･･･…,……‐…

l,024 668
127.735
47,747
25,279
823,907
l68,881
150,624

T50.466
52,501
33,302
746,388
す45.569
138,854
6.716
83,697
娑食Z食ま顔

△ 3,83
会話袋隻ぬQ

△ 7,

(三大都市圏環状道路の賤鰡)
. (渋;滞対策)
(その他一般改築等)
･有料道路
･交通連携
(霧空港港簿笹アクセス)
(交通箔節点改善)
くれ公共交通支援及び踏切酬避)

42,468
95,302
豆発露蚕食鶏

1,664,354
196,929
455,821
to11,804
1l7,681
291333
145,689
42,41-

会話.跡舞
港湾整備
･国際幹線航路
･中枢国際港湾

も ･その‘也篦蜑港湾等
･地方港湾(避難港を除く)
空港整備
･大都市圏拠点空港
･その他空港等
都市･幹線鉄道整備
新幹線鉄道艶備
航路標識整備

i69,850
59,703
148,406
61279
85.127
56,927
70･000
6,284
も念賎し“ゑ9

294メ44
16,885
62,581
160,159
55,819
153.560
82.522
71,028
62,389
68,600
5,879
l訟勲急難‐藝裟

乙さ14,468
とき217
とき676
乙き989l
とき3.884
7,144
21,243
とふ14.099
とふ4,538
ときl-400
乙き385

……凌急ま鱒
住宅対策
･公共賃貸住宅登備等
･都市居住再生等
･住宅金融公庫補給金
･都市基盤整備公団補給金
･住宅宅地開連公共施設等
都市環境整備
･市街地整備
･道路顯壞
(沿道頸城故轡)
(電線共同淋)
(交通安全)
(その他道路環境)
･都市氷類境

966,331
5フヱ6l
53,815
173,505

93l,090

,387-095
85,095
364,400
5l,900
42.BOO
563,592
131,592
389-442
65,043
64,436
t7a 969
95,994
42刃58
1ゑ雑‐、理裁

乙さ33-451
1,474
△ = ,500
51.900
乙さ5溝67
29,927
5,51G
23,111

皆 増

下水道･
･;k質改善･水質保全
(合1流式下;k道緊急改警)
(三夫溝等水質保全)
･地下街等緊急浸氷対策
･普及促進公共下水道
･普及促進流域下水道
･その他下水道事紫
水道
･簡易2火道等施設整備
･フ永運転火源開発等施設整備
廃棄物処理･
･廃棄物処理施設等
(ダイオキム･シン対策)
(その他廃棄物処理施設)
争ゞ化権整備事案
工業用7k遣
都市公園
･齢稲災公園
(広域防災公園緊急整備)
くその他防災公、園)
･その他公園事案
自然公園等
情報通信格差是正

56,449
221631
155,362
39-993
116,369
179,フOB
183,385
107,054
56,311
18,341
7,864
14幕500
44,416
9,870
34-546
104,084
14,887

61,498
40,436
10‘lo
47,673
54,114
85.104
47.520
39.074
OB,448
58,142
GB,267
70-l60
66.107
21875
6,384
42,839
44,050
10,324

乙さ46.284
3き20
4 823
と≦l,703
62

‘h 10,604
乙≦2,335
乙さ36.527
〈〉芝842
とふ919
乙ト6,923
乙ふ21.564
乙さ2法087

○
道
路
予
算
関
係
の
主
要
事
項

①

直
轄
事
業
に
よ
る
高
速
自
動
車
国
道
の
整
備

②

市
町
村
道
向
け
補
助
金
の
見
直
し

③

地
方
へ
の
税
源
移
譲

④

本
州
四
国
連
絡
橋
公
団
の
債
務
処
理

⑤

道
路
特
定
財
源
の
見
直
し

･
計
画
策
定
の
重
点
を
従
来
の

｢事
業
量
｣
か
ら
達
成

5

さ
れ
る
成
果

(ア
ウ
ト
カ
ム
目
標
)
に
変
更
し
、
原

2

則
と
し
て
事
業
費
総
額
を
計
画
内
容
と
し
な
い
等
の

知

見
直
し
を
行
っ
た
上
で
策
定

祷

･
現
行
の
緊
急
措
置
法
に
基
づ
く
体
系
を
見
直
し
、
必

道

要
な
法
整
備
を
実
施

○
都
市
再
生
へ
の
取
組
み

･
都
市
再
生
緊
急
整
備
地
域

(四
四
地
域
)
に
お
け
る

認
定
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
立
上
げ
の
た
め
の
金
融
支
援

の
拡
充

･
都
市
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進

○
長
期
計
画
の
見
直
し



表 2 - 2 公共投資関係費

区 分
14年度予算額 年度概算

増△減額 停車伸準
燃
.
幕麒
.
熱競鰯 △14.2

とき45.290 △ 49

期盤
…妻

欲
鷁
鷁
△
叡
盈
鷁

0
鎧
“
鑓

△
△
△

△
△
△

穰

蘂

窪
壺

錢
煤

鯰
競
備
纏
鬘

婉
住
整
僕
村

灘
礬
鰍

森
,
.
水
,
.

△
△
△
△
△
△

△
△
△
△
△

△
△
△
△
△

等

…

費

…

韓

…

調
費

…

発
進

…

開
離
乳

治
荘
頭

銘
掘
顔
爾
麟
萎
無

郷
増
加

△
皆

簡
閲
74

彌
0
0

△ 綿
閲
鱒

△

蝋鰯鰔鴬
蜘
椰
鰓
△
△…

蒋
滌
轢
△
急

得
“
総
△
△…

…

費

…

淺嚢
,
鷁

盈
蟹
盈
△

△

蟹
斜
△

△

△
△
△
△

幻
饑
熟

△

△

25
24
報

籤
引
為
△

…

節
復
鯲
△

費

…

設

…

施

…

係

…

聞

…

戦

費
*

織
賤
穀
皺
隊
糺

経
嬢
綴
鰈
地
繃

農
農
擦
れ
を
鸚

△
△
△
△
△
△

△

△

△
△

△
‘
△
“

&
l所
.
概麒費 獺△ 353△ 爵△
杢癖
.
鱒隣
-
韓

覊
-
呑
.
豊富難
.
臘歎賞 眺△ 109△ 露△

巖 鷁△
顔導廠
.
爆競残
.
鱒ね乱戦 492△ 幻△

淵
.
賄賄
-
据涎
.
讓総裁擬熱 第△ 198△ 絮△

瀑
.
務賞
.
旗
.
職
-
檄 鱒△

翁鮨嬢顯
.
鷲 m△ 339△ 鷁△…

翁務鼠
.
慮茸藻殿
-
賞 拗△ 610△ 鵺△

穣贓
.
再黙戎庶幾
-
鏡鷺

原
,
妻ね
.
黒弛菱!-
.
朋靴窯
.
薦欧武 類覧

茶匙反旗該費 椰△
文化財保存鮪員8碆備醤 田1△ 第△

篇
.
席鴬
-
網賞 ④△ 567△ 鱒△

海上保安庁樒認醤 8イー△幻
色のぞ 箏 加△ 耽 40臨△ 滯△

合 菌十 * 訪△ ,廓、
舛R秘△ 幻△

◇注)各計数はそれぞれ四捨五入によっているので、端数において合計と

0
国
庫
補
助
負
担
事
業
の
見
直
し

･
国
庫
補
助
負
担
事
業
に
つ
い
て
、
｢事
務
･
事
業
の

在
り
方
に
関
す
る
意
見
｣
(平
成
一
四
年
一
〇
月
三

〇
日

地
方
分
権
改
革
推
進
会
議
)
に
お
け
る
国
,

地
方
の
役
割
分
担
の
見
直
し
等
を
踏
ま
え
、
対
象
事

業
の
重
点
化
、
採
択
基
準
の
引
き
上
げ
等
の
制
度
的

見
直
し
を
実
施

･
公
共
事
業
関
係
の
国
庫
補
助
負
担
金
に
つ
い
て
、
二
、

六
二
五
億
円

(▲
五
･
六
%
)
の
削
減
を
実
施

○
統
合
補
助
金
の
拡
充
等

地
方
の
自
主
性
を
活
か
し
た
事
業
の
推
進
を
図
る
観

点
か
ら
、
既
存
の
統
合
補
助
金
の
所
要
額
を
確
保
す
る

と
と
も
に
、
新
た
に
市
街
地
再
開
発
事
業
を
統
合
補
助

金
と
す
る
な
ど
七
事
業
に
つ
い
て
新
規
の
統
合
補
助
金

を
創
設
。

こ
の
結
果
、
国
庫
補
助
負
担
金
の
大
幅
な
削
減
を
図

る
中
で
、
一
五
年
度
の
公
共
事
業
統
合
補
助
金
は
八
、

二
一
二
億
円

(対
前
年
度
十
二
六
九
億
円
)。

○
特
殊
法
人
等
向
け
財
政
支
出

特
殊
法
人
等
向
け
財
政
支
出
に
つ
い
て
は
、
特
殊
法

人
等
整
理
合
理
化
計
画
を
踏
ま
え
、
一
四
年
度
に
引
き

続
き
、
更
に
一
層
の
縮
減
合
理
化
を
進
め
る
。

○
コ
ス
ト
縮
減
、
P
F
I
の
推
進

○
情
報
公
開
の
徹
底
、
事
業
評
価
の
有
効
活
用
等



四

財
政
投
融
資
計
画

行
財
政
改
革
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
全
体
規
模
を
縮
減
し

つ
つ
、
構
造
改
革
に
資
す
る
分
野
に
対
象
事
業
の
重
点
化

を
図
る
と
と
も
に
、
現
下
の
経
済
金
融
情
勢
を
踏
ま
え
、

企
業
再
生
･
中
小
企
業
金
融
等
真
に
政
策
的
に
必
要
と
考

え
ら
れ
る
資
金
需
要
に
は
的
確
に
対
処
す
る
。そ
の
結
果
、

平
成
一
五
年
度
計
画
の
規
模
は
、
一
ニ
ニ
兆
四
、
一
五
五
億

円

(対
前
年
度
比
急
三
一
･
六
%
)
と
な
っ
て
い
る

(表

3
)
0

7
･

肛

園
晝
交
通
省
関
係
予
算
繋
の
概
襲

平
成
一
五
年
度
の
国
土
交
通
省
関
係
予
算
は
、
国
費
六

20

兆
九
･
二
九
九
億
円

(対
前
年
度
0
･
九
七
倍
)
を
計
上

壽

し
て
い
る
。
こ
の
う
ち
公
共
投
資
関
係
費
は
、
国
費
六
兆

浦

三
、
三
二
七
億
円

(対
前
年
度
○
･
九
七
倍
)
、
事
業
費

二
〇
兆
八
、
0
二
七
億
円

(対
前
年
度
○
･
八
九
倍
)
で

あ
り
、
災
害
復
旧
、
官
庁
営
繕
等
を
除
く
一
般
公
共
事
業

費
は
、
国
費
六
兆
三
、
三
三
六
億
円

(対
前
年
度
〇
･
九

七
倍
)、
事
業
費
二
〇
兆
六
、
六
八
一
億
円

(対
前
年
度

0
･
八
九
倍
)
で
あ
る
。
ま
た
、
財
政
投
融
資
資
金
に
つ

い
て
は
、
六
兆
五
、
三
五
一
億
円

(対
前
年
度
0
･
七
〇

倍
)
と
な
っ
て
い
る
。

館

道
路
関
係
予
算
案
の
概
襲

一

道
路
関
係
予
算
案
の
概
要

2 .社会福祉 ･医療事業団の平成15年度欄の金額には、当該事業団の業務を承継する独立行政法人福祉医療機構の金
額が含まれている。
3.公営企業金融公庫の貸付規模は、地方公共団体の金額(地方債計画額)に含まれているため、同公庫に係る分を( )内書で計上している。
4.本表は計数整理の結果、異動することがある。ム

ニ
ー
世
紀
の
我
が
国
に
お
い
て
、
持
続
可
能
な
経
済
･

場
社
会
の
構
築
と
安
全
で
安
心
で
き
る
暮
ら
し
の
実
現
を
図

こ%
る
た
め
、
経
済
財
政
諮
問
会
議

｢経
済
財
政
運
営
と
構
造

蹴
改
革
に
関
す
る
基
本
方
針
2
0
0
2
｣
を
踏
ま
え
、
社
会

表3 平成15年度財政投融資計画の概要 平成14年12月24日財務省
(単位:僚円、% )

区 分 鰕
烟
繊
勃

度年

園

誌轆
計 仲 率

(参考)貸付規模･事業親摸

平成協年度 平成海年度 仲 率

団

庫

庫
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鱸

た
め
、
受
益
者
負
担
の
考
え
方
に
基
づ
く
道
路
特
定
財
源

制
度
を
活
用
す
る
こ
と
と
し
、
平
成
一
五
年
度
の
税
制
改



正
に
お
い
て
道
路
特
定
財
源
諸
税
の
暫
定
税
率
の
適
用
期

限
を
五
年
間
延
長
す
る
。

平
成
一
五
年
度
は
、
｢社
会
資
本
整
備
重
点
計
画

(仮

称
)｣
の
初
年
度
と
し
て
、
｢活
力

~
都
市
再
生
と
地
域

連
携
に
よ
る
経
済
活
力
の
回
復
~
｣、
｢暮
ら
し

~
生
活

の
質
の
向
上
~
｣
、
｢安
全

~
安
全
で
安
心
で
き
る
暮
ら

し
の
確
保
~
｣、
｢環
境

~
環
境
の
保
全

･
創
造
~
｣
の

政
策
テ
ー
マ
を
実
現
す
る
た
め
、
他
の
行
政
分
野
と
連
携

を
図
り
つ
つ
、

二
一
世
紀
の
課
題
に
対
応
し
た
政
策
を

重
点
的
か
つ
計
画
的
に
進
め
る
。

以
上
の
方
針
に
基
づ
き
、
一
般
会
計
か
ら
道
路
整
備
特

別
会
計
に
繰
り
入
れ
ら
れ
る
国
費
二
兆
四
、
三
八
七
億
円

(対
前
年
度
○
,
九
五
倍
)、
揮
発
油
税
収
の
直
入
分
七
、

0
三
〇
億
円

(対
前
年
度
0
･
九
九
倍
)、
貸
付
金
償
還

表4 道路整備費の財源内訳

計 3,444,422 3,3〇6ぬ90 〇‐96

.道路整備特別会計国費として、この他に河川等関連公共
施設整備促進事業30,000百万円 (前年度28,000百万円)が
ある。
,本表のほか、NTT‐B型 (補助率差額)として、8.520百
万円がある。
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金
等
及
び
N
T
T
ー
A
型
を
合
わ
せ
た
道
路
整
備
特
別
会

計
国
費
と
し
て
は
、
三
兆
三
、
0
六
一
億
円

(対
前
年
度

○
･
九
六
倍
)
を
計
上
し
て
い
る

(表
4
)。

ま
た
、
有
料
道
路
事
業
の
財
源
と
な
る
財
政
投
融
資
資

金
に
つ
い
て
は
、
三
兆
二
、
0
二
八
億
円

(対
前
年
度

一
･
0
五
倍
)
を
確
保
し
て
い
る
。

こ
れ
に
よ
り
、
道
路
整
備
の
総
事
業
費
は
、
七
兆
｢

二
五
一
億
円

(対
前
年
度
0
･
九
九
倍
)
で
あ
り
、
こ
の

う
ち

一
般
道
路
事
業
は
五
兆
二
〇
九
億
円

(対
前
年
度

一
･
0
0
倍
)、
有
料
道
路
事
業
は
二
兆
一
、
0
四
一
億

円

(対
前
年
度
0
･
九
七
倍
)
と
な
っ
て
い
る

(表
5
)。

二

平
成
一
五
年
度
以
降
五
箇
年
間
の
道
路
整

備
の
方
針

1

社
会
資
本
整
備
重
点
計
画

(仮
称
)
の
策
定
等

=

社
会
資
本
整
備
重
点
計
画

(仮
称
)
の
概
要

国
土
交
通
省
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
各
事
業
分
野
別

に
長
期
計
画
を
策
定
し
て
い
た
が
、
省
庁
統
合
の
実
を
最

大
限
に
発
揮
し
、
社
会
資
本
整
備
を
重
点
的
、
効
果
的
か

つ
効
率
的
に
推
進
す
る
た
め
、
各
事
業
分
野
別
の
長
期
計

画
を
統
合
し
た

｢社
会
資
本
整
備
重
点
計
画

(仮
称
)｣

を
策
定
す
る
。

こ
れ
に
よ
り
、
従
前
の

｢道
路
整
備
五
箇
年
計
画
｣
及

び
｢特
定
交
通
安
全
施
設
等
整
備
事
業
七
箇
年
計
画
｣
は
、

他
の
分
野
の
長
期
計
画
と
あ
わ
せ
て
、
｢社
会
資
本
整
備

重
点
計
画

(仮
称
)｣
に
統
合
さ
れ
る
こ
と
に
な
る

(図

1
)
。②

平
成
一
五
年
度
以
降
五
箇
年
間
の
道
路
整
備
の
方
針

平
成
一
五
年
度
以
降
五
箇
年
間
の
道
路
整
備
に
つ
い
て

は
、
｢社
会
資
本
整
備
重
点
計
画

(仮
称
)｣
に
即
し
て
、

各
事
業
分
野
と
整
合
性
の
確
保
を
図
り
な
が
ら
、

①

選
択
と
集
中
、
無
駄
な
く
ス
ピ
ー
デ
ィ
に
サ
ー
ビ

ス
提
供

②

既
存
ス
ト
ッ
ク
の
有
効
活
用

③

事
業
の
透
明
性
･
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
の
向
上

④

既
存
制
度
の
見
直
し

と
い
う
視
点
に
立
っ
て
、

①

活
力

~
都
市
再
生
と
地
域
連
携
に
よ
る
経
済
活

力
の
回
復
~

②

暮
ら
し

~
生
活
の
質
の
向
上
~

③

安
全

~
安
全
で
安
心
で
き
る
暮
ら
し
の
確
保
~

④

環
境

~
環
境
の
保
全
-
創
造
~

の
各
施
策
テ
ー
マ
に
つ
い
て
重
点
的
、
効
果
的
か
つ
効
率

的
に
進
め
る
o

ま
た
、特
定
交
通
安
全
施
設
等
整
備
事
業
に
つ
い
て
は
、

依
然
と
し
て
厳
し
い
道
路
交
通
安
全
を
取
り
巻
く
状
況
に

鑑
み
、
引
き
続
き
公
安
委
員
会
と
連
携
し
た
重
点
的
な
事

業
の
実
施
の
仕
組
み
を
措
置
し
、
一
層
強
力
に
交
通
安
全

対
策
を
進
め
る
。

ま
た
、
｢社
会
資
本
整
備
重
点
計
画

(仮
称
)｣
に
即
し

て
道
路
整
備
を
推
進
し
て
い
く
た
め
に
、
平
成
一
五
年
度

以
降
の
五
箇
年
間
に
お
い
て
も
引
き
続
き
以
下
の
措
置
を
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表 5 道路関係予算総括表
(単位:百万円)

区 分 海 年 度 (A) 前 年 度 (B) 倍率 (A) / (B)
備 考事業費 国 費 事業費 国 費 事業費 国 費

幹 線 道 路
一 般 道 路
改 築
雪 寒
調 査
機 械
沿 道 整 備 融 資
補 助 率 差 額 等
独立行政法人交付金
有 料 道 路
日 本 道 路 公 団
首都高速道路公団
阪神高速道路公団
本州四国連絡橋公団
地方道路公社等
(N T T一人型事業)
道路開発資金等

( 22L960

a l97,333
2,033,058
76,268
32,605
l3,638
200
40,186
l,478
207,063
0
43,154
16,278
53,333
76-298
( 89議72)

l19-879
20-218
20,713
300

1,601
2話69-840
も486,560
26a 023
144,229
9,288
223′740
( 217,715)

M ,04G
200
47,299
l,601
396,085
0
44-628
16-706
233,333
78,018
( 89,819) (1.02) (l･00)

1.交通連携、道路環境盤罐の各計数の中には、緊急地方通路
整備事業で裏施する分及び改築で実施する分を含んでいる。
2.有料道路事業の各区分の計数には、 (N T T - A型事築)
を含む。
3,空港港湾等アクセスには港湾関連整備 (事業費6,000百万
円、国費3,000百万円)を含み、公共交通支援に地下鉄イン
フラ整備 (事業費30,000百万円、国費16,000百万円)を含
む。
4,不義の他に、河川等関連公共施設整備促進事業 (河川改修
･ダム建設等に関連して必要となる橋梁、付誉道路等の道路
整備)事業費56,302百万円、国費30,000百万円がある。
6.本妻の他に、N T T - B型事業 (補助率差額)として、国
費8霧20百万円がある。
6.本表の他に、道路特定財源を活用した関連施策として、
一般会計に計上されているD P P ･酸化触媒の導入支援 (国
費40億円)、E T C車載器リース制度の創設 (国費Lo億
円)、本州四国連絡橋公団の債務処理 (国費2,246億円を国
債費に計上)がある。

交 通 連 携
空港港湾等アクセス
交通結節点改善
陥切開達及び公共交通支援
うち連続立体交差

648,762
248-042
76′I00
324,620
168,744

379′057
165,702
42,4ll
170,044
8れ127

233,234
349,305
163,260
42一468
163′577
83,799

1･07
1･06
1･01
1･Lo
L 01

l.09
l,08
l･00
I'=
1,“

道 路 環 境 整 備
沿 道 環 境 改 善
電 線 共 同 溝
交 通 安 全
道路交通環境改善
住 宅 側 公 等

430,u 6

94′“〕O

907,776
93,339
221,07l
429,866
6,600
168,00O

236,343

1.06
1.14
1･01
1･00
0,93
1.18

1,“
1,14
1,05
1･01
0.93
1.19

道 路 整 備 計 7,126,065 3-306,090 7,199,658 3,444,422 0,99 0.96

9本の事業分野別計画

= 道 路 =
　　　　　　　
　　　　　　

IL 港 湾 =
都市公園　 　　
= 下水道 g圓に
IL 治 水 =撰

　　　　
　　　　　

注 ･H 14 ･ 16 が最終
年度。二重枠の事業
分野別計画には
各々の緊急措置法

図 1 社会資本整備重点計画 (仮称)

く社会資本整備重点計画>
=平成1 5年度以降の5箇年間を計画期間

0 対象とする社会資本整備事業
道路、交通安全施設、鉄道、空港、港湾、航路標識、公園 ･
緑地、下水道、河川、砂防、地すべり、急傾斜地、海岸
(事業の効果を増大させるため一体として実施される事業や
ソフト施策を含む)

0 基本理念
･地方分権の徹底、地域特性 ･民間活力活用等への配慮 等

0 計画事項
①重点目標とその達成のため実施すべき事業の概要
→アウトカム (成果)目標に重点 (総事業費は内容としない)
②事業を効果的かつ効率的に実施するための措置
→社会資本整備の改革の取組み方針を明示
･地域住民等の理解と協力の確保
･事業間連携の確保
･コスト縮減
･既存ストックの有効活用
･入札 ･契約の適正化 等

③その他事業の重点的、効果的かつ効率的な実施に関し必要な
事項

< 計画の策定 ･実施プロセス>

　　　　　　　　　　　　 　　　 　　

開
会経済情勢の変化等に対応した計画期間中の見直しを義務付け l･政策評価の実施

講
ず
る
こ
と
と
し
、
平
成
一
五
年
度
以
降
五
箇
年
間
に
お

9

け
る
道
路
の
整
備
に
関
す
る
事
業
の
量
に
つ
い
て
は
、
景

2

気
対
策
前
の
水
準
を
目
安
に
公
共
投
資
の
重
点
化
･効
率

20

化
を
進
め
る
観
点
も
踏
ま
え
、
三
八
兆
円
を
目
安
と
す
る

微

(な
お
、
こ
の
水
準
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
社
会

･
経
済

道

の
動
向
、
財
政
事
情
等
を
勘
案
し
つ
つ
、
必
要
に
応
じ
、

そ
の
見
直
し
に
つ
い
て
検
討
す
る
)
(表
6
)。



①

揮
発
油
税
の
収
入
額
の
予
算
額
の
全
額
及
び
石
油

ガ
ス
税
の
収
入
額
の
予
算
額
の
二
分
の
一
に
相
当
す

る
金
額
の
合
算
額
を
道
路
整
備
費
の
財
源
に
充
当
す

る
。

②

地
方
公
共
団
体
に
対
す
る
道
路
の
改
築
に
関
し
、

国
の
負
担
金
の
割
合
又
は
補
助
金
の
率
に
つ
い
て
特

例
を
設
け
る
。

③

当
該
年
度
の
揮
発
油
税
の
収
入
額
の
予
算
額
の
四

分
の
一
に
相
当
す
る
額
を
限
度
と
し
て
、
地
方
公
共

団
体
に
対
し
、
地
方
道
路
整
備
臨
時
交
付
金
を
交
付

本則税率 暫定税率 暫定税率適用期限
揮 発 油 税 24.3円

/靴 48,6円
/鰐 H20.3.31

地方道路税 4,4円
/翌 5,2

円/擬 H20.3.3l
軽油引取税 16,0円

/擬 拗ル432 蹴石油ガス税 17.6円
/kg ー -

自動車取得税 取得価額の3% 脇徽
取

蹴自動車重量税 2,600円
/0,5t･
年 年斡ん岬&! 鰔<淺> 1,自動車取得税、自動車重量税は自家用乗用車の場合。

2,石油ガス税については、暫定税率は設定されていない。

表6 平成15年度以降五箇年間の道路の整備に関する事業の量

芻
馳

第蛇次五箇年計画 対
率
に
倍襲 畿
雛
類
邦

瀞 暮 鞠鯏
道路投資額(公共分) 飜 “ 惣 嬬 餓 硼<注> 1.この他、地方単独事業として19. 0兆円を見込む。
2.実績額は、10年度~ 13年度の最終、14年度補正までの合計である。

表7 道路特定財源諸税の税率

す
る
。

2

道
路
特
定
財
源
の
税
制
改
正

｢社
会
資
本
整
備
重
点
計
画

(仮
称
)｣
に
即
し
て
道
路

整
備
を
計
画
的
か
つ
着
実
に
推
進
す
る
た
め
に
は
、
引
き

続
き
、
一
般
財
源
の
投
入
を
図
る
と
と
も
に
、
受
益
者
負

担
の
考
え
方
に
基
づ
く
道
路
特
定
財
源
制
度
を
活
用
し
、

所
要
の
財
源
を
確
保
す
る
こ
と
が
必
要
。

こ
の
た
め
、
平
成
一
五
年
度
税
制
改
正
に
お
い
て
は
、

揮
発
油
税
等
を
特
定
財
源
と
す
る
措
置
を
延
長
す
る
と
と

も
に
、
揮
発
油
税
、
地
方
道
路
税
、
自
動
車
重
量
税
、
軽

油
引
取
税
及
び
自
動
車
取
得
税
に
現
在
設
定
さ
れ
て
い
る

暫
定
税
率
の
適
用
期
限
を
五
年
間
延
長
し
、
そ
の
全
額
を

道
路
整
備
に
充
当
す
る

(表
7
)。

ま
た
、
高
速
道
路
整
備
の
新
直
轄
方
式
の
導
入
、
市
町

村
道
へ
の
補
助
削
減
に
対
応
し
、
国
か
ら
地
方
へ
の
税
源

移
譲
を
行
う
。
な
お
、
道
路
特
定
財
源
の
活
用
に
当
た
っ

て
は
、
受
益
者
負
担
の
原
則
を
踏
ま
え
、
事
業
の
重
点
配

分
を
行
う
と
と
も
に
、
環
境
分
野
や
都
市
交
通
分
野
な
ど

に
活
用
す
る
。

三

道
路
行
政
の
改
革

の

選
択
と
集
中
、
無
駄
な
く
ス
ピ
ー
デ
ィ
に
サ
ー
ビ
ス

提
供

①

道
路
行
政
に
お
け
る
施
策

･
事
業
を
峻
別
し
、
よ

り
効
果
的
か
つ
効
率
的
な
行
政
運
営
を
進
め
る
た

め
、
ア
ウ
ト
カ
ム
指
標
に
よ
り
政
策
目
標
を
設
定
し
、

こ
れ
に
基
づ
く
事
業
執
行
プ
ロ
セ
ス
に
転
換
す
る
。

ま
た
、
毎
年
度
、
業
績
の
分
析
と
評
価
を
行
い
、
そ

の
結
果
を
公
表
す
る
と
と
も
に
、
予
算
編
成
等
に
反

映
す
る
。
[新
規
]

○
道
路
事
業
分
析
評
価
室
｣
の
設
置

②

よ
り
効
率
的
･
効
果
的
な
事
業
の
実
施
を
図
る
た

め
、
事
業
評
価
に
つ
い
て
は
、
新
規
採
択
時
評
価
、

再
評
価
、事
後
評
価
の
そ
れ
ぞ
れ
を
厳
格
に
実
施
し
、

着
手
時
か
ら
事
業
完
了
後
ま
で
の
一
貫
し
た
評
価
シ

ス
テ
ム
を
完
成
さ
せ
る
。

ま
た
、こ
れ
ら
全
て
の
評
価
の
結
果
に
つ
い
て
は
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
を
通
じ
て
広
く
一
般
に
公
開
す

る
o

③

今
後
の
少
子
高
齢
社
会
の
進
展
や
労
働
人
口
の
減

少
等
に
備
え
、
成
熟
化
社
会
に
お
い
て
最
低
限
必
要

な
道
路
を
早
急
に
整
備
す
る
た
め
、
今
後
一
五
年
程

度
を
目
途
と
し
て
成
果
の
高
い
事
業
の
集
中
的
･
重

点
的
な
整
備
を
進
め
る
。

○
集
中
的
重
点
整
備
の
例

･
都
市
圏
の
環
状
道
路
や
連
続
立
体
交
差
事
業
な

ど
渋
滞
解
消
に
資
す
る
事
業

･
生
活
の
安
全
･
安
心
を
確
保
す
る
基
礎
的
な
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備

･鉄
道
駅
等
交
通
結
節
点
の
改
善
な
ど
総
合
的
な

交
通
体
系
の
確
立
を
図
る
事
業

z" 道々テセ 2003.2



･
民
間
投
資
の
誘
発
効
果
の
高
い
都
市
内
道
路
整

備

④

質
の
高
い
道
路
サ
ー
ビ
ス
を
低
コ
ス
ト
で
提
供
す

る
た
め
、
コ
ス
ト
構
造
改
革
に
取
り
組
み
、
規
格
の

見
直
し
に
よ
る
工
事
コ
ス
ト
縮
減
、
事
業
の
ス
ピ
ー

ド
ア
ッ
プ
に
よ
る
事
業
便
益
の
早
期
発
現
や
維
持
管

理
費
の
縮
減
な
ど
に
よ
り
、
平
成
一
五
年
度
か
ら
五

年
間
で
一
五
%
の
総
合
的
な
コ
ス
ト
縮
減
を
図
る
。

[新
規
]

○
設
計
の
総
点
検
の
実
施

⑤

地
域
に
な
じ
む
道
づ
く
り
を
進
め
つ
つ
、
効
率
的

な
道
路
整
備
に
よ
り
無
駄
な
く
ス
ピ
ー
デ
ィ
に
質
の

高
い
道
路
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
、
地
域
特
性

に
応
じ
た
柔
軟
な
道
路
構
造
を
採
用
す
る
。
[新
規
]

○
ロ
ー
カ
ル
ル
ー
ル
の
導
入

(高
規
格
幹
線
道
路
の

線
形
等
の
緩
和
と
追
越
区
間
付
き
三
車
線
構
造
や

中
山
間
地
域
で
の
一
･
五
車
線
的
道
路
等
)

⑥

道
路
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に
即
応
し
た
効
率
的
･
効

果
的
な
道
路
整
備
を
推
進
す
る
た
め
、
平
成
一
五
年

度
を
初
年
度
と
す
る
道
路
技
術
計
画
を
策
定
し
、
早

期
に
成
果
を
実
用
化
で
き
る
よ
う
重
点
的
に
技
術
開

発
に
取
り
組
む
。
[新
規
]

O
G
I
S
を
活
用
し
た
災
害
情
報
シ
ス
テ
ム
の
開
発

○
建
設
副
産
物
リ
サ
イ
ク
ル
技
術
の
開
発

⑦

道
路
整
備
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
重
点
的
･
効
率
的

に
進
め
る
た
め
、
供
用
目
標
な
ど
五
年
後
の
姿
を
提

示
し
た
上
で
、
毎
年
進
捗
状
況
を
確
認
す
る
こ
と
に

よ
り
、
事
業
の
進
捗
管
理
を
徹
底
す
る
。

⑧

新
た
な
施
策
の
展
開
や
円
滑
な
事
業
執
行
の
た

め
、
社
会
的
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
可
能
性
の
あ

る
施
策
の
導
入
に
先
立
ち
、
市
民
等
の
参
加
の
下
、

場
所
や
期
間
を
限
定
し
て
施
策
を
試
行
･
評
価
す
る

社
会
実
験
を
積
極
的
に
実
施
す
る
。

○
社
会
実
験
の
推
進

(料
金
に
係
る
社
会
実
験
を
含

む
)
…事
業
費
三
○
三
億
円
一

○
平
成
一
五
年
度
は
料
金
に
係
る
社
会
実
験
等
を
実

施

②

既
存
ス
ト
ッ
ク
の
有
効
活
用

①

利
用
者
の
様
々
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
、
料
金
割
引

に
よ
る
一
般
道
路
か
ら
交
通
の
転
換
等
を
促
進
す
る

こ
と
に
よ
り
有
料
道
路
の
有
効
利
用
を
図
る
と
と
も

に
、
沿
道
環
境
改
善
や
渋
滞
緩
和
、
交
通
安
全
対
策

な
ど
を
推
進
す
る
た
め
、
多
様
で
弾
力
的
な
料
金
設

定
に
向
け
て
、
料
金
に
係
る
社
会
実
験
に
関
す
る
施

策
を
創
設
す
る
。
[新
規
ニ
事
業
費

…
三
〇
〇
億
円

-

○
長
距
離
割
引

(高
速
自
動
車
国
道
)
の
社
会
実

験
…料
金
の
割
高
感
か
ら
一
般
道
路
を
走
行
し
て

い
る
ト
ラ
ッ
ク
等
の
長
距
離
利
用
車
に
対
し
、
E

T
C
限
定
の
料
金
割
引
を
実
施

○
夜
間
割
引

(首
都
高
速
道
路
、
阪
神
高
速
道
路
)

の
社
会
実
験
"交
通
容
量
に
余
裕
が
あ
る
夜
間
に

お
い
て
、
当
該
道
路
の
E
T
C
限
定
の
料
金
割
引

を
実
施

○
地
方
か
ら
の
提
案
型
社
会
実
験

…
一
般
道
路
の
渋

滞
や
環
境
問
題
の
解
決
を
図
る
た
め
、
地
方
公
共

団
体
等
か
ら
な
る
協
議
会
に
よ
る
料
金
割
引
の
社

会
実
験
を
積
極
的
に
実
施

②

料
金
所
の
ノ
ン
ス
ト
ッ
プ

･
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化

に
よ
り
利
用
者
の
利
便
性
を
向
上
し
、
あ
わ
せ
て
料

金
所
渋
滞
の
緩
和
や
環
境
改
善
を
図
る
た
め
、
道
路

行
政
と
自
動
車
交
通
行
政
の
連
携
も
図
り
つ
つ
、
総

合
的
な
E
T
C
普
及
促
進
策
を
展
開
す
る
。
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○
基
本
的
に
全
て
の
料
金
所
に
E
T
C
路
側
機
器
を

整
備
…平
成
一
四
年
度
中
に
首
都
高
速
道
路
、
阪

神
高
速
道
路
で
整
備
を
完
了
。
平
成
一
五
年
度
に

は
高
速
自
動
車
国
道
及
び
本
四
道
路
を
含
め
、
約

一
、
三
〇
〇
箇
所
に
整
備
拡
大
一事
業
費
六
〇
一

国
園

○
主
に
多
頻
度
利
用
者
を
対
象
と
し
た
車
載
器
リ
ー

ス
制
度
を
創
設
し
、
E
T
C
導
入
の
初
期
費
用
低

減
を
図
る
事
業
費
三
五
億
円

(う
ち
国
一
〇
億

円
、
公
団
二
五
億
円
こ

O
E
T
C
専
用
運
用
に
係
る
社
会
実
験
の
実
施

O
E
T
C
を
活
用
し
た
追
加
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の

整
備
目
標
…

H

一
九
ま
で
に
E
T
C
利
用
率
を
全
利
用
者
の
半
数

程
度
ま
で
引
き
上
げ
る
こ
と
に
よ
り
料
金
所
渋
滞
を

概
ね
解
消



導
入
に
向
け
た
検
討

O
E
T
C
利
用
者
に
特
化
し
た
多
様
な
料
金
施
策
の

実
施･都
市
高
速
道
路
の
回
数
券
と
同
等
以
上
の
割
引

制
度
の
導
入

乗
り
継
ぎ
制
度
の
拡
充

･
偽
造
が
発
生
し
て
い
る
ハ
イ
ウ
ェ
イ
カ
ー
ド
、

回
数
券
を
早
期
に
廃
止
し
、
E
T
C
に
集
約

○
車
載
器
の
ビ
ル
ト
イ
ン
化
及
び
路
車
間
通
信
を
活

用
し
た
多
様
な
サ
ー
ビ
ス
の
実
現
に
係
る
研
究
開

発

③

違
法
路
上
駐
車
の
徹
底
排
除
を
進
め
、
安
全
で
円

滑
な
道
路
交
通
を
確
保
す
る
た
め
、
三
大
都
市
圏
等

に
お
い
て
違
法
駐
車
が
特
に
激
し
い
幹
線
道
路
を
モ

デ
ル
路
線
と
し
て
選
定
し
、
荷
捌
き
停
車
帯
の
整
備

や
カ
ラ
ー
舗
装
に
よ
る
駐
停
車
禁
止
区
域
の
明
示
、

公
安
委
員
会
等
に
よ
る
取
締
り
や
啓
発
活
動
の
強
化

等
を
総
合
的
･
集
中
的
に
実
施
す
る
。
[新
規
]

○
荷
捌
き
停
車
帯
の
整
備
に
対
す
る
支
援
制
度
の
創

設
○
附
置
義
務
駐
車
場
の
共
同
設
置
制
度
の
創
設

④

路
上
工
事
に
伴
う
交
通
規
制
時
間
の
縮
減
を
図
る

た
め
、
路
上
工
事
実
施
日
時
の
管
理
の
徹
底
や
掘
削

規
制
区
間
の
拡
大
、
面
的
集
中
工
事
と
掘
削
規
制
の

一
体
的
実
施
、
共
同
溝
の
整
備
を
推
進
す
る
。
ま
た
、

各
種
媒
体
を
通
じ
た
路
上
工
事
情
報
提
供
の
充
実
を

進
め
る
。

○
一
定
交
通
量
以
上
の
曜
日
･
時
間
を
指
定
し
た
路

上
工
事
規
制
の
実
施

[新
規
]

0
面
的
集
中
工
事
と
掘
削
規
制
の
一
体
的
実
施

[新

規
]

○
新
聞
等
に
よ
る
広
報
の
充
実

[新
規
]

③

事
業
の
透
明
性
･
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
の
向
上

①

計
画
決
定
手
続
の
透
明
性
、
客
観
性
、
公
正
さ
を

確
保
す
る
た
め
、
構
想
段
階
に
お
い
て
、
第
三
者
等

の
関
与
に
よ
る
市
民
等
と
の
双
方
向
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
行
う
市
民
参
画
型
道
路
計
画
プ
ロ
セ
ス
を

導
入
す
る
。

②

交
差
点
の
渋
滞
解
消
を
円
滑
･
効
果
的
に
進
め
る

た
め
、
交
差
点
改
良
等
に
P
I
方
式
を
積
極
的
に
導

入
す
る
。

③

｢公
｣
と

｢私
｣
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
っ

て
地
域
ニ
ー
ズ
に
即
し
た
道
路
管
理
を
展
開
す
る
た

め
、
地
域
と
一
体
と
な
っ
て
、
道
路
管
理
に
お
け
る

サ
ー
ビ
ス
目
標
等
を
設
定
す
る
管
理
計
画
の
策
定
や

実
施
･結
果
の
評
価
を
行
う
市
民
参
画
型
の
道
路
管

理
手
法

(道
路
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
)

を
導
入
す
る
。
[新
規
]

④

施
策
の
重
要
性
や
緊
急
性
、
さ
ら
に
は
効
果
等
を

評
価
し
、
よ
り
よ
い
道
路
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た

め
、
利
用
者
の
満
足
度
を
把
握
す
る
調
査

(C
S
調

査
)
や
道
の
相
談
室
な
ど
、
幅
広
く
国
民
の
意
見
を

聞
く
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
展
開
す
る
。

○
利
用
者
満
足
度
調
査

(C
S
調
査
)
の
実
施

○
道
の
相
談
室
の
展
開

○
モ
ニ
タ
ー
制
度
の
活
用

⑤

国
民
へ
の
道
路
行
政
運
営
の
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ

ィ
を
徹
底
す
る
た
め
、
道
路
行
政
に
係
る
広
報
活
動

を
充
実
さ
せ
る
と
と
も
に
、
道
路
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

と
は
別
に
開
設
し
て
い
る
道
路
行
政
評
価
サ
イ
ト

(道
路
I
R
サ
イ
ト
)
に
つ
い
て
、
業
績
の
公
表
な

ど
、
内
容
の
一
層
の
拡
充
を
図
る
。

○
道
路
I
R
サ
イ
ト

…

耳
君
"
名
名
馬

日
一言
･
約
o
･超
＼
8
"島
控
＼

㈲

既
存
制
度
の
見
直
し

①

納
税
者
の
理
解
が
得
ら
れ
る
範
囲
で
道
路
特
定
財
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整
備
目
標
"

H

一
九
ま
で
に
直
轄
国
道
一
蹴
あ
た
り
の
年
間
の
路

上
工
事
時
間
を
、
現
在
の
二
七
五
時
間
か
ら
二
割
削

減

整
備
目
標
…

H

一
九
ま
で
に
C
S
調
査
に
よ
る
利
用
者
満
足
度
を

五
段
階
評
価
で
二
･
六
か
ら
三
･
0
ま
で
向
上

整
備
目
標
…

H
一
九
ま
で
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ク
セ
ス
数
を
八
五

八
万
H
i
t
/
年
か
ら
一
億
H
i
t
/
年
ま
で
向
上
。

H

一
九
ま
で
に
道
路
I
R
サ
イ
ト
評
点
を
三
三
点
か

ら
四
〇
点
ま
で
向
上



源
の
使
途
の
多
様
化
を
図
る
こ
と
と
し
、
本
州
四
国

連
絡
橋
公
団
の
債
務
処
理

(国
費
二
、
二
四
五
億
円

を
国
債
費
に
計
上
)、
地
方
へ
の
税
源
移
譲

(九
三

〇
億
円
)
の
ほ
か
、
特
に
環
境
分
野
や
都
市
交
通
分

野
へ
の
活
用
と
し
て
、

･
地
下
鉄
イ
ン
フ
ラ
整
備

(
一
五
〇
億
円
)

I平成14年度 l

『
-
l
l
l
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3
-
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う
れ

レノ
ヘ
人
税
鳩
です
'

.

直

メ
ヘ
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涌
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対
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し
禽
縱ノリ

′
′

道路予算(国費)

r
l
l
l
l
l

･
住
宅
市
街
地
整
備
関
連

(
一
〇
〇
億
円
)

･
港
湾
関
連

(三
〇
億
円
)

.
既
存
の
道
路
関
係
社
会
資
本
の
増
額

(七
〇
億

円
)

･
デ
ィ
ー
ゼ
ル
微
粒
子
除
去
装
置
(D
P
F
･
酸

化
触
媒
)の
導
入
支
援

(四
〇
億
円
…

一
般
会

収

め

　

　

源　
　

　

　
総合支援、都市再開発関公)、電線類の地中化、地下鉄インフラ整備、連続立体交差等を計上。

図 2 平成15年度道路関係予算の概要

<注>道路関係社会資本等には、道路関係社会資本 (住宅関公、住宅市街地整備、河川関公、まちづくり

計
)

･
E
T
C
車
載
器
リ
ー
ス
制
度
の
創
設

(
一
〇
億

円
…

一
般
会
計
)

へ
の
使
途
の
拡
大
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
総
額
で
約

三
、
五
〇
〇
億
円
を
新
た
な
分
野
に
活
用
す
る
。
さ

ら
に
、
既
存
の
道
路
予
算
に
お
い
て
も
、
低
公
害
車

の
開
発
普
及
、
燃
料
電
池
自
動
車
実
用
化
の
促
進
な

ど
に
道
路
特
定
財
源
の
活
用
を
図
る

(図
2
)。

②

道
路
関
係
四
公
団
の
改
革
に
つ
い
て
は
、
一
二
月

一
七
日
の
閣
議
決
定

｢道
路
関
係
四
公
団
、
国
際
拠

点
空
港
及
び
政
策
金
融
機
関
の
改
革
に
つ
い
て
｣
を

踏
ま
え
、
以
下
の
措
置
を
講
じ
る
他
、
今
後
検
討
す

べ
き
課
題
等
を
整
理
し
た
上
で
、旦
ハ体
化
に
向
け
て
、

所
要
の
検
討
、
立
案
等
を
進
め
る
。

り

平
成
一
五
年
度
予
算
に
お
い
て
、
コ
ス
ト
縮
減

の
取
組
み
を
進
め
つ
つ
、
必
要
な
国
費
･
事
業
費

を
計
上
す
る
。

の

本
州
四
国
連
絡
橋
公
団
に
つ
い
て
は
、
有
利
子

債
務
を
五
〇
年
間
で
確
実
に
償
還
す
る
た
め
、
有

利
子
債
務
の
一
部

(約
一
･
三
四
兆
円
)
を
一
般

会
計
に
承
継
し
自
動
車
重
量
税
に
よ
り
早
期
に
処

理
す
る
。
ま
た
、
現
行
の
出
資
を
平
成
三
四
年
度

ま
で
一
〇
年
間
延
長
す
る
。
な
お
、
基
本
料
金
か

ら
の
料
金
引
き
下
げ
に
つ
い
て
は
、
地
方
の
追
加

出
資

(
一
〇
年
間
延
長
)
に
よ
る
経
営
改
善
効
果

等
の
範
囲
内
で
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。
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回
成
一
五
年
度
国
費
二
、
二
四
五
億
円
(国
債
費
に
計
上
こ

め

高
速
自
動
車
国
道
に
つ
い
て
は
、
新
会
社
に
よ

る
整
備
の
補
完
措
置
と
し
て
、
必
要
な
建
設
を
行

う
た
め
、
国
と
地
方
の
負
担

(国

"地
方
=
三
…

一
)
に
よ
る
新
た
な
直
轄
方
式
を
導
入
す
る
。

③

市
町
村
道
へ
の
補
助
は
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
関
連
や

市
町
村
合
併
な
ど
特
別
な
観
点
で
行
う
も
の
に
限
定

し
た
上
で
補
助
採
択
基
準
を
都
道
府
県
道
並
に
引
き

上
げ
る
。

④

高
速
道
路
整
備
の
新
直
轄
方
式
の
導
入
、
市
町
村

道
へ
の
補
助
削
減
に
対
応
し
、
新
た
に
必
要
と
な
る

地
方
負
担
な
ど
を
考
慮
し
て
、
自
動
車
重
量
税
の
譲

与
割
合
を
三
分
の
一
(現
行
四
分
の
一
)
に
引
き
上

げ
、
国
か
ら
地
方
へ
税
源
移
譲
を
行
い
、
こ
れ
に
よ

り
、
移
譲
前
に
比
べ
地
方
財
源
は
九
三
〇
億
円
増
と

な
る
。
さ
ら
に
、
地
方
道
路
譲
与
税
の
都
道
府
県
、

市
町
村
間
の
配
分
割
合
を
見
直
す
こ
と
に
よ
り
、
都

道
府
県
、
市
町
村
の
財
源
は
概
ね
こ
の
半
分
ず
つ
の

増
加
と
な
る
。

(参
〉
.
G
I
S

(o
oom"導
け8
宣
言
日
銭
o口
のて盟
oB
)
"
地
理
情
報
シ

ス
テ
ム
。

･
E
T
C
命
貢
ぎ
已
o
ず
に
n
o=のa
o口
ぞ
終
oB
)
…有
料
道
路
の

料
金
支
払
い
を
ノ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
行
う
シ
ス
テ
ム
。

･
P
I
(汁
けg
貫
くo雪
の既
の己
)方
式

=施
策
の
立
案
や
事
業
の
計

画

･
実
施
等
の
過
程
で
、
関
係
す
る
住
民
･
利
用
者
や
国
民
一

般
に
情
報
を
公
開
し
た
上
で
、
広
く
意
見
を
聴
取
し
、
そ
れ
ら

を
反
映
す
る
方
式
。

･
C
S

(佇
めぢ
日
g
a
p自
慰
a
o己

調
査
"民
間
企
業
の
経
営

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
お
い
て
製
品
や
サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る
顧
客
満

足
度
を
把
握
す
る
た
め
に
行
わ
れ
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
。
公
共

部
門
で
も
実
績
あ
り
。

･
道
路
I
R
サ
イ
ト

…
民
間
企
業
の
I
R

(貫
くのめ蔑
男
盈
鷁
o己

活
動
の
考
え
方
を
取
り
入
れ
、
財
務
関
連
デ
ー
タ
や
渋
滞
損
失

デ
ー
タ
、
事
業
評
価
の
結
果
等
を
わ
か
り
や
す
く
提
供
す
る
特

別
サ
イ
ト
。
平
成
一
三
年
一
〇
月
よ
り
開
設
。

四

平
成
一
五
年
度
の
政
策
テ
ー
マ
別
施
策

の

活
力

,
都
市
再
生
と
地
域
連
携
に
よ
る
経
済
活
力

の
回
復
;

①
円
滑
な
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
確
保

D

都
市
内
の
渋
滞
対
策
を
効
率
的
か
つ
き
め
細
か

く
進
め
る
た
め
、
道
路
を
実
際
に
走
行
し
て
い
る

車
か
ら
渋
滞
デ
ー
タ
等
を
収
集
し
、
渋
滞
対
策
の

効
果
を
分
析
し
つ
つ
、
交
通
需
要
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

(T
D
M
)
等
の
取
組
み
を
重
点
的
に
進
め
る
。

0
交
通
需
要
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
推
進
調
査
…隙
櫟
暗
い-ヤー

　　　　
　

0
都
市
圏
交
通
円
滑
化
総
合
対
策
事
業
…覇
M閑
職
桝

三
、
三
〇
九
億
円

(
一
･
0
三
こ

め

踏
切
に
よ
る
交
通
渋
滞
の
解
消
･
事
故
の
防
止

と
地
域
分
断
の
解
消
を
図
る
た
め
、立
体
交
差
化
、

構
造
改
良
等
に
よ
る
踏
切
道
の
改
良
を
促
進
す
る
。

0
踏
切
道
対
策

二事
業
費
三
、
四
五
五
億
円

(
一
･
O

舳
無赳
う
ち
、
連
続
立
体
交
差
事
業
二事
業
費
一
･

六
八
七
億
円

(
一
･
0
一
)-

め

歩
行
者
･自
転
車
利
用
者
等
の
公
共
交
通
機
関

の
乗
り
継
ぎ
等
の
利
便
性
を
向
上
さ
せ
る
た
め
、

駅
ビ
ル
等
と
一
体
と
な
っ
た
空
間
の
確
保
や
、
歩

行
者
･自
転
車
利
用
者
を
中
心
と
し
た
駅
前
広
場

の
整
備
な
ど
、
各
駅
の
特
性
を
考
慮
し
た
交
通
結

節
機
能
の
強
化
を
重
点
的
に
進
め
る
。

○
交
通
結
節
点
改
善
事
業
ニ事
業
費
七
六
一
億
円

(
一
･
○

一こ

の

公
共
交
通
機
関
の
利
用
を
促
進
し
、
道
路
交
通

混
雑
を
緩
和
す
る
た
め
、
都
市
モ
ノ
レ
ー
ル
等
の

整
備
を
進
め
る
と
と
も
に
、
路
面
電
車
や
バ
ス
の

走
行
空
間
の
改
善
等
を
図
る
。

O
L
R
T
の
導
入
等
を
支
援
す
る
た
め
の
路
面
電
車

等
の
建
設
に
関
す
る
基
準
の
見
直
し

[新
規
]

の

路
上
工
事
に
伴
う
交
通
規
制
時
間
の
縮
減
を
図

る
た
め
、
路
上
工
事
実
施
日
時
の
管
理
の
徹
底
や

掘
削
規
制
区
間
の
拡
大
、
面
的
集
中
工
事
と
掘
削

規
制
の
一
体
的
実
施
、
共
同
溝
の
整
備
を
推
進
す
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平
成
一
五
年
度

国
費
一
、
0
0
0
億
円
、
事
業
費
一
、

三
二
三
億
円

(総
事
業
規
模

現
時
点
で
約
三
兆
円
を
目
安
)

整
備
目
標
…

H

一
九
ま
で
に
約
一
二
兆
円
の
渋
滞
損
失
を
約
一
〇

兆
円
ま
で
削
減

整
備
目
標
…

平
成
二
二
年
度
ま
で
に
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
踏
切
約
｢

0
0
0
箇
所
の
う
ち
約
半
分
に
つ
い
て
立
体
交
差
化

等
に
よ
り
改
良
す
る
こ
と
を
目
標
に
、
H
一
九
ま
で

に
改
良
箇
所
を
約
二
五
〇
箇
所
ま
で
引
き
上
げ



る
。
ま
た
、
各
種
媒
体
を
通
じ
た
路
上
工
事
情
報

提
供
の
充
実
を
進
め
る
。
[再
掲
]

②
都
市
の
再
生

D

都
市
の
骨
格
を
形
成
す
る
と
と
も
に
、
交
通
渋

滞
の
緩
和
を
図
り
、
良
好
な
生
活
空
間
を
創
造
す

る
た
め
、環
状
道
路
の
整
備
を
重
点
的
に
進
め
る
。

○
都
市
環
状
道
路
整
備
…事
業
費
八
、
五
〇
一
億
円

"

都
市
再
生
を
強
力
に
推
進
す
る
た
め
、
都
市
の

拠
点
形
成
、
中
心
市
街
地
の
活
性
化
、
民
間
投
資

の
誘
発
等
に
資
す
る
都
市
内
の
道
路
整
備
、
土
地

区
画
整
理
事
業
、
市
街
地
再
開
発
事
業
等
を
重
点

的
に
進
め
る
o

o
土
地
区
画
整
理
事
業
の
面
積
要
件
と
幅
員
要
件
の

見
直
し

[新
規
]

め

木
造
密
集
市
街
地
内
に
お
い
て
、
地
域
の
防
災

性
の
向
上
等
を
図
り
、
良
好
な
市
街
地
を
形
成
す

る
た
め
、
都
市
内
道
路
を
重
点
的
に
整
備
す
る
。

③
個
性
あ
る
都
市

･
地
域
の
形
成

整
備
目
標
"

H

一
九
ま
で
に
都
市
計
画
道
路
が
整
備
さ
れ
た
市
街

地
に
居
住
す
る
人
口
比
率
を
六
一
%
か
ら
六
五
%
に

引
き
上
げ

整
備
目
標
…

概
ね
一
〇
年
以
内
に
、
首
都
圏
三
環
状
道
路
の
い
ず

れ
か
の
部
分
で
九
本
の
放
射
道
路
を
接
続
す
る
よ
う

な
環
状
線

(重
点
リ
ン
グ
)
を
形
成

り

中
心
市
街
地
に
お
い
て
歩
行
者
や
自
転
車
の
安

全
か
つ
快
適
な
移
動
環
境
を
確
保
し
、
ま
ち
の
賑

わ
い
を
創
出
す
る
た
め
、
一
般
自
動
車
の
利
用
を

制
限
す
る
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
モ
ー
ル
の
導
入
等
に
取

り
組
む
。

○
地
区
を
募
集
し
、
実
施
計
画
を
策
定

[新
規
]

の

地
域
が
主
役
の
ま
ち
づ
く
り
を
一
層
進
め
る
た

め
、
道
路
、
河
川
、
都
市
公
園
等
複
数
の
事
業
を

一
括
採
択
し
、
補
助
を
行
う
ま
ち
づ
く
り
総
合
支

援
事
業
を
進
め
る
。

○
ま
ち
づ
く
り
総
合
支
援
事
業

"事
業
費
一
、
七
0

　　　
　

め

魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
｢道

の
駅
｣
の
質
の
向
上
や
健
康
づ
く
り
と
と
も
に
地

域
の
個
性
を
体
感
で
き
る
質
の
高
い
歩
道
等
の
整

備
を
進
め
る
。

○

｢道
の
駅
｣
の
利
用
者
の
評
価
に
基
づ
く
推
薦
の

実
施

④
国
土
･
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築

の

国
土
構
造
の
骨
格
を
形
成
し
、
地
域
ブ
ロ
ッ
ク

の
自
立
的
な
発
展
や
地
域
間
の
交
流
連
携
を
図
る

と
と
も
に
、
交
通
渋
滞
の
緩
和
、
交
通
事
故
の
減

少
、
環
境
負
荷
の
軽
減
、
物
流
の
効
率
化
等
を
図

る
た
め
、
高
規
格
幹
線
道
路
及
び
地
域
高
規
格
道

路
な
ど
の
自
動
車
専
用
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
つ

い
て
、
投
資
効
果
を
最
大
限
発
揮
で
き
る
よ
う
重

整
備
目
標
…

H

一
九
ま
で
に
日
常
活
動
圏
間
交
流
ル
ー
ト
確
保
率

を
六
六
%
か
ら
六
八
%
に
弓
き
上
げ

整
備
目
標
…

H
一
九
ま
で
に
自
動
車
専
用
道
路
の
交
通
分
担
率
を

一
三
%
か
ら
一
五
%
に
引
き
上
げ

点
的
か
つ
効
率
的
に
整
備
を
進
め
る
。

○
高
規
格
幹
線
道
路

二事
業
費
一
九
、
七
〇
三
億
円

(
一
･
0
六
こ

○
地
域
高
規
格
道
路

二
事
業
費
八
、
五
二
二
億
円

(
一
･
0
四
コ

の

高
次
医
療
や
多
様
化
す
る
消
費
･余
暇
活
動
な

ど
に
伴
う
高
度
な
都
市
型
サ
ー
ビ
ス
の
広
域
利
用

を
可
能
と
す
る
た
め
、
日
常
生
活
が
営
ま
れ
る
一

定
の
圏
域

(日
常
活
動
圏
)
を
連
絡
す
る
道
路
網

に
つ
い
て
重
点
的
に
整
備
す
る
。
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の

通
勤
･
通
学
、
買
い
物
な
ど
毎
日
の
活
動
に
伴

う
生
活
関
連
サ
ー
ビ
ス
を
日
常
活
動
圏
全
体
で
利

用
可
能
と
す
る
た
め
、
圏
域
内
の
中
心
都
市
へ
の

日
常
的
な
移
動
の
利
便
性
･
安
全
性
の
向
上
に
資

す
る
道
路
整
備
を
進
め
る
。

特
に
、
合
併
す
る
市
町
村
で
は
、
新
市
町
村
内

の
拠
点
を
連
絡
す
る
道
路
の
整
備
に
つ
い
て
、
総

務
省
の
地
方
財
政
措
置
と
連
携
し
、
重
点
的
に
支

援
す
る
。



○
市
町
村
合
併
支
援
道
路
整
備
事
業
二事
業
費
八
三

八
億
円

(
一
･
○
七
こ

の

離
島
、
山
村
、
過
疎
及
び
半
島
地
域
等
に
お
い

て
、
生
活
の
基
礎
的
サ
ー
ビ
ス
の
格
差
を
是
正
す

る
と
と
も
に
、
国
土
の
保
全
、
地
域
の
活
性
化
を

図
る
上
で
必
要
な
道
路
整
備
を
進
め
る
。
ま
た
、

交
通
条
件
の
き
わ
め
て
悪
い
奥
地
等
に
お
い
て
、

産
業
の
振
興
と
生
活
環
境
改
善
の
た
め
、
基
盤
と

な
る
道
路
整
備
の
計
画
に
対
し
て
、
重
点
的
な
整

備
を
支
援
す
る
o

め

景
観
や
自
然
環
境
に
配
慮
し
た
地
域
に
な
じ
む

道
づ
く
り
を
進
め
る
と
と
も
に
、
整
備
効
果
の
早

期
発
現
、
整
備
コ
ス
ト
の
縮
減
等
を
図
る
た
め
、

従
来
の
規
格
に
よ
る
整
備
に
加
え
、
構
造
基
準
の

緩
和
や
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
最
適
な
構
造
を
適

用
し
た
整
備
を
導
入
す
る

(ロ
ー
カ
ル
ル
ー
ル
の

導
入
)。
[新
規
]

○
高
規
格
幹
線
道
路
に
お
け
る
追
越
区
間
付
き
二
車

線
構
造
等
の
採
用

0
一
･
五
車
線
的
道
路
整
備
の
導
入

0
乗
用
車
専
用
道
路
の
導
入

⑤
物
流
効
率
化
の
支
援

り

効
率
的
な
マ
ル
チ
モ
ー
ダ
ル
輸
送
体
系
を
構
築

す
る
た
め
、
地
域
高
規
格
道
路
を
は
じ
め
と
す
る

空
港

･
港
湾
等
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
を
重
点
的
に

整
備
す
る
。

○
マ
ル
チ
モ
ー
ダ
ル
交
通
体
系
連
携
整
備
事
業

｢事
業
費
七
七
0
億
円

(
一
･
三
一
こ

の

車
両
の
大
型
化
等
に
対
応
す
る
た
め
、
橋
梁
の

補
強
等
を
進
め
る
。

め

積
み
替
え
に
よ
る
積
載
効
率
の
向
上
や
輸
送
コ

ス
ト
の
削
減
等
を
図
る
た
め
、
高
規
格
幹
線
道
路

等
の
沿
道
及
び
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺
に
お
い

て
、
貨
物
車
の
積
み
替
え
機
能
等
を
有
す
る
物
流

拠
点
の
立
地
を
支
援
す
る
ア
ク
セ
ス
道
路
、
駐
車

場
等
の
整
備
を
進
め
る
。

の

路
上
荷
捌
き
に
よ
る
渋
滞
を
緩
和
す
る
た
め
、

関
係
省
庁
、
地
元
自
治
体
、
民
間
事
業
者
等
と
連

携
し
て
、
荷
捌
き
停
車
帯
の
整
備
等
の
都
市
内
物

流
対
策
に
総
合
的
に
取
り
組
む
。

⑥
情
報
化
の
推
進

D

I
T
を
活
用
し
、
人
、
車
、
道
路
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
、
よ
り
安
全
で
快
適
な
移

動
を
支
援
す
る
た
め
、
引
き
続
き
情
報
収
集

･
提

供
装
置
等
の
I
T
S
関
連
施
設
整
備
や
各
種
I
T

S
サ
l
ビ
ス
の
研
究
開
発
、
導
入
等
を
進
め
る
と

と
も
に
、
E
T
C
の
普
及
促
進
に
積
極
的
に
取
り

組
む
。

0
I
T
S
関
連
施
設
整
備
事
業
等
I
T
S
の
推
進
"

-事
業
費
六
八
五
億
円

-

O
E
T
C
路
側
機
器
の
整
備

二事
業
費
六
〇
一
億
円

(四
･
三
三
こ

の

道
路
に
関
す
る
調
査
の
効
率
性
向
上
、
バ
ス
利

用
者
の
利
便
性
向
上
等
を
自
動
車
交
通
局
等
と
連

携
し
て
総
合
的
に
推
進
す
る
た
め
、
道
路
の
利
用

状
況
等
を
バ
ス
を
活
用
し
て
把
握
し
、
こ
れ
に
よ

り
得
ら
れ
る
バ
ス
の
位
置
や
到
着
時
刻
等
に
関
す

る
情
報
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
携
帯
電
話
等
で
の
提

供
を
支
援
す
る
連
携
施
策
を
進
め
る
。
[新
規
]

め

I
T
関
連
産
業
の
発
展
を
支
援
す
る
と
と
も

に
、
利
用
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
を
図
る
た
め
、

一
つ
の
車
載
器
で
E
T
C
や
駐
車
場
管
理
等
の
路

車
間
通
信
を
活
用
し
た
官
民
の
多
様
な
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
で
き
る
技
術
の
研
究
開
発
を
進
め
る
。

の

経
済
活
性
化
を
支
援
す
る
た
め
、
従
来
よ
り
整

備
を
行
っ
て
き
た
道
路
管
理
用
光
フ
ァ
イ
バ
ー
及

び
収
容
空
間
の
民
間
事
業
者
へ
の
開
放
を
進
め
る

と
と
も
に
、
工
事
規
制
や
災
害
等
の
情
報
を
効
率

的
に
収
集
･
管
理
･
提
供
で
き
る
道
路
G
I
S
の

整
備
を
進
め
る
。

○
道
路
G
I
S
の
整
備

二事
業
費
七
0
億
円
一

道イテセ 2003,2

分

道
路
の
異
常
や
災
害
に
迅
速
に
対
応
す
る
た

袴

整
備
目
標
…

H

一
九
ま
で
に
日
常
活
動
圏
中
心
へ
の
安
定
到
達
率

を
六
一
%
か
ら
六
六
%
に
弓
き
上
げ

整
備
目
標
"

H

一
九
ま
で
に
拠
点
的
な
空
港

･
港
湾
へ
の
ア
ク
セ

ス
率
を
五
九
%
か
ら
六
八
%
へ
向
上



め
、
光
フ
ァ
イ
バ
ー
等
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整

備

･
高
度
化
を
進
め
る
と
と
も
に
、
セ
ン
サ
ー
シ

ス
テ
ム
等
の
I
T
を
活
用
し
て
道
路
管
理
の
効
率

化
を
進
め
る
o

o
情
報
ハ
イ
ウ
ェ
イ
の
整
備
及
び
機
能

･
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
の
向
上

篶事
業
費
三
、
0
四
六
億
円
-

○
道
路
管
理
者
と
地
方
自
治
体
等
の
光
フ
ァ
イ
バ
ー

の
相
互
接
続
の
推
進

○
法
面
等
の
災
害
を
事
前
に
捕
捉
す
る
セ
ン
サ
ー
シ

ス
テ
ム
の
研
究
開
発

(
参
〉
･
交
通
需
要
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

(T
D
M
)

“時
差
通
勤
、
パ
ー

ク
ァ
ン
ド
ラ
イ
ド
の
促
進
等
、
交
通
需
要
の
調
整

･
抑
制
策
。

･
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
踏
切

“
ピ
ー
ク
時
間
の
遮
断
時
間
が
四
〇

分
/
時
以
上
ま
た
は
、
踏
切
交
通
遮
断
量

(
一
日
交
通
量
×
踏

切
遮
断
時
間
)
が
五
万
台
時
/
日
以
上
で
あ
る
踏
切
。

･
都
市
モ
ノ
レ
ー
ル
･
新
交
通
シ
ス
テ
ム

…
イ
ン
フ
ラ
部

(支

柱
、
桁
等
)
を
道
路
事
業
に
よ
り
整
備
。

･
L
R
T

(に
誓
[
ヵ
省
-
ゞ
営
も

…走
行
環
境
の
改
善
な
ど
に

よ
り
、
従
来
の
路
面
電
車
の
機
能
を
向
上
さ
せ
た
シ
ス
テ
ム
。

･
重
点
リ
ン
グ

…
首
都
圏
三
環
状
道
路
の
う
ち
、
進
捗
状
況
を

勘
案
し
、
整
備
の
途
中
段
階
で
も
環
状
道
路
の
機
能
を
最
大
限

発
揮
で
き
る
よ
う
計
画
し
た
重
点
区
間

(圏
央
道
西
側
区
間
、

外
か
ん
東
側
区
間
、
首
都
高
速
中
央
環
状
線
の
三
号
線
以
北
区

間
)o
･
日
常
活
動
圏
間
交
流
ル
ー
ト
確
保
率
"
隣
接
す
る
日
常
活
動

圏
の
中
心
都
市
間
が
改
良
さ
れ
た
道
路
で
連
絡
さ
れ
て
い
る
割

合
o.日
常
活
動
圏
中
心
へ
の
安
定
到
達
率
"
日
常
活
動
圏
の
核
と

な
る
都
市
の
中
心
部
ま
で
、
改
良
さ
れ
た
道
路
を
利
用
し
て
三

〇
分
以
内
に
安
全
か
つ
安
定
的
に
移
動
で
き
る
人
の
割
合
。

･
拠
点
的
な
空
港

･
港
湾
へ
の
ア
ク
セ
ス
率

…高
規
格
幹
線
道

路
、
地
域
高
規
格
道
路
又
は
こ
れ
ら
に
接
続
す
る
自
動
車
専
用

道
路
等
の
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
等
か
ら
一
〇
分
以
内
の
ア
ク
セ

ス
が
可
能
な
拠
点
的
な
空
港

･
港
湾
の
割
合
。

･
I
T
S
関
連
施
設

…道
路
情
報
板
な
ど
の
情
報
提
供
装
置
や
、

監
視

,
管
理
用
カ
メ
ラ

(I
T
V
)
な
ど
の
情
報
収
集
装
置
な

ど
、
I
T
S

(高
度
道
路
交
通
シ
ス
テ
ム
)
を
展
開
す
る
た
め

リ
ア
フ
リ
ー
鞘法
に
基
づ
き
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
さ

に
必
要
な
施
設
。
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･
降
車
間
通
信
“E
T
C
で
は
路
車
間
通
信
方
式
と
し
て
五
･

八
G
H
Z
D
s
R
C

(宮
島
o聟
且
の
けoコ
刃
筥
mo
o
o自
営
目
o告
ob
m

狭
域
通
信
)
を
活
用
し
て
い
る
。

.
道
路
G
I
S

(ヵ
o乱
o
oomH…琶
茗
丸
島
o自
害
ob
そ
の言
日
)

…

道
路
に
関
す
る
情
報
を
電
子
地
図
上
で
一
元
的
に
管
理
す
る
シ

ス
テ
ム
。

㈱

暮
ら
し

j
生
活
の
質
の
向
上
j

①
安
全
で
快
適
な
人
優
先
の
み
ち
へ
の
再
生

り

市
街
地
内
の
生
活
道
路
を
安
全
で
快
適
な
空
間

と
す
る
た
め
、
地
域
の
方
々
と
共
に
道
の
使
い
方

を
見
直
し
、
沿
道
空
間
と
一
体
と
な
っ
た
使
い
や

す
い
み
ち
へ
再
生
す
る
。

○
み
ち
再
生
事
業

(交
通
安
全
事
業
地
区
一
括
統
合

補
助
金
)
の
拡
充
…事
業
費
二
二
九
億
円

(
一
･

　
　

め

住
居
系
地
区
に
お
い
て
、
通
過
交
通
の
排
除
を

徹
底
し
て
、
車
よ
り
も
歩
行
者
等
の
安
全

･
快
適

な
利
用
を
優
先
し
、沿
道
と
協
働
し
た
道
路
緑
化
、

無
電
柱
化
等
に
よ
る
質
の
高
い
生
活
環
境
を
創
出

す
る

｢く
ら
し
の
み
ち
ゾ
ー
ン

(仮
称
)｣
を
形

成
す
る
た
め
、
意
欲
の
高
い
地
区
を
募
集
し
、
先

導
的
な
取
組
み
を
支
援
す
る
。
[新
規
]

○
く
ら
し
の
み
ち
ゾ
ー
ン

(仮
称
)

…
地
区
を
募
集

し
、
実
施
計
画
を
策
定

め

主
要
な
鉄
道
駅
等
を
中
心
と
す
る
地
区
に
お
い

て
、
高
齢
者
、
身
体
障
害
者
等
に
配
慮
し
た
安
全

で
快
適
な
歩
行
空
間
を
確
保
す
る
た
め
、
交
通
バ

れ
た
歩
行
空
間
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
を
進
め
る
。

0
市
街
地
の
歩
行
空
間
の
バ
リ
ァ
フ
リ
ー
化

"覇
繃
[

費
五
、
四
七
九
億
円

(
一
･
=

)-

の

自
転
車
利
用
者
に
対
す
る
交
通
安
全
の
確
保
を

図
る
と
と
も
に
、
自
動
車
交
通
か
ら
自
転
車
交
通

へ
の
転
換
を
促
し
地
球
環
境
へ
の
負
荷
軽
減
に
貢

献
す
る
た
め
、
自
転
車
道
や
駐
輪
場
の
整
備
を
進

め
る
。

○
自
転
車
利
用
環
境
の
整
備
二事
業
費
二
一
五
億
円
-

②
無
電
柱
化
に
よ
る
美
し
い
街
並
み
の
形
成

り

都
市
景
観
や
防
災
性
の
向
上
、
安
全
で
快
適
な

通
行
空
間
の
確
保
等
を
図
る
た
め
、
ま
ち
な
か
の

幹
線
道
路
に
お
け
る
電
線
類
の
地
中
化
を
引
き
続

き
重
点
的
に
進
め
る
と
と
も
に
、
中
規
模
程
度
の

商
店
街
や
住
居
系
地
域
、
歴
史
的
景
観
地
区
な
ど

の
非
幹
線
道
路
に
つ
い
て
も
無
鑄
凰
柱
化
を
進
め
、

面
的
な
整
備
を
推
進
す
る
。

ま
た
、
関
係
行
政
機
関
等
の
協
力
の
下
、
平
成

一
六
年
度
を
初
年
度
と
す
る
｢次
期
地
中
化
計
画
｣

の
策
定
に
向
け
た
検
討
を
進
め
る
。

整
備
目
標
…

H
一
九
ま
で
に
主
要
な
鉄
道
駅
等
周
辺
に
お
け
る
主

な
道
路
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
率
を

一
七
%
か
ら
五

三
%
に
引
き
上
げ



○
電
線
類
の
地
中
化

ニ事
業
費
二
、
二
二
八
億
円

(
一
･
0

ニ
ー

0
歩
道
幅
員
の
狭
い
道
路
等
で
実
施
し
た
モ
デ
ル
施

工
を
踏
ま
え
た
、
更
な
る
簡
便
で
コ
ス
ト
縮
減
が

可
能
な
構
造
の
検
討
及
び
導
入
。
[新
規
]

へ参
〉
･
｢次
期
地
中
化
計
画
｣

“
平
成

一
一
年
度
か
ら
平
成
一
五
年
度

ま
で
の
五
年
間
で
約
三
、
0
0
0
如
の
電
線
類
地
中
化
を
推
進

す
る
計
画

(｢新
電
線
類
地
中
化
計
画
｣
)
の
後
、
継
続
し
て
地

中
化
を
実
施
す
る
た
め
に
必
要
な
計
画
。

③

安
全

ー
安
全
で
安
心
で
き
る
暮
ら
し
の
確
保
j

①
安
全
な
生
活
環
境
の
確
保

の

特
定
交
通
安
全
施
設
等
整
備
事
業
の
長
期
計
画

を

｢社
会
資
本
整
備
重
点
計
画

(仮
称
)｣
へ
一

本
化
す
る
と
と
も
に
、
依
然
と
し
て
厳
し
い
道
路

交
通
安
全
を
取
り
巻
く
状
況
に
鑑
み
、
引
き
続
き

公
安
委
員
会
と
連
携
し
て
重
点
的
に
事
業
を
実
施

す
る
た
め
、
以
下
の
仕
組
み
を
措
置
し
、
一
層
強

力
に
交
通
安
全
対
策
を
進
め
る
。

整
備
目
標
…

H

一
九
ま
で
に
交
通
事
故
死
者
率
を
一
･
一
三
人
/

億
台
キ
ロ
か
ら
一
･
0
四
人
/
億
台
キ
ロ
、
死
傷
事

故
率
を
-
一
三
件
/
億
台
キ
ロ
か
ら
-
-
人
件
/
億

台
キ
ロ
ま
で
削
減

整
備
目
標
…

H

一
九
ま
で
に
市
街
地
等
の
幹
線
道
路
の
無
電
柱
化

率
を
八
%
か
ら
一
三
%
に
引
き
上
げ

○
国
が
交
通
安
全
施
設
等
整
備
事
業
の
補
助
等
を
行

う
道
路
を
指
定

○

｢社
会
資
本
整
備
重
点
計
画

(仮
称
)｣
に
即
し

た
事
業
の
実
施
計
画
の
策
定

○
道
路
附
属
物
に
対
す
る
補
助
、
通
学
路
で
あ
る
市

町
村
道
の
補
助
率
の
嵩
上
げ
等

の

幹
線
道
路
の
安
全
性
を
効
率
的
･効
果
的
に
高

め
る
た
め
、
事
故
率
の
高
い
事
故
危
険
箇
所
に
お

い
て
、
交
差
点
改
良
等
の
事
故
削
減
対
策
を
集
中

的
に
進
め
る
。
新
規
]

○
事
故
危
険
箇
所
緊
急
対
策
事
業
牛事
業
費
三
、
0

八
六
億
円

(
一
･
0
四
と

め

市
街
地
内
の
事
故
発
生
割
合
の
高
い
地
区
に
お

い
て
、
歩
行
者
等
を
優
先
す
る
道
路
構
造
等
に
よ

り
安
全
な
通
行
経
路
が
確
保
さ
れ
た

｢あ
ん
し
ん

歩
行
エ
リ
ア
｣
を
形
成
す
る
た
め
、
公
安
委
員
会

の
速
度
規
制
等
と
あ
わ
せ
て
、
歩
道
の
設
置
や
歩

行
者
優
先
道
路
の
整
備
等
を
面
的
･
総
合
的
に
進

め
る
。
新
規
]

○
あ
ん
し
ん
歩
行
エ
リ
ア
形
成
事
業

半事
業
費
七
○

　　
　

の

事
故
分
析
の
充
実
及
び
事
故
対
策
の
ノ
ウ
ハ
ウ

の
蓄
積
･
活
用
に
よ
り
、
効
率
的
･
効
果
的
な
事

故
対
策
を
展
開
す
る
た
め
、
警
察
と
連
携
し
た
事

故
の
調
査
･
分
析
体
制
の
強
化
、
対
策
の
事
後
評

価
へ
の
専
門
家
の
知
見
の
活
用
を
進
め
る
。
薪

規
]

○

｢全
国
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
会
議
(仮
称
こ

の
設
置

…

要
因
分
析
･
効
率
的
な
事
故
対
策
内
容
の
検
討
を

実
施
す
る
た
め
の
会
議

②
災
害
へ
の
備
え

り

災
害
に
対
し
て
安
全
で
信
頼
性
の
高
い
道
路
網

を
確
保
す
る
た
め
、
地
域
の
日
常
活
動
や
災
害
時

の
緊
急
活
動
等
を
支
え
る
道
路
に
つ
い
て
、
法
面

対
策
や
橋
脚
耐
震
補
強
な
ど
の
防
災
･
震
災
対
策

を
重
点
的
に
進
め
る
。

ま
た
、
災
害
時
の
緊
急
輸
送
等
を
支
援
す
る
た

め
、
ネ
ッ
ト
ワ
J
ク
性
の
高
い
環
状
道
路
の
機
能

を
活
か
し
た
広
域
防
災
拠
点
や
緊
急
医
療
に
資
す

る
救
命
活
動
支
援
ヘ
リ
ポ
ー
ト
の
整
備
を
進
め

る
oさ

ら
に
、
国
民
に
防
災
情
報
を
一
元
的
か
つ
リ

ア
ル
タ
イ
ム
に
提
供
す
る
た
め
、
河
川
局
、
気
象

庁
等
と
連
携
し

｢防
災
情
報
提
供
セ
ン
タ
ー

(仮

称
)｣
を
設
置
す
る
。

○
防
災
･
震
災
対
策

二事
業
費
四
、
一
一
〇
億
円
一

の

豪
雨
等
に
よ
る
地
域
の
孤
立
を
解
消
し
、
医
療

施
設
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
確
保
す
る
た
め
、
安
全

度

･
安
心
度
の
高
い
生
命
線
と
な
る
幹
線
道
路
を

雄 邁行セ 2003.2

整
備
目
標
…

H

一
九
ま
で
に
災
害
時
救
援
ル
ー
ト
確
保
率
を
六

九
%
か
ら
八
0
%
に
引
き
上
げ



計
画
的
に
整
備
す
る
。

○
生
命
線
道
路
の
整
備
二事
業
費
六
六
一
億
円
一

の

積
雪
寒
冷
特
別
地
域
で
の
冬
期
の
安
全
で
安
心

な
生
活
を
支
え
、
他
の
地
域
と
の
交
流
･
連
携
を

強
化
す
る
た
め
、
道
路
の
除
雪

(除
雪
機
械
の
整

備
を
含
む
)
･
防
雪
･
凍
雪
害
防
止
に
関
す
る
計

画
を
策
定
し
、
雪
寒
事
業
を
推
進
す
る
。

ま
た
、
中
心
市
街
地
等
の
歩
行
者
の
多
い
地
区

に
お
け
る
安
全
で
快
適
な
歩
行
者
空
間
を
確
保
す

る
た
め
、
冬
期
バ
リ
ア
フ
リ
ー
対
策
や
N
P
O
等

と
連
携
し
た
歩
道
除
雪
を
進
め
る
。

さ
ら
に
、雪
対
策
の
コ
ス
ト
縮
減
を
図
る
た
め
、

風
力
等
の
未
利
用
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
I
T
の
活
用
を

進
め
る
。

0
冬
期
バ
リ
ア
フ
リ
ー
対
策
等
雪
寒
事
業
…覇
開
聞
n

｢

三
二
九
億
円
一

③
更
新
時
代
へ
の
対
応

り

高
度
成
長
期
に
多
数
建
設
さ
れ
た
道
路
構
造
物

の
更
新
時
期
の
平
準
化
、
ト
ー
タ
ル
コ
ス
ト
の
縮

減
等
を
目
指
し
て
、
道
路
の
管
理
手
法
に
、
ア
セ

ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
考
え
方
を
導
入
し
、
効
率

的
･
効
果
的
な
維
持
管
理
を
行
う
。

こ
の
た
め
、
鋼
構
造
物
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
手
法

な
ど
の
施
設
の
監
視
･
点
検
の
技
術
開
発
を
推
進

し
、
点
検
か
ら
補
修
に
至
る
管
理
の
高
度
化
を
進

め
る
。

○
維
持
修
繕
事
業

二事
業
費
六
、
一
ニ
ニ
二
億
円

一

〇
非
破
壊
検
査
技
術
及
び
構
造
物
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

シ
ス
テ
ム
の
開
発

○
鋼
製
橋
脚
隅
角
部
の
損
傷
等
の
補
修
･補
強

の

重
量
違
反
車
両
を
削
減
し
、
道
路
の
構
造
を
保

全
す
る
と
と
も
に
交
通
の
危
険
を
防
止
す
る
た

め
、
特
殊
車
両
許
可
制
度
に
つ
い
て
、
I
T
を
活
用

し
た
申
請
手
続
き
の
簡
素
化
、
関
係
機
関
と
連
携

し
た
違
反
車
両
の
指
導
取
締
り
の
強
化
を
図
る
。

へ参
〉
-事
故
危
険
箇
所
…死
傷
事
故
率
が
幹
線
道
路
平
均
の
五
倍
以

上
の
箇
所
の
う
ち
対
策
効
果
が
早
期
に
発
現
す
る
箇
所
を
選
定
。

･
災
害
時
救
援
ル
ー
ト
確
保
率
"
日
常
活
動
圏
の
中
心
都
市
の

う
ち
隣
接
す
る
中
心
都
市
へ
の
防
災

･
震
災
対
策
が
完
了
し
て

い
る
ル
ー
ト
を
少
な
く
と
も

一
つ
は
確
保
し
て
い
る
都
市
の
割

合
o
･
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

"資
産
管
理
(拐
のg
B
営
謎
のヨ
◎已
ち

道
路
管
理
に
お
い
て
は
、
橋
梁
、
ト
ン
ネ
ル
、
舗
装
等
を
道
路

資
産
と
と
ら
え
、
そ
の
損
傷

･
劣
化
等
を
将
来
に
わ
た
り
把
握

す
る
こ
と
に
よ
り
、
最
も
費
用
対
効
果
の
高
い
維
持
管
理
を
行

う
概
念
。

･
構
造
物
保
全
率
"
舗
装
、
橋
梁
、
ト
ン
ネ
ル
、
法
面
の
機
能

が
良
好
に
維
持
さ
れ
て
お
り
補
修
を
要
し
な
い
延
長
の
割
合
。

@

環
境

ー
環
境
の
保
全
･
創
造
j

①
沿
道
環
境
の
改
善

り

交
通
の
円
滑
化
に
よ
り
自
動
車
か
ら
排
出
さ
れ

る
刑

鰍
の
排
出
削
減
を
図
る
た
め
、
環
状
道
路

等
幹
線
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
や
、
交
差
点
立

体
化
等
の
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
対
策
を
進
め
る
と
と
も

に
、
路
上
工
事
の
縮
減
や
高
度
道
路
交
通
シ
ス
テ

ム

(I
T
S
)
を
推
進
す
る
。

特
に
、
沿
道
環
境
が
厳
し
い
交
差
点

(緊
急
改

善
ポ
イ
ン
ト
)
な
ど
に
お
け
る
交
差
点
立
体
化
等

の
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
対
策
を
進
め
る
。

道ネテセ 2003.2 Z9

の

自
動
車
交
通
需
要
の
調
整
･
抑
制
及
び
そ
れ
に

よ
る
交
通
の
円
滑
化
を
図
る
た
め
、
リ
き
続
き

｢環
境
ロ
ー
ド
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
｣
を
試
行
的
に
実

施
す
る
と
と
も
に
、
有
料
道
路
と
並
行
す
る
一
般

道
路
か
ら
交
通
を
転
換
す
る
こ
と
に
よ
り
沿
道
環

境
改
善
に
資
す
る
有
料
道
路
の
料
金
に
係
る
社
会

実
験
を
新
た
に
実
施
す
る
。
ま
た
、
公
共
交
通
機

関
や
自
転
車
の
利
用
促
進
等
の
T
D
M
施
策
を
推

進
す
る
。

め

大
型
デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
の
低
公
害
化
を
促
進
す
る

た
め
、
デ
ィ
ー
ゼ
ル
微
粒
子
除
去
装
置

(D
P

F
･
酸
化
触
媒
)
の
導
入
に
対
す
る
支
援
や
、
大

型
デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
に
代
わ
る
低
公
害
車
の
開
発
に

整
備
目
標

“

H
一
九
ま
で
に
構
造
物
保
全
率
を
八
一
%
か
ら
九

二
%
に
引
き
上
げ

整
備
目
標
…

H
一
九
ま
で
に
三
大
都
市
圏
で
勒
、
鰯
に
つ
い
て
環

境
目
標
を
達
成
し
て
い
る
測
定
局
の
割
合
を
向
上

峨
…
五
一
%

(
一
○
三
/
二
○
一
測
定
局
)
↓
七

六
%

(二
二
0
/
二
九
〇
測
定
局
)

眺
…
○
%

(0
/
-
○
-
測
定
局
)
↓
六
二
%

(六

三
/
一
〇
一
測
定
局
)



取
り
組
む
。

ま
た
、
都
市
間
輸
送
に
お
け
る
低
公
害
車
の
利

用
促
進
を
図
る
た
め
、
高
速
道
路
の
サ
ー
ビ
ス
エ

リ
ア

(S
A
)
に
お
け
る
低
公
害
車
用
燃
料
供
給

施
設
の
設
置
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
燃
料
電
池

自
動
車
の
普
及
を
促
進
す
る
た
め
、
燃
料
電
池
自

動
車
を
道
路
維
持
管
理
用
車
両
へ
試
験
的
に
導
入

す
る
。

○
デ
ィ
ー
ゼ
ル
微
粒
子
除
去
装
置

(D
P
F
･
酸
化

触
媒
)
の
導
入
支
援
ニ国
費
四
〇
億
円
-[新
規
]

○
低
公
害
車
の
新
技
術
開
発

ニ
事
業
費
五
億
円

(
一
･
0
0
こ

○
燃
料
電
池
自
動
車
の
道
路
維
持
管
理
用
車
両
へ
の

試
験
的
導
入

[新
規
]

の

騒
音
や
大
気
質
を
改
善
す
る
た
め
、
低
騒
音
効

果
の
あ
る
高
機
能
舗
装
の
敷
設
、
環
境
施
設
帯
の

整
備
な
ど
を
重
点
的
に
実
施
す
る
沿
道
環
境
改
善

事
業
を
進
め
る
o

o
沿
道
環
境
改
善
事
業
二事
業
費
一
、
0
六
五
億
円

(
一
･
一
四
こ

め

蝿

轍
を
除
去
す
る
た
め
の
大
気
浄
化
技
術
の

フ
ィ
ー
ル
ド
実
験
や
、
騒
音
の
改
善
の
た
め
の
技

術
開
発
に
取
り
組
む
。

○
大
気
浄
化
技
術
の
フ
ィ
ー
ル
ド
実
験
の
実
施

○
騒
音
低
減
に
資
す
る
多
孔
質
弾
性
舗
装
の
開
発

②
地
球
環
境
の
保
全

り

自
動
車
か
ら
排
出
さ
れ
る
⑩
の
排
出
削
減
を
図

る
た
め
、
道
路
交
通
の
円
滑
化
、
自
動
車
交
通
需

要
の
調
整
･
抑
制
及
び
自
動
車
の
低
燃
費
化
の
促

進
等
を
進
め
る
o

の

循
環
型
社
会
を
実
現
す
る
た
め
、
道
路
整
備
に

伴
う
廃
棄
物
に
つ
い
て
、
発
生
抑
制

･
適
正
処

理
･
リ
サ
イ
ク
ル
を
進
め
る
。

③
自
然
環
境
の
保
全
･創
造

の

良
好
な
景
観
を
形
成
し
、
⑲
の
吸
収
な
ど
環
境

へ
の
負
荷
を
軽
減
す
る
た
め
、
良
質
な
緑
の
道
路

空
間
を
構
築
す
る
道
路
緑
化
を
積
極
的
に
進
め
る

と
と
も
に
、
｢緑
の
回
廊
｣
構
想
を
推
進
す
る
。

○
道
路
緑
化

…事
業
費
三
四
三
億
円

(
一
･
0
三
こ

の

の
り
面
の
緑
化
、
地
形
の
改
変
や
生
態
系
へ
の

影
響
を
最
小
限
に
抑
え
る
工
法
の
採
用
等
、
自
然

環
境
や
景
観
に
配
慮
し
た
道
路
の
整
備
を
進
め

る
o

④
環
境
対
策
の
効
果
的
な
実
施

り

自
動
車
交
通
需
要
の
調
整
･抑
制
等
の
沿
道
環

境
対
策
に
つ
い
て
、地
域
住
民
の
協
力
を
得
つ
つ
、

地
域
の
実
情
に
即
し
た
効
果
的
な
対
策
を
計
画
的

に
実
施
す
る
と
と
も
に
、
大
気
環
境
を
常
時
観
測

す
る
こ
と
に
よ
り
対
策
の
効
果
を
定
期
的
に
把
握

す
る
。
ま
た
、
環
境
省
や
地
方
公
共
団
体
と
連
携

し
、
大
気
環
境
の
測
定
デ
ー
タ
を
広
く
国
民
に
公

表
す
る
。

(参
〉
･
翻

(野
口
ぢ
E
聟
の
区
営
①↓

"粒
子
状
物
質
。

,
峨

窒
素
酸
化
物
o

･
鰯
(のこ考
自
分
Q
軒
き
E
聟
の
呂
偽
@↓
浮
遊
粒
子
状
物
質

(大
気
中
に
浮
遊
す
る
粒
子
状
物
質
で
あ
っ
て
、
粒
径
が
一
〇
ミ

ク
ロ
ン
以
下
の
も
の
)。

,
環
境
目
標
勒
は
環
境
基
準
、
眺
は
大
気
中
濃
度
の
う
ち
自

動
車
交
通
の
寄
与
分
を
半
減
さ
せ
た
場
合
の
濃
度
以
下
。

･
環
境
ロ
ー
ド
プ
ラ
イ
シ
ン
グ

“
有
料
道
路
の
料
金
格
差
を
利

用
し
て
、
住
宅
地
域
に
集
中
し
た
交
通
を
湾
岸
部
に
転
換
し
、

住
宅
地
域
の
沿
道
環
境
を
改
善
す
る
施
策
。

･
D
P
F

(□
“①絶

好
コ
百
□-馨

判
豊
の●

…自
動
車
の
排
気
管
等

に
装
着
し
て
当
該
自
動
車
か
ら
排
出
さ
れ
る
粒
子
状
物
質
を
捕

集
す
る
装
置
。

･酸
化
触
媒
"自
動
車
の
排
気
管
等
に
装
着
し
て
当
該
自
動
車

か
ら
排
出
さ
れ
る
粒
子
状
物
質
を
触
媒
の
作
用
に
よ
り
酸
化
除

去
す
る
装
置
。

･
多
孔
質
弾
性
舗
装
…
ゴ
ム
チ
ッ
プ
を
接
着
し
、
一
定
の
空
隙

を
設
け
る
よ
う
に
成
形
し
た
舗
装
。

･
｢緑
の
回
廊
｣
構
想

…
既
存
緑
地
の
保
全
と
併
せ
、
道
路
、

公
園
、
河
川
が
一
体
と
な
っ
て
緑
の
骨
格
軸
の
形
成
、
都
市
内

の
緑
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
を
図
る
施
策
。

整
備
目
標
…

H

一
九
ま
で
に
国
道
に
お
け
る
騒
音
の
夜
間
要
請
限

度
の
達
成
率
を
六
六
%
か
ら
七
三
%
に
向
上

整
備
目
標
…

H
一
九
ま
で
に
自
動
車
か
ら
の
鮠
排
出
量
を
、
道
路

整
備
を
含
め
対
策
を
行
わ
な
か
っ
た
場
合
と
比
較
し

て
年
間
約
三
、
二
0
0
万
ト
ン

(鮠
換
算
)
削
減



麹
煙
枦
し
特
集
/
攣
威
曰
五
年
鷹
道
路
関
係
薬
算
娑
･鬘
鷲
鬘
薹
薹
耀嶬
鬘
鷲
臓
炉

“2

一
般
鬮
遭
関
係
予
算
の
榊
暮

道
路
局
国
道
課

は
じ
め
に

一
般
国
道
は
、
現
在
四
五
九
路
線
、
実
延
長
約
五
四
、

0
0
0
蹴
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
成
し
て
い
る
。
こ
れ
ら

一
般
国
道
は
、
高
速
自
動
車
国
道
等
高
規
格
幹
線
道
路
と

一
体
と
な
っ
て
全
国
的
な
道
路
網
を
構
成
し
、
全
国
的
な

交
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
、
安
全
で
円
滑
な
モ
ビ
リ
テ

ィ
の
確
保
、
地
域
連
携
の
強
化
及
び
地
域
振
興
支
援
等
の

機
能
を
有
し
、
我
が
国
の
社
会
活
動
を
支
え
る
根
幹
的
交

通
施
設
と
し
て
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
近
年
の
交
通
量
の
増
大
に
伴
い
、
都

市
部
及
び
そ
の
周
辺
を
中
心
に
交
通
混
雑
の
深
刻
化
や
交

通
安
全
上
の
問
題
が
顕
在
化
し
、
山
間
部
等
で
は
狭
縊
区

間
、
防
災
上
の
危
険
区
間
、
交
通
不
能
区
間
等
が
多
く
残

さ
れ
て
い
る
。

た
と
え
ば
、
平
成
一
三
年
四
月
一
日
現
在
、
四
車
線
以

上
で
整
備
さ
れ
て
い
る
区
間
は
わ
ず
か
六
、
三
九
五
如

(=

･
九
%
)
し
か
な
い
現
状
に
あ
る
。
ま
た
、
改
良

済
み
区
間
は
四
人
、
二
四
七
臘

(八
九
･
六
%
)
で
あ
り
、

交
通
が
ス
ム
ー
ズ
に
通
行
し
て
い
な
い
区
間
は
二
三
、
八

四
四
節

(四
四
･
三
%
)
に
達
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
現
状
に
鑑
み
、
平
成
一
五
年
度
は
、
二
一

世
紀
の
我
が
国
に
お
い
て
持
続
可
能
な
経
済

･
社
会
の
構

築
と
安
全
で
安
心
で
き
る
暮
ら
し
の
実
現
を
図
る
た
め
、

経
済
財
政
諮
問
会
議

｢経
済
財
政
運
営
と
構
造
改
革
に
関

す
る
基
本
方
針
2
0
0
2
｣
を
踏
ま
え
、
社
会
資
本
整
備

を
重
点
的
、
効
果
的
に
推
進
す
る
た
め
に
事
業
分
野
別
の

長
期
計
画
を
統
合
し
た
｢社
会
資
本
整
備
重
点
計
画

(仮

称
)｣
の
初
年
度
と
し
て
、
以
下
の
施
策
テ
ー
マ
を
実
現

す
る
た
め
、
他
の
行
政
分
野
と
連
携
を
図
り
つ
つ
、
二
一

世
紀
の
課
題
に
対
応
し
た
政
策
を
重
点
的
か
つ
計
画
的
に

進
め
る
。

｢活
力

~
都
市
作
成
と
地
域
連
携
に
よ
る
経
済
活
力

の
回
復
~
｣
の
施
策
テ
ー
マ
を
実
現
す
る
た
め
、
高
規
格

幹
線
道
路
に
指
定
さ
れ
た
一
般
国
道
の
自
動
車
専
用
道
路

や
地
域
高
規
格
道
路
、
大
都
市
圏
の
都
市
環
状
道
路
、
空

港
港
湾
ア
ク
セ
ス
道
路
等
を
重
点
的
な
整
備
を
推
進
す
る

ほ
か
、
高
度
情
報
通
信
社
会
の
進
展
を
図
る
た
め
、
情
報

ハ
イ
ウ
ェ
イ
の
構
築
、
I
T
S

(高
度
道
路
交
通
シ
ス
テ

ム
)
の
整
備
等
を
推
進
す
る
。
ま
た
、
｢暮
ら
し

~
生

活
の
質
の
向
上
~
｣
｢安
全

~
安
全
で
安
心
で
き
る
暮

ら
し
の
確
保
~
｣
の
た
め
、
市
街
地
の
歩
行
空
間
の
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化
、
電
線
類
の
地
中
化
及
び
橋
梁
等
の
耐
震
補

強
及
び
道
路
防
災
総
点
検
等
の
点
検
結
果
に
基
づ
く
防
災

対
策
を
推
進
す
る
。
さ
ら
に
、
｢環
境

~
環
境
の
保

　　
道



全

.
創
造
~
｣
の
た
め
、
沿
道
環
境
が
厳
し
い
箇
所
な
ど

に
お
け
る
交
差
点
立
体
化
等
の
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
対
策
や
遮

音
壁
及
び
環
境
施
設
帯
の
設
置
等
を
推
進
す
る
。

以
下
に
平
成
一
五
年
度
の
一
般
国
道
関
係
予
算
の
概
要

に
つ
い
て
述
べ
る
。

一

高
規
格
幹
線
道
路
の
整
備

地
域
間
の
活
発
な
交
流
を
支
え
、
活
力
あ
る
地
域
づ
く

り
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、地
域
産
業
の
活
性
化
を
促
し
、

経
済
構
造
の
改
革
を
支
援
す
る
た
め
、
二
一
世
紀
初
頭
ま

で
に
一
四
、
0
0
0
蹴
の
高
規
格
幹
線
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
概
成
を
目
標
に
、
今
後
の
道
路
政
策
の
中
心
的
課
題

と
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

一
般
国
道
の
自
動
車
専
用
道
路
と
し
て
整
備
す
る
高
規

格
幹
線
道
路
は
、
総
延
長
で
約
二
、
三
〇
〇
皿

(本
州
四

国
連
絡
道
路
除
き
)
で
あ
り
、
平
成
一
五
年
度
に
お
い
て

も
引
き
続
き
、
既
に
事
業
に
着
手
し
て
い
る
首
都
圏
中
央

連
絡
自
動
車
道

(四
六
八
号
)、
東
海
環
状
自
動
車
道

(四
七
五
号
)、
京
奈
和
自
動
車
道

(二
四
号
)
等
、
大
都

市
圏
環
状
道
路
を
中
心
に
積
極
的
な
事
業
展
開
を
図
る
。

平
成
一
五
年
度
は
、
富
山
四
七
〇
号

(能
越
自
動
車
道

高
岡
礪
波
道
路
)
の
全
線
供
用
、
宮
城
四
五
号

(三
陸
縦

貫
自
動
車
道
矢
本
石
巻
道
路
)
等
の
部
分
供
用
を
図
る
予

定
で
あ
る
o

ま
た
、
高
速
自
動
車
国
道
に
並
行
す
る
一
般
国
道
に
お

い
て
は
、
既
に
事
業
に
着
手
し
て
い
る
自
動
車
専
用
道
路

の
整
備
を
促
進
し
、
当
面
そ
の
活
用
を
図
る
こ
と
と
し
て

お
り
、
平
成

一
五
年
度
は
愛
媛
五
六
号

(大
洲
道
路
)
、

島
根
九
号

(江
津
道
路
)
の
全
線
供
用
等
を
図
る
予
定
で

あ
る
。

さ
ら
に
、
高
規
格
幹
線
道
路
の
事
業
と
密
接
に
関
連
す

る
東
京
外
か
く
環
状
道
路

(二
九
八
号
)、
名
古
屋
環
状

二
号
線

(三
〇
二
号
)
等
の
事
業
に
つ
い
て
継
続
実
施
す

る
o二

地
域
高
規
格
道
路

全
国
的
な
高
規
格
幹
線
道
路
と
一
体
と
な
っ
て
幹
線
道

路
網
を
形
成
し
、
地
域
相
互
の
交
流
促
進
や
空
港
･
港
湾

へ
の
連
絡
等
を
強
化
す
る
地
域
高
規
格
道
路
に
つ
い
て

は
、
重
点
的
か
つ
計
画
的
な
整
備
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
、
長
期
的
に
は
六
、
0
0
0
蹴
~
八
、
0
0
0
蹴

整
備
を
目
標
と
し
て
い
る
。

平
成
一
五
年
度
は
、石
川
八
号
(金
沢
東
部
環
状
道
路
)

愛
知
二
三
号

酋
旦橋
バ
イ
パ
ス
)
等
に
つ
い
て
部
分
供
用

を
図
る
予
定
で
あ
る
。

三

一
般
道
路
の
整
備

1

一次
改
築

一
般
国
道
の
一
次
改
築
は
、
交
通
不
能
区
間
、
幅
員
狭

縊
区
間
の
解
消
及
び
冬
期
交
通
の
確
保
を
図
る
こ
と
に
よ

り
地
域
交
流
の
拡
大
、
地
域
開
発
の
促
進
等
に
極
め
て
大

き
な
役
割
を
も
つ
事
業
で
あ
り
、
指
定
区
間
及
び
権
限
代

行
区
間
に
つ
い
て
は
直
轄
事
業
に
よ
り
、
そ
れ
以
外
の
区

間
に
つ
い
て
は
補
助
事
業
に
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
整
備
を
進
め

て
い
る
。

直
轄
事
業
に
お
い
て
は
権
限
代
行
区
間
と
し
て
、
愛

媛

･
高
知
四
四
〇
号

(地
芳
道
路
)、
新
潟

･
福
島
二
人

九
号

(八
十
里
趣
)
等
の
路
線
に
つ
い
て
事
業
を
継
続
実

施
す
る
。

補
助
事
業
に
お
い
て
も
、
岩
手
二
人
四
号
、
福
井
四
七

六
号
等
の
整
備
を
促
進
す
る
。

2

二
次
改
築

一
般
国
道
の
二
次
改
築
は
、
市
街
地
部
の
交
通
混
雑
の

緩
和
、
空
港

･
港
湾
･
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
･
主
要
駅
等

の
交
通
拠
点
へ
の
連
絡
強
化
及
び
地
域
振
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
支
援
等
の
観
点
か
ら
、
現
道
拡
幅
、
バ
イ
パ
ス
、
環

状
道
路
の
整
備
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
早
期
に
整
備
効

果
が
発
現
で
き
る
箇
所
等
を
中
心
に
、
計
画
的
か
つ
重
点

的
に
事
業
の
展
開
を
図
る
。

ま
た
、
防
災

･
震
災
対
策
や
、
よ
り
よ
い
生
活
環
境
の

確
保
･
良
好
な
環
境
の
保
全
形
成
の
た
め
の
緑
化

･
環
境

対
策
等
を
推
進
す
る
。

徊
バ
イ
パ
ス
･
環
状
道
路
の
整
備

大
都
市
圏
内
、
地
方
中
核
都
市
及
び
そ
の
周
辺
部
の
交

通
混
雑
の
抜
本
的
な
解
消
と
沿
道
環
境
の
改
善
を
図
る
た

め
に
は
、
既
成
市
街
地
か
ら
通
過
交
通
を
迂
回
さ
せ
る
と

と
も
に
都
市
に
発
生
集
中
す
る
交
通
を
分
散
導
入
さ
せ
る



役
割
を
持
つ
バ
イ
パ
ス
･
環
状
道
路
の
整
備
を
推
進
す
る

必
要
が
あ
る
。

平
成
一
五
年
度
も
引
き
続
き
、
既
着
手
箇
所
を
中
心
に

交
通
混
雑
や
沿
道
環
境
の
悪
化
が
特
に
著
し
い
箇
所
に
重

点
を
置
く
と
と
も
に
、
地
域
振
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
不
可

欠
な
道
路
事
業
の
う
ち
、
早
期
完
成
に
よ
り
大
き
な
事
業

効
果
が
期
待
で
き
る
事
業
及
び
空
港
･
港
湾
･
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
･
主
要
駅
等
へ
の
連
絡
を
強
化
す
る
整
備
に
つ

い
て
重
点
的
に
整
備
を
推
進
す
る
。

直
轄
事
業
に
お
い
て
は
、福
島
六
号
(常
磐
バ
イ
パ
ス
)

静
岡
一
号

(浜
松
バ
イ
パ
ス
)、
福
井
八
号

(福
井
バ
イ

パ
ス
)
等
、
補
助
事
業
に
お
い
て
も
、
愛
知
二
四
人
号

(瀬
戸
東
バ
イ
パ
ス
)、
高
知
一
九
五
号

(高
知
バ
イ
パ
ス
)

等
に
つ
い
て
積
極
的
な
展
開
を
図
る
。

②

都
市
交
通
の
円
滑
化

都
市
内
の
幹
線
道
路
網
は
、
都
市
の
諸
活
動
を
支
え
る

基
盤
と
し
て
必
要
不
可
欠
な
も
の
で
あ
り
、
従
来
か
ら
そ

の
計
画
的
･
体
系
的
な
整
備
の
促
進
に
努
め
て
き
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
道
路
交
通
需
要
の
大

き
な
伸
び
に
よ
り
、
道
路
交
通
渋
滞
の
状
況
は
悪
化
し
て

お
り
、
渋
滞
に
よ
る
交
通
事
故
の
増
加
、
時
間
や
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
ロ
ス
に
よ
る
経
済
活
動
へ
の
多
大
な
損
失
、
及
び

騒
音

･
排
気
ガ
ス
に
よ
る
環
境
へ
の
影
響
が
顕
在
化
し
て

い
る
。

そ
の
た
め
、
平
成
一
五
年
度
に
お
い
て
も
引
き
続
き
交

通
容
量
の
拡
大
施
策
と
し
て
バ
イ
パ
ス
、
環
状
道
路
等
の

道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
及
び
多
車
線
化
に
よ
る
幅
の

確
保
、
交
差
点
改
良
、
立
体
化
等
に
よ
る
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク

の
解
消
等
の
事
業
を
推
進
す
る
。

直
轄
事
業
に
お
い
て
は
、滋
賀
八
号
(米
原
バ
イ
パ
ス
)

群
馬
一
七
号

(高
松
立
体
)
等
、
補
助
事
業
に
お
い
て
も
、

大
阪
一
七
〇
号

(西
石
切
立
体
交
差
)
等
に
つ
い
て
積
極

的
な
展
開
を
図
る
。

③

防
災
･
震
災
対
策

豪
雨
豪
雪
等
に
対
す
る
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
安
全

性
･
信
頼
性
の
向
上
を
図
る
た
め
の
防
災
対
策
事
業
と
し

て
、
平
成
八
･
九
年
度
に
実
施
し
た
道
路
防
災
総
点
検
や

ト
ン
ネ
ル
坑
口
部
等
の
法
面
･
斜
面
の
緊
急
点
検
結
果
に

基
づ
き
、
緊
急
的
に
対
策
を
要
す
る
箇
所
か
ら
事
業
を
進

め
て
き
て
お
り
、
平
成
一
五
年
度
も
弓
き
続
き
計
画
的
に

事
業
の
展
開
を
図
る
。

4

共
同
溝

大
都
市
及
び
そ
の
周
辺
の
道
路
に
は
、
電
話

･
電
気

･

ガ
ス
･
上
下
水
道
等
の
都
市
活
動
に
不
可
欠
な
公
共
公
益

施
設
が
多
数
埋
設
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
ケ
ー
ブ
ル
･

管
路
の
新
設
や
補
修
等
の
た
め
の
路
面
の
掘
り
返
し
は
道

路
交
通
に
著
し
い
支
障
を
与
え
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
掘

り
返
し
を
防
止
し
道
路
構
造
の
保
全
と
円
滑
な
道
路
交
通

の
確
保
を
図
る
と
と
も
に
、
道
路
地
下
空
間
の
効
率
的
利

用
の
観
点
か
ら
昭
和
三
人
年
度
よ
り
共
同
溝
の
整
備
を
進

め
て
き
て
お
り
、平
成
一
四
年
度
末
ま
で
の
整
備
延
長
は
、

約
四
九
〇
如
に
達
す
る
見
込
み
で
あ
る
。

5

電
線
共
同
溝

安
全
で
快
適
な
通
行
空
間
の
確
保
、都
市
災
害
の
防
止
･

都
市
景
観
の
向
上
等
の
観
点
か
ら
電
線
類
の
地
中
化
を
積

極
的
に
推
進
す
る
と
と
も
に
、
高
度
情
報
通
信
社
会
の
早

期
実
現
に
寄
与
す
る
た
め
、
道
路
の
地
下
を
活
用
し
て
光

フ
ァ
イ
バ
ー
、
電
力
線
等
を
収
用
す
る
空
間

｢電
線
共
同

溝

(C
.
C

,
B
O
×
)｣
の
整
備
を
推
進
す
る
。

平
成
=
年
度
よ
り
ス
タ
ー
ト
し
た
新
電
線
類
地
中
化

計
画
に
則
り
、
中
規
模
程
度
の
商
業
系
地
域
や
住
宅
系
地

域
な
ど
を
電
線
類
地
中
化
整
備
対
象
に
加
え
、
引
き
続
き

整
備
を
推
進
す
る
。

6

維
持
修
繕

道
路
ス
ト
ッ
ク
を
保
全
し
、
道
路
機
能
を
最
大
限
に
発

揮
さ
せ
る
た
め
、
経
常
的
な
業
務
と
し
て
維
持
･
修
繕
は

必
要
不
可
欠
な
重
要
業
務
で
あ
る
。

一
般
国
道
の
う
ち
、
特
に
重
要
な
広
域
幹
線
を
形
成
す

る
道
路
に
つ
い
て
は
、
指
定
区
間
と
し
て
国
が
直
轄
事
業

と
し
て
維
持
･
修
繕
を
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ま
た
、
指
定
区
間
外
に
つ
い
て
は
、
一
定
規
模
以
上
の

補
修
な
ど
を
補
助
事
業
の
対
象
と
し
て
い
る
。

平
成
一
五
年
度
は
、
今
後
急
増
す
る
老
朽
化
し
た
道
路

ス
ト
ッ
ク
の
健
全
性
を
保
ち
、
道
路
構
造
物
等
の
破
損
に

よ
る
事
故
防
止
を
図
る
た
め
、
点
検

･
管
理
の
よ
り
一
層



の
充
実
と
と
も
に
、
第
三
者
被
害
の
恐
れ
が
あ
る
等
そ
の

被
害
が
極
め
て
大
き
い
と
想
定
さ
れ
る
施
設
の
補
修

･
補

強
な
ど
計
画
的
な
維
持
管
理
を
推
進
す
る
。
ま
た
、
光
フ

ァ
イ
バ
ー
、
I
T
V
等
の
情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
た
法

面
形
状
等
の
把
握
な
ど
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
な
監
視
に
よ
り

道
路
の
安
全
を
確
保
す
る
。

指
定
区
間
の
維
持
管
理
に
つ
い
て
は
、
路
面
、
路
肩
、

路
側
部
、
橋
梁
等
構
造
物
及
び
交
通
安
全
施
設
の
維
持
、

補
修
の
ほ
か
、
清
掃
･
緑
地
管
理
、
巡
回
等
の
経
常
的
作

業
を
行
っ
て
い
く
。
ま
た
、
沖
縄
県
の
未
買
収
道
路
用
地

の
処
理
を
行
う
。

修
繕
に
つ
い
て
も
路
面
、
歩
道
、
ト
ン
ネ
ル
、
側
溝
等

の
修
繕
の
ほ
か
、
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
安
全
性
･
信
頼

性
の
向
上
を
図
る
た
め
、
平
成
八
･
九
年
度
実
施
の
道
路

防
災
総
点
検
に
基
づ
く
防
災
･
震
災
事
業
を
実
施
す
る
。

指
定
区
間
外
に
つ
い
て
は
、
補
助
事
業
と
し
て
維
持
及

び
補
修
を
実
施
す
る
。
こ
の
う
ち
維
持
は
、
沖
縄
県
の
未

買
収
用
地
の
処
理
を
行
い
、
補
修
は
橋
梁
の
耐
震
補
強
、

車
両
の
大
型
化
に
対
応
し
た
橋
梁
の
補
強
、
道
路
防
災
総

点
検
等
の
点
検
結
果
に
基
づ
く
防
災
事
業
を
実
施
す
る
。

7

沿
道
環
境
改
善

沿
道
環
境

(大
気
質
、
騒
音
)
の
現
況
が
厳
し
い
地
域

に
お
い
て
、
沿
道
環
境
改
善
の
た
め
事
業
を
総
合
的
･
集

中
的
に
実
施
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
平
成
一
一
年
度
に

創
設
し
た
事
業
で
あ
り
、
平
成
一
五
年
度
も
引
き
続
き
、

よ
り
良
い
沿
道
環
境
の
実
現
に
向
け
、
遮
音
壁
の
設
置
、

報
提
供
装
置
等
の
整
備
を
推
進
す
る
ほ
か
、
疲
労
運
転
に

環
境
施
設
帯
の
整
備
、低
騒
音
舗
装
の
敷
設
等
を
進
め
る
。

よ
る
交
通
事
故
を
防
止
す
る
と
と
も
に
個
性
豊
か
な
地
域

づ
く
り
を
支
援
す
る
た
め
、
一
般
道
路
の
休
憩
施
設

｢道

8

雪
寒

の
駅
｣
の
整
備
を
推
進
す
る
。

8

雪
寒

積
雪
寒
冷
特
別
地
域
で
の
冬
期
の
安
全
で
安
心
な
生
活

を
支
え
、他
の
地
域
と
の
交
流
･
連
携
を
強
化
す
る
た
め
、

除
雪
、
防
雪
、
凍
雪
害
防
止
に
関
す
る
計
画
を
策
定
し
、

雪
寒
事
業
を
推
進
す
る
。

平
成
一
五
年
度
は
、
防
雪
事
業
や
除
雪
の
実
施
、
冬
期

の
交
通
支
障
箇
所
と
な
る
凍
結
路
面
箇
所
等
に
つ
い
て
消

雪
施
設
の
設
置
、
中
心
市
街
地
や
通
学
路
、
福
祉
施
設
周

辺
等
に
お
け
る
歩
行
空
間
の
確
保
、
流
雪
溝
の
整
備
に
よ

る
地
域
と
連
携
し
た
雪
処
理
の
推
進
、
気
象
情
報
収
集
装

置
等
の
整
備
を
推
進
す
る
。

9

交
通
安
全

平
成
一
五
年
度
は
、
交
通
事
故
の
防
止
と
交
通
の
円
滑

化
を
図
る
た
め
、
幹
線
道
路
に
お
け
る
事
故
率
の
高
い
箇

所
に
お
い
て
集
中
的
に
対
策
を
実
施
す
る
事
故
危
険
箇
所

対
策
や
歩
行
空
間
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
柱
と
し
て
交
通

安
全
施
設
等
の
整
備
を
推
進
す
る
。

こ
の
た
め
、
一
種
事
業
に
つ
い
て
は
、
交
差
点
改
良
等

に
よ
り
事
故
危
険
箇
所
対
策
に
重
点
投
資
を
行
う
ほ
か
、

高
齢
者
や
障
害
者
の
利
用
に
配
慮
し
、
幅
の
広
い
歩
道
の

整
備
な
ど
歩
道
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
推
進
す
る
。
二
種

事
業
に
つ
い
て
は
、
道
路
照
明
、
道
路
標
識
及
び
道
路
情

お
わ
り
に

国
土
交
通
省
と
し
て
は
、
従
来
よ
り
国
の
直
轄
事
業
及

び
補
助
事
業
と
し
て
鋭
意
一
般
国
道
の
整
備
を
進
め
て
き

た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
高
規
格
幹
線
道
路

･
地
域
高
規
格

道
路
の
早
期
整
備
、
交
通
混
雑
の
緩
和
、
交
通
不
能
区
間

や
危
険
個
所
の
解
消
な
ど
緊
急
に
整
備
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
多
く
の
箇
所
を
残
し
て
お
り
、
整
備
の
要
望
も
極
め

て
大
き
い
。

こ
の
た
め
、
一
層
重
点
的
･
効
率
的
な
整
備
の
推
進
に

努
め
て
い
き
た
い
。
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鬮
逮
醐
翻
囃
圓
週
関
係
騙
卿
⑭
榊
暮道路

局
高
速
国
道
課

一

高
速
自
動
車
国
道
を
め
ぐ
る
情
勢

日
本
道
路
公
団
を
は
じ
め
と
す
る
道
路
関
係
四
公
団
に

つ
い
て
は
、
｢特
殊
法
人
等
整
理
合
理
化
計
画
｣
(平
成
一

三
年
三
一月
一
九
日
閣
議
決
定
)
を
受
け
、
道
路
関
係
四

公
団
民
営
化
推
進
委
員
会
に
お
い
て
民
営
化
を
前
提
に
四

公
団
に
か
わ
る
新
た
な
組
織
と
そ
の
採
算
性
に
つ
い
て
議

論
が
行
わ
れ
、
平
成
一
四
年
一
二
月
六
日
に
意
見
書
が
提

出
さ
れ
た
。

政
府
は
、
こ
れ
を
受
け
、
｢道
路
関
係
四
公
団
民
営
化

推
進
委
員
会
の
意
見
を
基
本
的
に
尊
重
す
る
と
の
方
針
の

下
、
こ
れ
ま
で
の
同
委
員
会
の
成
果
を
踏
ま
え
つ
つ
、
審

議
経
過
や
意
見
の
内
容
を
十
分
精
査
し
、
必
要
に
応
じ
与

党
と
も
協
議
し
な
が
ら
、
建
設
コ
ス
ト
の
削
減
等
直
ち
に

取
り
組
む
べ
き
事
項
、
平
成
一
五
年
度
予
算
に
関
連
す
る

事
項
、
今
後
整
理
す
べ
き
課
題
等
を
整
理
し
た
上
で
、
改

革
の
具
体
化
に
向
け
て
、
所
要
の
検
討
、
立
案
等
を
進
め

る
｣
(平
成
一
四
年
三
一月
一
七
日
閣
議
決
定

｢道
路
関

係
四
公
団
、
国
際
拠
占
空
港
及
び
政
策
金
融
機
関
の
改
革

に
つ
い
て
｣)
こ
と
を
閣
議
決
定
し
た
。

高
速
自
動
車
国
道
に
関
し
て
は
、
こ
の
閣
議
決
定
を
踏

ま
え
、
建
設
コ
ス
ト
の
削
減
等
に
取
り
組
む
と
共
に
、
新

会
社
に
よ
る
整
備
の
補
完
措
置
と
し
て
、
必
要
な
高
速
道

路
建
設
を
行
う
た
め
、
国
と
地
方
の
負
担

(国

…
地
方
=

三
…

-
)
に
よ
る
新
た
な
直
轄
事
業
を
平
成
一
五
年
度
よ

り
導
入
す
る
こ
と
と
し
た
。
な
お
、
こ
れ
に
伴
い
新
た
に

必
要
と
な
る
地
方
負
担
を
考
慮
し
て
、
国
か
ら
地
方
へ
税

源
移
譲
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。

こ
の
結
果
、
今
後
の
高
速
自
動
車
国
道
整
備
は
、
直
轄

整
備
と
料
金
収
入
を
活
用
し
た
整
備
の
二
つ
の
ス
キ
ー
ム

t料金収入を活用した整備 l

　　　　　　　　　　　　　　　　
備することが可能

図 1 新しい高速自動車国道整備のスキーム

! 瞳圏圏 n r
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直轄による整備
; t 料金収入を活用した整備 i十 国と地方の負;劉“よる整衞
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日本道路公団に代わる組織による整備･管
理が難しいと見込まれる路線 ･区間の整備



で
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
る

(図
1
)。

円
、
自
主
調
達
資
金
四
、
八
二
〇
億
円

(う
ち
、
財
投
機

八
億
円
等
を
そ
れ
ぞ
れ
計
画
し
て
い
る
。

関
債
三
、
四
六
九
億
円
)、
業
務
収
入
等

一
兆
八
、
五
〇

三

直
轄
事
業
に
よ
る
高
速
自
動
車
国
道
整
備

平
成
一
五
年
度
の
直
轄
事
業
に
よ
る
高
速
自
動
車
国
道

建
設
費
は
、
事
業
費
一
、
三
二
三
億
円
、
国
費
｢

0
0

0
億
円
を
計
上
し
て
い
る
。

料
金
収
入
に
よ
り
管
理
費
を
賄
え
な
い
路
線
な
ど
、
新

会
社
に
よ
る
整
備

･
管
理
が
難
し
い
と
見
込
ま
れ
る
路

線
･
区
間
等
を
対
象
と
し
て
い
る
が
、
具
体
的
に
直
轄
事

業
に
よ
り
整
備
を
行
う
区
間
は
、
今
後
収
支
見
通
し
等
の

精
査
、
関
係
地
方
公
共
団
体
の
意
見
の
聴
取
、
関
係
機
関

と
の
調
整
の
上
、
国
土
開
発
幹
線
自
動
車
道
建
設
会
議
の

議
を
経
て
決
定
す
る
こ
と
と
な
る
o

三

日
本
道
路
公
団
に
よ
る
高
速
自
動
車
国
道

整
備

1

総

論

平
成
一
五
年
度
の
日
本
道
路
公
団
(高
速
自
動
車
国
道
)

予
算
は
、
九
、
一
六
〇
億
円
の
建
設
費
を
始
め
、
維
持
改

良
費
、
調
査
費
等
か
ら
な
る
事
業
費
一
兆
三
、
三
一
四
億

円
で
政
府
原
案
が
決
定
さ
れ
た

(表
1
)。

国
費
に
つ
い
て
は
、
｢特
殊
法
人
等
整
理
合
理
化
計
画
｣

に
お
い
て
、
国
費
は
平
成
一
四
年
度
以
降
投
入
し
な
い
と

さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
平
成
一
五
年
度
に
つ
い
て
も
。
平

成
一
四
年
度
に
り
き
続
き
ゼ
ロ
と
し
て
い
る
。

資
金
計
画
と
し
て
は
、
財
投
資
金
一
兆
九
、
0
八
六
億

表 1 平成15年度日本道路公団 (高速自動車国道) の予算内訳
(単位 :百万円)

区 分 1 5 年 度 (A) 前 年 度 (B)
倍 率
(A) / (B)

㈱鬘
癈

箋
遷
灘
総

増
箋淺
箋榊

の

増

館
眺
め
露
鵤
99
%
"
"
郭
節

L

皆

Q
Q
Q
Q
Q
Q
Q
Q
Q
Q
Q

合 計 剱

鰤纂暮讓熟

籏
政
社
事 0認
鱗
鱗

-

…鯛
三糊滿…臟靴鼬…擁増態獺餓

合 計

鱗 鱗 鰡
く注> 一般管理諸費等は、一般管理諸費から納付消費税顫を除いた頗と給与関係諸費の合計額である。
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2

建
設
費

高
速
自
動
車
国
道
建
設
費
に
つ
い
て
は
、
工
事
進
捗
率

の
高
い
区
間
や
、
用
地
買
収
等
が
交
渉
継
続
中
で
あ
る
区

間
な
ど
に
重
点
化
し
、
第
二
東
海
自
動
車
道
豊
田
南
~
豊

明
間
八
皿
を
は
じ
め
、
一
〇
道
一
〇
区
間
一
四
三
如
の
新

規
供
用
を
図
る

(表
2
、
図
2
)。
ま
た
、
混
雑
解
消
等

を
図
る
た
め
に
、
東
北
横
断
自
動
車
道
釜
石
秋
田
線
大
曲

~
協
和
間
な
ど
四
道
五
区
間
四
人
樋
の
拡
幅
事
業
の
完
成

を
図
る
。

こ
れ
に
よ
り
、
平
成
一
五
年
度
末
に
お
け
る
高
速
自
動

車
国
道
の
供
用
延
長
は
、
七
、
三
四
三
如
(法
定
予
定
路
線

=
、
五
二
〇
蹴
の
約
六
四
%
)に
達
す
る
見
込
み
で
あ
る
。

◎拡幅供用区間(四車線化)

道路名 翻 蝋婦北海道縦貫自動車道 音江PA ~ 旭川鷹栖 6
東北横断自動車道釜石秋田線 大曲 ~ 協和 =
ニニ自動市道ト紘鑓 隊似~鰍檄四国縦貫自動車道 臥三桜~松澂

=

℃
四国縦貫自動車道 獅~内.･1.･･･ ,!

餅 館
※IC名については仮称である。

表2 平成15年度高速自動車国道新規供用予定箇所

道路名 臨 総
北海道縦貫自動車道 和寒 ~ 士別剣淵 齢

北海道横断自動車道根室線･網走線 池田 ~ 本別･足寄 32

東北縦貫自動車道八戸線 青森東 ~ 青森JCT 16

常磐自動車道 広野 ~ 富岡 倦

東関東自動車道館山線 驚~蝨瀬機 4｢
第二東海自動車道 翻~臨豊 RU
中部横断自動車道 罐~鞠縦 QU
近畿自動車道紀勢線 酬~繃 四

四国横断自動車道 棚~鞠 約

九州横断自動車道長崎大分線 蜆膨~覊鉗 齢
3

維
持
改
良
費

高
速
自
動
車
国
道
に
お
い
て
は
、
平
成
一
四
年
度
に
供

用
延
長
が
二
四
一
如
延
び
る
ほ
か
、
平
成
一
五
年
度
に
は

名
神
高
速
道
路
栗
東
~
尼
崎
間
が
供
用
四
〇
年
を
迎
え
る

な
ど
、
老
朽
化
に
よ
る
維
持
管
理
関
係
経
費
が
増
加
す
る

傾
向
の
中
で
、
日
本
道
路
公
団
に
対
す
る
国
民
の
厳
し
い

目
を
真
摯
に
受
け
止
め
、
徹
底
し
た
経
費
節
減
と
効
率
的

な
維
持
管
理
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

平
成
一
五
年
度
の
維
持
改
良
費
と
し
て
は
、
改
良
費
、

防
災
対
策
費
及
び
維
持
管
理
費
の
合
計
二
、
九
二
四
億
円

(対
前
年
度
比
○
･
九
七
)
を
計
上
し
て
い
る
。

改
良
費
で
は
、
老
朽
化
し
た
施
設
の
更
新
や
補
強
等
を

行
う
道
路
構
造
物
等
の
老
朽
化
対
策
、
高
機
能
舗
装
の
整

備
や
防
護
策
強
化
を
行
う
交
通
安
全
対
策
、
付
加
車
線
の

設
置
や
I
C
ラ
ン
プ
改
良
を
行
う
交
通
渋
滞
対
策
、
遮
音

壁
の
整
備
や
の
り
面
の
樹
林
化
等
を
行
う
環
境
保
全
対
策

等
を
推
進
し
、
安
全
性
、
快
適
性
の
確
保
を
図
る
他
、
E

T
C
路
側
機
器
の
整
備
を
進
め
る
。

防
災
対
策
費
で
は
、
災
害
の
予
防
の
た
め
の
の
り
面
補

強
、
地
震
等
に
お
け
る
危
険
個
所
の
対
策
を
行
う
。

維
持
管
理
費
で
は
、
道
路
の
点
検
、
清
掃
、
雪
氷
作
業
、

事
故
復
旧
工
事
、
施
設
の
保
守

･
更
新
、
修
繕
工
事
等
を

実
施
し
、
道
路
の
機
能
を
正
常
、
良
好
に
維
持
す
る
。

道イテセ 2003,2 2 7

4

調
査
費

平
成
一
五
年
度
の
調
査
費
は
、
約
二
四
億
円
を
計
上
し

て
い
る
。

調
査
内
容
は
、
調
査
中
区
間
の
調
査
設
計
、
事
後
評
価

等
を
行
う
技
術
調
査
、
高
速
自
動
車
国
道
の
採
算
性
の
検

討
等
を
行
う
経
済
調
査
、
埋
蔵
文
化
財
の
発
掘
調
査
等
で

あ
る
。



“〆
ぞ

池田~本別･足寄 蚊纖 離讓囃 蟻鰺四国横断自動車道
宇和~大渕南 t6“節

　　　　　　　 　　　
　　　　　　 　　　　　

図 2 平成15年度新規供用予定箇所
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有
料
週
騰
関
係
螂
卿
⑭
榊
寡

道
路
局
有
料
道
路
課

は
じ
め
に

有
料
道
路
事
業
は
、借
入
金
に
よ
っ
て
道
路
を
建
設
し
、

利
用
者
か
ら
徴
収
す
る
料
金
を
も
っ
て
そ
の
返
済
に
充
て

る
も
の
で
あ
り
、
我
が
国
の
立
ち
遅
れ
て
い
た
幹
線
道
路

整
備
は
、
有
料
道
路
事
業
の
活
用
に
よ
り
促
進
さ
れ
て
き

た
。有
料
道
路
事
業
の
主
な
事
業
主
体
で
あ
る
日
本
道
路
公

団
、
首
都
高
速
道
路
公
団
、
阪
神
高
速
道
路
公
団
及
び
本

州
四
国
連
絡
橋
公
団
の
民
営
化
の
動
向
と
し
て
、
｢特
殊

法
人
等
整
理
合
理
化
計
画
｣
(平
成
一
三
年
三
一月
一
九

日
閣
議
決
定
)
に
基
づ
き
、
平
成
一
四
年
六
月
に
道
路
関

係
四
公
団
民
営
化
推
進
委
員
会
が
設
置
さ
れ
た
。
同
委
員

会
は
、
道
路
関
係
四
公
団
に
代
わ
る
民
営
化
を
前
提
と
し

た
新
た
な
組
織
及
び
そ
の
採
算
性
の
確
保
に
つ
い
て
一
体

的
に
検
討
し
、
平
成
一
四
年
三

月
六
日
に
意
見
書
を
提

自
動
車
重
量
税
に
よ
り
早
期
に
処
理
。
ま
た
、
現
行
の

出
し
た
。
こ
の
後
、
一
二
月
三
一日

｢道
路
関
係
四
公
団

出
資
を
平
成
三
四
年

ま
で

0

間
正

。

民
営
化
に
関
す
る
政
府

･
与
党
協
議
会
｣
が
開
催
さ
れ
、

申
し
合
わ
せ
事
項
が
と
り
ま
と
め
ら
れ
、
三
一月
一
七
日

に

｢道
路
関
係
四
公
団
、
国
際
拠
古
完
工港
及
び
政
策
金
融

機
関
の
改
革
に
つ
い
て
｣
が
閣
議
決
定
さ
れ
た
。

平
成
一
五
年
度
予
算
に
お
い
て
は
、
一
二
月
一
七
日
の

閣
議
決
定
を
踏
ま
え
、
以
下
の
措
置
を
講
じ
る
他
、
今
後

検
討
す
べ
き
課
題
等
を
整
理
し
た
上
で
、
具
体
化
に
向
け

て
、
所
要
の
検
討
、
立
案
等
を
進
め
る
。

①

平
成
一
五
年
度
予
算
に
お
い
て
、
コ
ス
ト
縮
減
の
取

り
組
み
を
進
め
つ
つ
、必
要
な
国
費
･
事
業
費
を
計
上
。

②

本
州
四
国
連
絡
橋
公
団
に
つ
い
て
は
、
有
利
子
債
務

を
五
0
年
間
で
確
実
に
償
還
す
る
た
め
、
有
利
子
債
務

の
一
部

(約
一
･
三
四
兆
円
)
を
一
般
会
計
に
承
継
し

出
資
を
平
成
三
四
年
度
ま
で
一
〇
年
間
延
長
。

な
お
、
基
本
料
金
か
ら
の
料
金
引
き
下
げ
に
つ
い
て

は
、
地
方
の
追
加
出
資

(
一
〇
年
間
延
長
)
に
よ
る
経

営
改
善
効
果
等
の
範
囲
内
で
行
う
。

③

高
速
自
動
車
国
道
の
整
備
に
関
し
て
、
新
会
社
に
よ

る
整
備
の
補
完
措
置
と
し
て
、
必
要
な
高
速
道
路
を
整

備
す
る
た
め
、
国
と
地
方
の
負
担

(国

…地
方
=
三
…

一
)
に
よ
る
新
た
な
直
轄
事
業
を
導
入
。

ま
た
、
有
料
道
路
制
度
の
運
用
に
あ
た
っ
て
は
、
採
算

性
の
確
保
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
厳
し
く
チ
ェ
ッ

ク
し
、
徹
底
的
な
コ
ス
ト
縮
減
、
重
点
投
資
等
に
よ
る
事

業
の
効
率
化
、
並
び
に
情
報
公
開
の
推
進
に
よ
る
事
業
の

透
明
性
の
向
上
を
図
る
。
さ
ら
に
、
既
存
ス
ト
ッ
ク
の
有

効
活
用
の
た
め
の
施
策
と
し
て
、



○
長
距
離
割
引

(高
速
自
動
車
国
道
)
の
社
会
実
験
…

料
金
の
割
高
感
か
ら
一
般
道
路
を
走
行
し
て
い
る
ト

①

利
用
者
の
様
々
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
、
料
金
割
引
に

よ
る
一
般
道
路
か
ら
交
通
の
転
換
等
を
促
進
す
る
こ
と

に
よ
り
道
路
の
有
効
利
用
を
図
る
と
と
も
に
、
沿
道
環

境
の
改
善
や
渋
滞
緩
和
、
交
通
安
全
対
策
な
ど
の
課
題

を
解
決
す
る
た
め
、
多
様
で
弾
力
的
な
料
金
設
定
に
向

け
て
料
金
に
係
る
社
会
実
験
に
関
す
る
施
策
を
創
設
す

る る を 境 に よ
道路関係四公団の民営化について

平成 14年 12月 12日
(政府･与党申し合わせ)

道路関係四公団の民営化に関する当面の措置について、次のとおり決定する。

玉 直ちに取り組むべき事項
① 建設コストの削減
今後の高速道路の整備については、民間の新たな技術やノウハウも活用して、車線数の削減やインタ

ーチェンジ構造の見直し等の規格･構造の見直しや、デザインビルドの導入など発注･契約方式の見直

しなどにより、建設コストの大胆な縮減を図る (残事業費の約2割)。
② ファミリー企業の抜本的見直し
外注費の徹底縮減、競争参加条件の大幅緩和による競争性の向上、子会社等における公団O B役員数

の削減、子会社･関連会社の再編等を行う。
③ 公団における民間経営ノウハウの導入
公認会計士等の活用により民間企業の会計原則に基づく財務諸表を平成粥年秋に作成するなど、民

間企業経験者の知恵を導入し、民営化に備える。

2.平成15年度予算に関連する事項
① 本州四国連絡橋公団の債務処理等
有利子債務の一部 (約13 兆円)を切り離し、国の道路特定財源により早期に処理するとともに、国

及び地方による出資の期間を平成34年度までlo年間延長することにより、将来における国民負担の膨

張を避けるとともに、現行料金の引上げを前提とせずに本国架橋としての自立的経営を可能なものとす

る。また、基本料金の引下げについては、地方の追加出資 (10年間延長)による経営改善効果等の範

囲内で行うものとする。なお、民間債務の返済条件等の変更 ･操上げ償還は行わない。
② 新直轄方式の導入
新会社による整備の補完措置として、必要な高速道路を建設するため、国と地方の負担 (国:地方=

3 : 1)による新たな直轄事案を導入する。また、これに伴い新たに必要となる地方負担を考慮して、
国から地方へ説源移譲を行う。
③ この直轄による整備は、できる限り少ない財政負担で高速道路ネットワークを整備する観点から、
主①のコスト縮減や新会社による投資可能額を踏まえ、約3兆円を現時点での目安とし、今後の交通

需要、金利動向等を踏まえ、必要に応じ見直すものとする。また、対象とする路線は、料金収入により

管理費を賄えない路線など、新会社による整備･管理が難しいと見込まれる路線･区間とする。

3.今後検討すべき課題等
平成17年度中の民営化に間に合うよう、下記のような組織形態等の事項については、委員会の意見を

基本的に尊重するとの方針の下、これまでの同委員会の成果を踏まえつつ、審議経過や意見の内容を十分

精査し、地方公共団体の意見を聴取した上で、検討を進め、関係法案の平成16年通常国会提出を目指す。
このため、政府と与党の間で調整のための場を設けることとする。

ラ
ッ
ク
等
の
長
距
離
利
用
者
に
対
し
、
E
T
C
限
定

の
料
金
割
引
を
実
施

○
夜
間
割
引

(首
都
高
速
道
路
、
阪
神
高
速
道
路
)
の

社
会
実
験
…
交
通
量
に
余
裕
が
あ
る
夜
間
に
お
い

て
、
当
該
道
路
の
E
T
C
限
定
の
料
金
割
引
を
実
施

○
地
方
か
ら
の
提
案
型
社
会
実
験
…
一
般
道
路
の
渋
滞

や
環
境
問
題
の
解
決
を
図
る
た
め
、
地
方
公
共
団
体

等
か
ら
な
る
協
議
会
に
よ
る
料
金
割
引
の
社
会
実
験

を
積
極
的
に
実
施
。

0新会社による高速道路等の整備の具体的な仕組み (道路料金収入を極力活用した仕組みも含む。)

0国 ･機構･新会社の関係
0新会社及び機構の具体的な組織、業務
0承継する資産 ･債務の内容･評価
0視制･金融上の取扱い 等

道路関係四公団、国際拠点空港及び政策金融機関の改革について (沙)

○
主
に
多
頻
度
利
用
者
を
対
象
と
し
た
車
載
器
リ
ー
ス

制
度
を
創
設
し
、
E
T
C
導
入
の
初
期
費
用
低
減
を

図
る

備

道路関係四公団、国際拠点空港及び政策金融機関のあり方については、特殊法人等整理合理化計画 (平

成13年12月 l9日)に従い、それぞれ道路関係四公団民営化推進委員会、国土交通省、経済財政諮問会

議において検討され、今般その結果がとりまとめられたところであるが、今後の対応については下記の方

針によることとする。

1 道路関係四公団
政府は道路関係四公団民営化推進委員会の意見を尊重するとの方針の下、これまでの同委員会の成果を

踏まえつつ、審議経過や意見の内容を十分精査し、必要に応じ与党とも協議しながら、建設コストの削減

と直ちに取り組むべき事項、平成16年度予算に関連する事項、今後検討すべき課題等を整理した上で、
改革の具体化に向けて、所要の検討、立案等を進める。

キ
ヤ
ツ
、ン
ュ

し

国際拠点空港
(略)

政策金融機関
(略)
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よ
り
利
用
者
の
利
便
性
を
向
上
し
、
あ
わ
せ
て
料
金
所

渋
滞
の
緩
和
や
環
境
改
善
を
図
る
た
め
、
総
合
的
な
E

T
C
普
及
促
進
策
を
展
開
す
る
。

○
基
本
的
に
全
て
の
料
金
所
に
E
T
C
路
側
機
器
を
整

②

料
金
所
の
ノ
ン
ス
ト
ッ
プ



O
E
T
C
利
用
者
に
特
化
し
た
多
様
な
料
金
施
策
の
実

施･
都
市
高
速
道
路
の
回
数
券
と
同
等
以
上
の
割
引
制

度
の
導
入

･
乗
り
継
ぎ
制
度
の
拡
充

,
偽
造
が
発
生
し
て
い
る
ハ
イ
ウ
ェ
イ
カ
ー
ド
、
回

数
券
を
早
期
に
廃
止
し
、
E
T
C
に
集
約

等

平
成
一
五
年
度
有
料
道
路
関
係
予
算
額
は
、
五
箇
年
計

画
対
象
事
業
費

(以
下
、
五
計
対
象
事
業
費
と
い
う
)
で
、

二
兆
一
、
0
四
一
億
円

(表
1
)
で
あ
り
、
有
料
道
路
関

係
事
業
費
が
道
路
整
備
全
体
事
業
費
に
占
め
る
割
合
は
三

〇
%
と
な
っ
て
い
る
。

以
下
、
有
料
道
路
事
業
の
事
業
主
体
別
に
予
算
の
概
要

を
述
べ
る
こ
と
と
す
る
。

日
本
道
路
公
団

予
算
の
概
要

平
成
一
五
年
度
の
五
計
対
象
事
業
費
は
、
日
本
道
路
公

団
全
体
で
一
兆
四
、
四
二
三
億
円

(対
前
年
度
比
○
･
九

七
倍
)
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
高
速
自
動
車
国
道
が
一
兆
三
、

三
一
四
億
円

(対
前
年
度
比
○
･
九
八
倍
)
、
一
般
有
料

道
路
が
一
、
一
〇
九
億
円

(対
前
年
度
比
○
･
八
九
倍
)

と
な
っ
て
い
る

(表
2
)
。

2

一般
有
料
道
路

大
都
市
圏
の
環
状
道
路
等
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
す

る
圏
央
道
、
東
海
環
状
自
動
車
道
等
の
建
設
事
業
の
整
備

を
重
点
的
に
促
進
す
る
。

こ
れ
ら
の
事
業
を
推
進
す
る
た
め
、
平
成
一
五
年
度
に

お
け
る
建
設
費
は
、
六
五
〇
億
円

(対
前
年
度
比
0
･
八

六
)
を
計
上
し
て
い
る
。

ま
た
、
利
用
者
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、
安
全
性
、
定
時
性

等
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
良
好
な
道
路
環
境
を
保
全
す

る
観
点
か
ら
、
各
種
施
策
を
強
力
に
推
進
す
る
。

①

中
央
分
離
帯
及
び
路
側
の
突
破
事
故
防
止
を
目
的
と

し
た
強
化
型
防
護
柵
の
設
置
や
排
水
性
に
優
れ
た
高
機

能
舗
装
の
整
備
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
休
憩
施
設
の

拡
充
等
の
各
種
交
通
安
全
対
策
を
推
進
す
る
。

②

料
金
所
渋
滞
の
解
消
･
緩
和
及
び
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス

化
に
よ
る
利
便
性
の
向
上
等
を
図
る
た
め
、
E
T
C
の

整
備
を
引
き
続
き
推
進
す
る
。

③

沿
道
環
境
の
一
層
の
改
善
を
図
る
た
め
、
遮
音
壁
、

新
型
遮
音
壁
、
裏
面
吸
音
板
、
低
騒
音
効
果
の
あ
る
高

機
能
舗
装
等
の
道
路
環
境
対
策
を
積
極
的
に
進
め
る
と

と
も
に
、
遮
音
壁
前
面
の
緑
化
等
に
よ
り
、
良
好
な
沿

道
環
境
の
保
全
及
び
向
上
を
図
る
。

④

渋
滞
、
交
通
事
故
及
び
気
象
変
化
等
に
よ
る
交
通
障

害
事
象
を
的
確
か
つ
迅
速
に
提
供
す
る
た
め
に
、
情
報

提
供
設
備
の
拡
充
を
図
る
ほ
か
、
V
I
C
s

(道
路
交

通
情
報
通
信
シ
ス
テ
ム
)
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
等
に
よ
り

利
用
者
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る
。
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表 1 平成15年度有料道路概算要求総括表

区 分 15年 い 前年度(B) 倍率(A) / (B) 備 考事業費 醗 事業費 醗 事業費 醗路
団
団
団
団
等
金
金

"
公
公
公
±
妾
寸

を
砦
砦
橋
諸
資
性

略
箋
勘
絡
盆
発
銭

は
顫
蹴
遠
路
事
生

道
擾
艇
国
造
排
斥

"
E
高
藩
四
磁
各
鐸

*
ヌ
都
神
州
た
凝
許

日
首
阪
本
地
道
都

有 筋
剥
蛆
郭
妬
知
…
…

4
露
ゆ
は
隠
ゆ
趨
2

l
中
盤
脳
]
劉
:

a
し

第

蜷
幻
節
“
閲
閲

207

43
16
斑
76
17
1

nU
n〉
Ĵ
Q〉
RU
Û
n)
nY

RU
にU
n〉
り“
9“
【/"
=̂〉
Û

QV
枦b
nソ“
41
QJ
RU
RV
?“

i▲
ゑ畦
?“
等上

り“

nb
AU
44

?“
4戊

･′

2
]
1
利

085
0
翔
簸
競
側
脚
…

395

44
蜷
233
78
21
1

留
骸
%
窕
即
郷
乃
"

nv
n〉
=̂〕
=̂〉
1▲
n〉
n〉
1▲

62

-
留
餅
器
兜
内
閲

饗

を
纖鱗
れ鱗
饑

蝶遜巍
競
纖



二

首
都
"･
阪
神
高
速
道
路
公
団

1

首
都
高
速
道
路
公
団

都
市
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
中
央
環
状
新
宿
線
等

の
早
期
供
用
を
図
る
た
め
の
必
要
額
を
勘
案
し
、
以
下
の

事
業
を
推
進
す
る
た
め
、
平
成
一
五
年
度
に
お
い
て
は
、

高
速
道
路
建
設
費
一
、
三
九
三
億
円

(対
前
年
度
比
一
･

0
九
)
を
計
上
し
て
い
る

(表
3
)。

①

都
心
部
に
お
け
る
交
通
渋
滞
の
緩
和
を
図
る
た
め
の

晴
海
線
及
び
中
央
環
状
線
の
一
部
を
形
成
す
る
中
央
環

状
新
宿
線
等
を
整
備
す
る
。

②

さ
い
た
ま
新
都
心
の
都
市
機
能
の
強
化
に
資
す
る
大

宮
線
、
業
務
核
都
市
川
崎
の
機
能
を
強
化
し
、
川
崎
南

部
地
域
の
環
境
改
善
に
資
す
る
川
崎
縦
貫
線
を
整
備
す

る
。

③

横
浜
内
陸
部
と
横
浜
･
川
崎
市
臨
海
部
及
び
横
浜
都

心
部
を
直
結
し
、
一
般
道
路
の
混
雑
緩
和
に
資
す
る
横

浜
環
状
北
線
を
整
備
す
る
。

ま
た
、
高
速
道
路
改
築
費
と
し
て
は
、
以
下
の
事
業
を

推
進
す
る
た
め
、
二
七
〇
億
円

(対
前
年
度
比
0
･
七
七
)

を
計
上
し
て
い
る

(表
3
)。

①

横
浜
都
心
部
と
横
浜
南
部
方
面
と
の
ア
ク
セ
ス
強
化

を
図
る
た
め
、
本
牧
J
C
T
に
連
結
路
を
新
設
す
る
事

業
を
引
き
続
き
実
施
す
る
。

②

既
供
用
路
線
の
混
雑
を
緩
和
し
、
円
滑
な
交
通
流
の

確
保
を
図
る
箱
崎
両
国
J
C
T
間
改
良
等
を
引
き
続
き
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表 2 日本道路公団

区 分
15年度(A) 前年度(B) 借 "(A) / B

轆 般 計 轆 般 計 局速 般 計

酬飜理癪鰡

0
塾

維
調
建

業

業

競
遷
綴榊

戦
機
嚢
礬
“

灘
淺
総榊

熟
議
箋榊

纖琥
蘂
総
鱗

瀞
淺
梛総

則…擁鰡"蛾硼概螂翁
鰡鯆@

部
‐
斡
皰
粥
競
郛
㈱
螂
留
⑨
㈱

硼…擁廓剱榔鰡硼彌@
螂‘勳鰄

合 計 蘂 鱗 ,締 '㈱ ,総 聯 灘 凝

酬鬚褻鰊言絲

金
田

0
政
社
事

財

目

薬

『
凱0鱗
鯖
讓
毀

'
0
0
00“慈

澱
鱗

ち
馴0郊
螂
鱗
緘

0

0

0
0
戚
賊
0
即
劔
劉
加
纖
爾

榔
跳
凱
60
671
303
367
纈

。
0
8
蝉
鱗
礬

0

0

0
0
鰡
劔
0
鰡
鰡
桝
則
御
粛

期
那
加
70
既
知
悠
鱗

-

増

一
増
髄
減
増
02
01
72
14
37
98

皆

皆
L
皆
皆
3
L
Q
L
Q
Q

-

-

-
-
似
滅
増
89
97
07
69

斑
鳩

L
誓
書
a
Q
L
L
Q
L

一

増

一
増
04
減
増
"
"
80
28
42
99

皆

皆
L
皆
皆
は
L
G
L
Q
Q

合 計 鰡 耿 硼
注)1,



表4 阪神高速道公団

区 分 暮 繃③
倍率
(A) / (B)

製
飜
担饑讓嚢
棘

0
麗
總
醸
調
維
建
樂

業

拗
親
器
0
593
脚
胤
総
鰯
趣
鰓
鰐
郡
臘

78
8
蜷

23
12
141
鉈
即
u
530
446
鋭

900
褓
脇
61
741
010
934
229
窓
215

梛
競
249
084

65
8
20

25
23
144
34
れ
u
497
街
靴

19
“
飢
滅
却
鋭
邱
兜
%
95
難
解
08
03

L
Q
Q
皆
Q
Q
Q
Q
Q
Q
Q
L
L
L

合 計

彬 ㈱ 臥画
金
府
体
入
金
金
金
)
)
)
金
)
)
)
等

計

団鞠
入獄
途籟
顛
資
頭
債
嶮
入

共箒
借榊“徹粥鰤達梛故働む

公
整
府
怨

府
府
府
調
投
緑
間
応

資

方
軒

紡
ず

政
政
も

民
務

政
地
会

0
出

社

財

自

業

就
職
900
756
瀦
潴
400
0
400
…
500
000
000
500
086

25
12
12
6
3
3
370

250
120
節
弱
め
鵺
鰍

郎
肋
緘
駕
篠
綴
榔
0
0
如
即
纖
廻
廊

第
蜷
13
6
3
3
357
357

骸
20
13
鐙
187

"
館
野
“
錦
鍵
似
激
増
贈
物
75
72
16
98

銭
Q
G
Q
Q
Q
L
皆
皆
皆
L
L
Q
L
Q

合 計

皺 ㈱ 螂2,建設利息には、社会資本整備事業費に係る建設利息54百万円(前
年度47百万円)を含む。
3.一般管理諸費等は、一般管理諸費から納付消費税額を除いた額と
給与関係諸費の合計額である。

19
“
飢
滅
却
鋭
邱
兜
%
%
難
解
鯛
節
饅

筑
館
館
“
錦
鍵
似
激
増
贈
物
邪
複
16

L
Q
Q
皆
Q
Q
Q
Q
Q
Q
Q
L
L
L
L

G
Q
G
Q
Q
Q
L
皆
皆
皆
L
L
Q
L

表3 首都高速道路公団

区 分 暮 讓③ B総狄計
轢
謙
担蝉嚢
絲

磁
器
蓚

1濃
鎌
灘
連

0
高
社
高
関
調
総
建

築

業

300
000

郷
100
792
郷
芻
糊
勧
銀
817
795
014
781

臨
邱
26
1

38
鐙
260
46
26
蜷
658
583
お

鰡
桝
940
500
056
滋
御
節
颯
動
530
解
鰓
黛

"
即
錐
ー
ー
俎
臨
戦
斡
芻
槍
蝋
爾
“

蛇
飼
"
73
75
那
乃
%
芻
難
%
04
05
03

1▲
1▲
Û
nv
nU
Û
nv
Û
AU
nv
Û
1▲
1▲
1▲合 計

鰈 鱗 期面
金
府
体
入
金
金
金
)
)
)
金
)
)
)
等

計

団敷
入獄
鹸癪
顛
資
醗
債
嶮
入

漢籍借鬮“
佝粥繃達棚故筒苺

'

公
整
府
怨

府
府
府
調
投
緑
間
耶

資

方
蘇
政
権

政
政
政
も

民
務

政
地
会

0
出

社

財

自

業

薊
桝
翁
緘
纒
徴
劔
0
抑
則
鱒
鰡
繃
芻

総
19
19
銅
器
節
鵺

細
則
131
50
拗
れ
268

三
㈱鱗
鱗
00鱗
窓

留
館
坊
第
第
%
m
減
増
増
鱒
留
別
鋭
“

q
q
Q
Q
Q
Q
L
皆
皆
皆
L
L
Q
L
Q

合 計

鸚 鱸 血2.建設利息には、社会資本整備事業費に係る建設利息6,386百万円
(前年度11.170百万円)を含む。
3.一般管理諸費等は、一般管理職費から納付消費税額を除いた額と
給与関係諸費の合計額である。

高

実
施
す
る
。

③

利
用
者
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る
た
め
、
E
T
C
の

整
備
を
引
き
続
き
実
施
す
る
。

④

利
用
者
の
安
全
確
保
の
た
め
、
鋼
製
橋
脚
隅
角
部
補

強
等
の
道
路
構
造
物
の
安
全
対
策
等
を
引
き
続
き
実
施

す
る
。
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2

阪
神
高
速
道
路
公
団

都
市
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
淀
川
左
岸
線
等
の
早

期
供
用
を
図
る
た
め
の
必
要
額
を
勘
案
し
、
以
下
の
事
業

を
推
進
す
る
た
め
、
平
成
一
五
年
度
に
お
い
て
は
、
高
速

道
路
建
設
費
八
六
六
億
円

(対
前
年
度
比
一
･
一
六
)
を

計
上
し
て
い
る

(表
4
)。

①

大
阪
地
区
の
内
陸
部
と
臨
海
部
と
の
ア
ク
セ
ス
機
能

の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
都
市
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
一
環
と
し
て
都
心
部
に
お
け
る
新
た
な
環
状
道
路
の

一
部
を
形
成
す
る
淀
川
左
岸
線

･大
和
川
線
を
整
備
す

る
。

②

兵
庫
地
区
に
お
け
る
地
震
等
の
災
害
に
も
強
い
ラ
ダ

ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
充
実
、
強
化
を
図
る
た
め
神
戸
山

手
線
を
整
備
す
る
。

③

京
都
市
内
に
お
け
る
慢
性
的
な
交
通
渋
滞
を
緩
和
す

る
た
め
、
京
都
市
の
ま
ち
づ
く
り
の
骨
格
と
な
る
京
都

高
速
道
路
新
十
条
通
、
油
小
路
線
を
整
備
す
る
。

ま
た
、
高
速
道
路
改
築
費
と
し
て
は
、
以
下
の
事
業
を

推
進
す
る
た
め
、
一
人
三
億
円
(対
前
年
度
比
0
･
九
一
)



表 5 本州四国連絡橋公団

区 分 礬 繃⑭ B郛鉄
錨 赫 鑄 赫 錨 %繊

饑鑓嚢
○
建
調
縦
賎

業

業

郷
芻
剥
補
靴
靴
鰡
駕
雜
競
郭

13

14
16
6
6
358
抑
留

264
237
期
475
鮖
纖
絆
燭

競
離

乾

13
15
6
6
弱
00
57

概
幼
即
観
繍
燃
様
綿
薊
如
剱

9

10
16
6

6
麟
皺
113

滯
卸
鱒
御
鸚
郎
履
級
靴
即
戦

8

9
16
6
6
瑯
402
113

2
8
認
脂
馬
“
韓
踞
り
啼
汎

･
7
超
℃
“
"
記
ぷ
孑
邇
乏

ハU
O
1▲
1▲
l▲
Û
n〉
Û
nv
Û
n〉

0
6
0
3
0
げ
鳰
隠
0
5
涯

･
7
遂
に
養
お
圭
走
J
溝
粍

n〉
Û
1▲
1▲
fL
nU
n〕
Û
〔U
Û
nU

合 計 觴 硴面
等
府
体
金
等
)
金
金
)
)
等

十
全

団

備
会

≠
t
金

寺

資
候
入
入

:

共

整
中
資
篝
ヒ
フ
ン

資

"
}
早
路
;
達
故
借
(

$

分
一段
距
当

り

覊
孵

挫

け

葭
暹
受
誹
縁
祠

f

フ

艾
(
孝
三
′
民
務

床
政
地

料
金

主
(
(
;

○
政

補
有
資
財
自

業

00
33
67

一

の

閲
節
の
"
78

凹
⑪
"
餅

減

街
銘
銘
鰡
%

L
L
L
Q

皆

L
Q
Q
Q
Q

"
"
"
-
減

婚
度
82
82
%

L
L
L

皆

L
Q
Q
Q
Q

合 計 觴 鰓
2.一般管理諸費等は、一般管理諸費から納付消費税額を除いた額と給与関係諸費の

合計額である。

を
計
上
し
て
い
る

(表
4
)。

①

長
大
橋
の
耐
震
対
策
と
し
て
港
大
橋
に
引
き
続
き
、

他
の
橋
梁

(湾
岸
線
)
に
つ
い
て
も
補
強
を
実
施
す
る
。

②

利
用
者
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る
た
め
、
E
T
C
の

整
備
を
引
き
続
き
実
施
す
る
。

③

利
用
者
の
安
全
確
保
の
た
め
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造

物
改
築
等
を
引
き
続
き
実
施
す
る
。

三

本
州
四
国
連
絡
橋
公
団

本
州
四
国
連
絡
橋
公
団
に
つ
い
て
は
、
有
利
子
債
務
を

五
〇
年
間
で
確
実
に
償
還
す
る
た
め
、

①

有
利
子
債
務
の
一
部

(約
一
･
三
四
兆
円
)
を
一
般

会
計
に
承
継
し
自
動
車
重
量
税
に
よ
り
早
期
に
処
理
す

る
。

②

現
行
の
出
資
を
平
成
三
四
年
度
ま
で
一
〇
年
間
延
長

す
る
。

こ
と
と
し
て
い
る
。

な
お
、基
本
料
金
か
ら
の
料
金
引
き
下
げ
に
つ
い
て
は
、

地
方
の
追
加
出
資

(
一
〇
年
間
延
長
)
に
よ
る
経
営
改
善

効
果
等
の
範
囲
内
で
行
う
。

へ
平
成
一
五
年
度
に
お
い
て
は
、
国
費
二
、
二
四
五
億

円
を
国
債
費
に
計
上
〉

平
成

一
五
年
度
の
五
計
対
象
事
業
費
は
一
四
〇
億
円

(対
前
年
度
比
一
･
五
○
)
で
あ
り
、
こ
の
う
ち
、
建
設

費
と
し
て
三
億
円

(対
前
年
度
比
0
･
七
0
)
を
計
上
し

て
い
る

(表
5
)。

具
体
的
な
事
業
の
内
容
は
次
の
と
お
り
。

①

ノ
ン
ス
ト
ッ
プ
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
に
よ
る
利
便

性
の
向
上
等
を
図
る
た
め
、
E
T
C
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い

て
、
平
成
一
五
年
度
末
ま
で
に
全
料
金
所
に
導
入
。

②

神
戸
淡
路
鳴
門
自
動
車
道
、
瀬
戸
中
央
自
動
車
道
、

西
瀬
戸
自
動
車
道
の
道
路
管
理
及
び
鉄
道
と
の
橋
体
共

用
部
分
の
管
理
を
行
う
。

③

海
峡
部
長
大
橋
の
維
持
管
理
を
合
理
的
か
つ
経
済
的

に
行
う
た
め
の
研
究
開
発
を
継
続
し
、
長
大
橋
管
理
技

術
の
高
度
化
を
推
進
。
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四

有
料
道
路
融
資
事
業

1

概
要

業
費
は
二
、
一
七
0
億
円

地
方
道
路
公
社
が
行
う
指
定
都
市
高
速
道
路
、
一
般
有

で
あ
る

(表
6
)。

料
道
路
に
つ
い
て
は
、
有
料
道
路
整
備
資
金
貸
付
制
度

(無
利
子
貸
付
制
度
)
を
活
用
す
る
と
と
も
に
、
N
T

2

一般
有
料
道
路
の
建
設

T
ー
A
型
資
金
を
活
用
し
て
、
有
料
道
路
と
こ
れ
に
密

の

一
般
有
料
道
路

料
道
路
事
業
に
よ
り
整
備
を
推
進
す
る
。

平
成
一
五
年
度
の
有
料
道
路
融
資
事
業
の
五
計
対
象
事

業
費
は
二
、
一
七
〇
億
円

(対
前
年
度
比
○
･
九
八
倍
)

る
。◎

広
島
高
速
道
路

広
島
高
速
一
号
線

(延
伸
)
等
継
続
四
路
線
一
四
･
四

の道ネテセ 2003,2 35

鬮
の
事
業
を
推
進
す
る
。

表6 有料道路融資事業予算

平成15年度(A) 前年度(B) 倍率(A) / (B)

事業費 国 費 鰡 費国 饑 費国

21 6
,
98 0 75

,
0 9 8 40幻リム R

U
し11-
n
v.'
ワー 98n〉 RUqu

n
Y

接
に
関
連
す
る
公
共
施
設
を
一
体
的
に
整
備
す
る
総
合
有

継
続
一
六
路
線
五
七
･
一
蹴
の
事
業
を
推
進
し
、
う
ち

浜
名
湖
新
橋
有
料
道
路

[静
岡
県
道
路
公
社
]
等
七
路
線

三
0
･
七
如
の
完
成
を
図
る
。

ま
た
、
新
規
事
業
と
し
て
銚
子
連
絡
道
路

[千
葉
県
道

路
公
社
]
(五
･
九
如
)、
遠
阪
ト
ン
ネ
ル
有
料
道
路

[兵

庫
県
道
路
公
社
]
(四
･
七
踊
)
の
事
業
に
着
す
る
。

3

指
定
都
市
高
速
道
路
の
建
設

の

名
古
屋
高
速
道
路

高
速
清
洲
一
宮
線
等
継
続
五
路
線
二
七
･九
如
の
事
業

を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
震
災
対
策

･
環
境
対
策
等
の
改

築
事
業
を
推
進
す
る
。

②

福
岡
北
九
州
高
速
道
路

福
岡
高
速
道
路
は
、
高
速
五
号
線
一
人
･
一
如
の
事
業

を
推
進
し
、
う
ち
、
月
隈
J
C
T
か
ら
老
司

(仮
称
)
間

五
･
六
皿
の
供
用
を
図
る
と
と
も
に
、
高
速
一
号
線
か
ら

四
号
線
の
改
築
事
業
を
推
進
す
る
。

ま
た
、
北
九
州
高
速
道
路
で
は
、
新
規
事
業
と
し
て
老

朽
化
の
進
ん
だ
高
速
四
号
線
の
大
規
模
補
修
に
着
手
す
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地
漸
遭
関
係
螂
卿
⑭
榊
嚢

二

地
方
道
整
備
の
現
況

都
道
府
県
道
及
び
市
町
村
道
は
、
高
速
自

動
車
国
道
や
一
般
国
道
を
補
完
す
る
地
域
の

幹
線
道
路
網
の
一
部
を
構
成
す
る
重
要
な
社

会
基
盤
施
設
で
あ
る
。
ま
た
、
空
港

･
港

湾
･
鉄
道
駅
等
の
交
通
拠
点
、
工
業
･
流
通

団
地
や
観
光

･
リ
ゾ
ー
ト
施
設
等
へ
直
接
ア

ク
セ
ス
す
る
道
路
と
し
て
各
種
地
域
振
興
施

策
の
推
進
に
資
す
る
と
と
も
に
、
通
勤
･
通

学
、
買
い
物
、
病
院
や
福
祉
施
設
の
利
用
な

ど
、
地
域
の
生
活
環
境
の
向
上
を
図
る
、?
え

で
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
重
要
な
役
割
を
果

た
し
て
い
る
。

し
か
し
、
そ
の
整
備
水
準
を
み
る
と
、
例

一
は
じ
め
に

地
方
道
は
、
都
道
府
県
道
と
市
町
村
道
で
構
成
さ
れ
て

お
り
、
そ
の
延
長
は
、
都
道
府
県
道
約
一
三
万
皿
、
市
町

村
道
約
九
八
万
臘
で
あ
り
、
我
が
国
の
一
般
道
路
延
長
の

九
五
%
を
占
め
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
整
備
状
況
は
ま

だ
ま
だ
低
く
、
整
備
に
対
す
る
地
域
の
期
待
と
要
望
は
図

1
の
と
お
り
極
め
て
高
い
も
の
が
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
背
景
の
も
と
に
平
成
一
五
年
度
は
、
都
道

府
県
道
･
市
町
村
道
の
事
業
の
う
ち
、
全
国
的
な
観
点
か

ら
国
の
支
援
が
真
に
必
要
な
も
の
に
対
し
重
点
的
に
支
援

を
行
い
、
効
率
的
な
地
方
道
整
備
の
推
進
を
図
る
た
め
に

要
す
る
事
業
費
と
し
て
、
表
1
の
と
お
り
計
上
し
て
い
る
。

道
路
局
地
方
道
･
環
境
課

20
㈱　回

< 資料> 社会資本の整備に関する世論調査(H10 総理府)

図 1 特に整備を要望する身近な社会資本 (複数回答)

3.5

　　　　 　　　

汚

他

　
　

第

表 1 平成15年度予算概算要求状況
位 :億円

･ 事 費 (仲率) 国 伸率-
地方道
し事業 ー ー 費ー当 )｣

全 国 7 ,972 0,90 4 452 0,94

(注) 地方道路整備臨時交付金を含む .

3 6 道イテセ 2003.2



表 2 地方道の整備状況 (H 13 ,4 1現在)

彎実( 整備済延長
(km) 解

整
(
改良済延長
(km) 鼾
改
(

国道
ー直越岡墳
I補助国揃 (指定区間外)

53
,
865
,
7 30
,
021
,
5 55
.
7% 48
,
246
,
6 89
,
6%

2l
,
827
.
7 lo
,
869
.
7 49
.
896 21
,
817
,
1 100
,
0%

…纖 …羸
･鵜 …彎

,締

翳
泳

観

憑

巍囃
癜

:
主

一

五

騙

道

鞆

鰯

都

市

婉 螂 爲 鵜 鰄 鷆都道府県道.
･ 梵 纖 鵜緘 嬬主要地方道

纖 燃 鵜螂 芻一般都道府県道蹴 纖 蘂鰔 鵜市町村道
5お m 以上のみ鰊鰔 鰈鰔 鵜纖 騰※市町村道の52,0% は一車線改良含み (当時の道路構造令基準に適合している道路)

え
ば
、
改
良
率
が
、
国
道
が
九
○
%
で
あ
る
の
に
対
し
、

都
道
府
県
道
は
六
四
%
、
市
町
村
道
に
お
い
て
は
一
六
%

(
一
車
線
改
良
含
み
五
二
%
)
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
未

だ
に
、
交
通
不
能
区
間
、
通
行
規
制
区
間
、
バ
ス
等
の
大

型
車
の
す
れ
違
い
が
困
難
な
区
間
等
の
整
備
を
要
す
る
箇

所
が
数
多
く
残
さ
れ
て
い
る

(表
2
)
こ
と
か
ら
、
地
方

道
の
早
急
な
整
備
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

三

地
方
道
補
助
事
業
の
重
点
的
な
推
進

地
方
道
の
管
理
･
整
備
の
大
半
は
地
方
公
共
団
体
の
財

源
で
ま
か
な
わ
れ
て
お
り
、
地
方
道
の
整
備
に
対
す
る
補

助
は
、
全
国
的
な
観
点
か
ら
重
点
的
な
支
援
が
必
要
な
一

部
の
地
方
道
事
業
に
対
し
て
実
施
し
て
い
る
。

旦
ハ体
的
に
国
と
し
て
の
支
援
を
行
う
必
要
が
あ
る
事
業

と
し
て
は
、
次
の
四
つ
の
要
件
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

も
の
で
、
整
備
効
果
の
高
い
事
業
に
対
し
て
重
点
的
に
支

援
を
行

っ
て
い
る
。

[地
方
造
補
助
事
業
の
四
つ
の
要
件
]

①

国
の
直
轄
事
業
に
関
連
す
る
事
業

直
轄
国
道
と
と
も
に
広
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
す
る

道
路

等

②

国
家
的
な
事
業
に
関
連
す
る
事
業

国
際
博
覧
会
等
の
国
家
的
事
業
に
関
連
し
て
必
要
と
な

る
道
路

等

③

先
導
的
な
施
策
に
係
る
事
業

交
通
結
節
点

･
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

･
電
線
共
同
溝
整
備

等
に
よ
る
良
好
な
都
市
空
間
を
形
成
す
る
道
路

等

④

短
期
間
に
集
中
的
に
施
行
す
る
必
要
が
あ
る
事
業

渋
滞
対
策
等
緊
急
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
短
期
集
中

的
に
施
行
す
る
必
要
が
あ
る
道
路

等

四

事
業
の
計
｢画
性
÷
透
明
性
一の
確
保

計
画
的
･
効
率
的
な
道
路
の
整
備
を
図
り
、
道
路
事
業

の
透
明
性
を
確
保
す
る
た
め
、
地
方
公
共
団
体
は
自
ら
の

発
意
に
よ
り
、
各
道
路
管
理
者
の
協
力
の
下
で
、
高
速
自

動
車
国
道
、
一
般
国
道
、
都
道
府
県
道
、
市
町
村
道
及
び

街
路
を
対
象
と
し
て
、
平
成
一
〇
年
以
降
一
〇
年
間
に
実

施
を
予
定
し
て
い
る
事
業
を
明
ら
か
に
し
た

｢道
路
の
整

備
に
関
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
｣
を
策
定
し
て
い
る
。
ま
た
、

事
業
の
推
進
に
あ
た
り
、よ
り
一
層
の
透
明
性
を
確
保
し
、

事
業
の
効
率
的

･
効
果
的
実
施
を
図
る
た
め
、
新
規
採
択

箇
所
及
び
採
択
後
長
期
間

(
一
〇
年
間
)
が
経
過
し
た
継

続
事
業
箇
所
に
つ
い
て
は
、
費
用
効
果
分
析

(B
/
C
)

や
客
観
的
評
価
指
標

(案
)
に
基
づ
く
新
規
事
業
採
択
時

評
価
又
は
再
評
価
を
行
い
、
事
業
採
択
又
は
継
続
の
必
要

性
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
る
。

五

平
成
一
五
年
度
の
主
要
施
策

○
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
道
路
整
備
に
資
す
る
道
路
の
構

造
に
係
る
見
直
し

(
一
･
五
車
線
的
道
路
整
備
等
)

(図
2
)

全
国
一
律
の
道
路
構
造
規
格
か
ら
、
地
域
に
応
じ
た
構

造
と
す
る
こ
と
に
よ
り
、
整
備
効
果
の
早
期
発
現
、
整
備

コ
ス
ト
の
縮
減
、
景
観
や
自
然
環
境
に
配
慮
し
た
地
域
に

な
じ
む
道
づ
く
り
を
推
進
す
る
ロ
ー
カ
ル
ル
ー
ル
の
検
討

を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
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具
体
的
に
は
、
交
通
量
が
少
な
く
狭
縊
で
あ
る
が
、
沿

線
住
民
の
生
活
維
持
の
観
点
か
ら
必
要
不
可
欠
な
中
山
間

地
域
の
道
路
の
区
間
に
つ
い
て
、
地
域
の
実
情
に
あ
っ
た

道
路
構
造
と
す
る
こ
と
に
よ
り
、
=
疋
の
旅
行
速
度
と
安

全
性
の
確
保
を
迅
速
に
実
施
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

一
･
五
車
線
的
道
路
整
備
の
導
入
等
に
つ
い
て
検
討
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

一
･
五
車
線
的
道
路
整
備
に
つ
い
て
は
、
各
都
道
府
県

の
管
内
に
お
け
る
道
路
整
備
の
優
先
順
位
を
全
般
的
に
見

直
し
、
一
･
五
車
線
的
道
路
整
備
を
優
先
整
備
箇
所
と
し

て
位
置
付
け
た
場
合
に
は
、
平
成
一
五
年
度
よ
り
助
成
を

行
う
予
定
で
あ
る
。

ま
た
、
通
勤
･
通
学
、
買
い
物
な
ど
日
常
の
活
動
に
伴

う
生
活
関
連
サ
ー
ビ
ス
を
日
常
活
動
圏
全
体
で
利
用
可
能

と
す
る
た
め
に
は
、
圏
域
内
の
中
心
都
市
へ
の
日
常
的
な

移
動
の
利
便
性
･
安
全
性
向
上
に
資
す
る
道
路
整
備
が
必

要
で
あ
る
。
特
に
、
市
町
村
の
合
併
に
つ
い
て
は
、
平
成

一
五
年
一
月
時
点
で
九
七
〇
市
町
村
で
重
点
支
援
地
域
に

指
定
さ
れ
る

(図
3
)
な
ど
、
合
併
に
向
け
た
動
き
が
本

格
化
す
る
中
で
、
合
併
す
る
市
町
村
の
新
市
町
村
内
の
拠

点
を
連
絡
す
る
道
路
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
喫
緊
の
課
題

と
し
て
取
り
組
む
べ
き
も
の
で
あ
り
、
総
務
省
の
特
別
の

地
方
財
政
措
置
と
連
携
し
た
｢市
町
村
合
併
支
援
道
路
整

備
事
業
｣
を
積
極
的
に
活
用
し
、
短
期
間
で
の
整
備
が
図

ら
れ
る
よ
う
、
引
き
続
き
国
庫
補
助
の
優
先
採
択
･
重
点

配
分
に
よ
り
重
点
的
に
支
援
す
る
こ
と
と
し
て
い
る

(図

4
)
0さ

ら
に
、
｢平
成
一
五
年
度
予
算
編
成
の
基
本
方
針
｣

に
基
づ
き
、
市
町
村
道
等
公
共
投
資
に
係
る
国
庫
補
助
負

担
金
に
つ
い
て
は
、
国
と
地
方
の
適
切
な
役
割
分
担
等
の

観
点
か
ら
、
市
町
村
道
事
業
へ
の
補
助
に
つ
い
て
、
対
象

を
限
定
す
る
と
と
も
に
、
補
助
採
択
基
準
を
引
き
上
げ
る

こ
と
に
よ
り
、事
業
の
重
点
化
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

[見
直
し
内
容
]

･
市
町
村
道
事
業
の
補
助
は
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
関
連
や
市
町

涎

飜
800

600

400

200

970市町村

｢

-

城
数

数
地
村

螺
搬
繍

道
点
成

都
重
構

口

圏

囲

剛竈醒
酬剛酬圏囮一ー

篇
!

爛
働彊
訓

皿
麗
国
糊
皿剛澗剛酬汕』』圈霊一

山
▼ 剛剛團鬮 r

･
『 r
t
『 r
鬮
柳

13.5 13.6 -3.7 l3.8 l3.9 1310 13.= 1312 l41 142 14.3 144 l4.5 14 6 1
4.7 14.8 f4.9 f4.10 141 1 14.12 16.1

(平成)

図 3 合併重点支援地域の指定の推移

5車線的道路整備

図 2 1.5車線的道路整備概念図
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村
合
併
な
ど
特
別
な
観
点
で
行
う
も
の
に
限
定
し
た
上

で
補
助
採
択
基
準
を
都
道
府
県
道
並

(五
億
円
)
に
引

き
上
げ
る
。

六

お
わ
り
に

地
方
道
の
整
備
は
、
道
路
管
理
者
が
自
ら
行
う
地
方
単

独
事
業
と
国
と
し
て
必
要
な
支
援
を
行
う
補
助
事
業
と
の

組
み
合
わ
せ
に
よ
り
行
わ
れ
る
が
、
昨
今
、
国
と
地
方
の

関
係
が
厳
し
く
問
わ
れ
、
そ
の
役
割
分
担
を
明
確
に
す
る

必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
国
と
し
て
の
支
援
の
範
囲
を
、

先
に
述
べ
た
四
つ
の
要
件
に
よ
り
明
ら
か
に
し
た
う
え
で

推
進
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

今
後
と
も
、
地
方
道
補
助
事
業
に
つ
い
て
は
、
関
係
各

地
方
公
共
団
体
等
と
の
連
携
を
図
り
つ
つ
、
効
率
的
に
実

施
し
、
地
方
道
の
整
備
の
促
進
を
図
っ
て
ま
い
り
た
い
。
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図 4 市町村合併支援道路整備事業の例 長崎県対馬地域 (主) 上対馬豊玉線 (三浦橋)
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以
下
、
E
F
V
国
際
会
議
の
概
要
に
つ
い
て
説
明
す
る
。

三

E
F
V
国
際
会
議
の
内
容

1

E
F
V
国
際
会
議
開
催
概
要

E
F
V
国
際
会
議
は
、
東
京
の
赤
坂
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル

に
お
い
て
、二
〇
〇
三
年
一
月
二
三
~
二
四
日
に
か
け
て
、

日
本
が
事
務
局
と
な
り
、
世
界
一
九
ヵ
国
･
機
関
の
参
加

の
も
と
開
催
さ
れ
た
。

の 日 に 1 識
も 本 お E ± 以 を

主要日程一覧 と が い F E 一 下 図
日月22日(7k )】
で
2曰く水)1

優 謬 淋 巨讓18 :0 0 丸山自動車交通局長主催ウェルカムレセプション(~ 19 :30) さ 局 5 際 国
【1月23日(薄く)】

0 9 :0 0 開会式
0 9 :2 5 議題1 自動車環境問題の現状と対策
10 :30 コーヒーブレーク
10 :4 5 議題2 次世代E FVの概念
12 :00 ランチブレーク
13 :30 議題3 次世代E FVの開発推進施策
14 :4 0 議題4 既商品化EF Vの普及
15 :3 5 コーヒーブレーク
15 :50 議題5 世界フオーラムにおける基準調和
16 :2 5 議題6 発展途上国におけるE FV普及支援対策
17 :10 議題7 既存のプログラム及びメカニズムと連携したE F V の

開発･普及のための国際的な今後の進め方
17 :30 議題8 議長声明(意見交換)
18 :30 議題9 その他
18 :4 0 閉 会 丸山自動車交通局長挨拶

そ
し
て
、
会
議
で
合
意
さ
れ
た
内
容
に
つ
い
て
、
議
長

声
明
が
発
出
さ
れ
、
そ
の
中
で
、
今
後
と
も
、
環
境
に
や

会
議
で
は

｢交
通
部
門
に
お
け
る
環
境
問
題
の
現
状
と

対
策
｣
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
は
じ
ま
り
、
｢次
世

代
E
F
V
S
の
開
発
推
進
策
｣、
｢既
商
品
化
E
F
V
S
の

普
及
施
策
｣
、
｢E
F
V
S
の
開
発
･
普
及
の
た
め
の
国
際

的
な
今
後
の
す
す
め
方
｣
等
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
各
国

の
考
え
方
を
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
し
、
議
論
が
行
わ
れ

た の 的

19 :0 0 中馬国土交通副大臣主催レセプション(~ 20 :30)

日月24日(金)】

l u 3 o 共同記者会見(~ 12:⑩ ]

主席代表一覧表

国名･機関名 名前 役職･省庁名

オーストラリア ジョン･リール 運輸地域省車両環境政策部長

カナダ チャールズ･チポデュー カナダ運輸省先進技術車両上級エンジニア

中国 ウー･シェン 交通部公路科学研究所副研究員

EU/欧州委員会 ポール･ワイセンベルグ 企業総局局長

EU/オ-ストリア エンノ･ドロフェニツク オーストリア大使館一等書記官

EU/フランス フィリップ･グラタドウール 設備･運輸･住宅省国際問題担当局長

EU/ドイツ ミッチェル･バ-グマン 連邦交通･建設･住宅省局次長

EU/イタリア アントニオ･エラリオ インフラ･交通省国際規制問題担当課長

EU/オランダ ヘンク･ワードナー 運輸･公共事業･水利省旅客輸送局次長

EU/ポルトガル マリオ･ノロンハ 内陸輸送局国際関係担当課長

EU/スペイン マテイルデ･7エルナンデス･バルピ 産業振興省道路交通局環境問題技術アド
バイザー

EU/イギリス クリス･ライリー 運輸省局長/チーフエコノミスト

日本 丸山憾 国土交通省自動車交通局長

韓国 サン･ホン･ヤン 建設交通部陸上交通局長

シンガポール ポール･チェン･チン 陸上交通庁上級ルヅニア

アメリカ ジェフリー･ホルムスヘッド 環境保護庁大気･放射線担当副長官

国連自動車基準調和
世界フオーラム

ベルナルド･ゴバーン フランス設備･運輸･住宅省

経済協力開発機構 ベロニク･フェイペノレ･デ･ラ･ピユーメノレ
科学技術産業局運輸課道路輸送調査プロ
グラム担当課長

アジア開発銀行 コーネリアス･ヒュイゼンガ
｢アジア大都市きれいな大気｣イニシアチブ
事務局

2

燃
料
電
池
自
動
車
の
展
示
及
び
試
乗

会
議
に
並
行
し
て
、
究
極
の
環
境
に
や
さ
し
い
自
動
車

で
あ
る
燃
料
電
池
自
動
車
の
展
示
及
び
試
乗
会
を
ホ
テ
ル

内
の
駐
車
場
で
行
っ
た
。
燃
料
電
池
自
動
車
は
、
昨
年
一

二
月
に
国
土
交
通
省
に
公
用
車
と
し
て
導
入
し
た
市
販
第

一
号
車
の
燃
料
電
池
自
動
車

(ト
ヨ
タ
自
動
車
)
並
び
に

さ
し
い
自
動
車
に
関
し
て
継
続
的
に
情
報
交
換
を

要
性
に
つ
い
て
合
意
さ
れ
た
。

　　 　
　 　
目 行
動 う
車 重

道キテセ 2003.2 4ヱ



本
田
技
研
工
業
及
び
日
産
自
動
車
が
現
在
公
道
走
行
試
験

を
行
っ
て
い
る
燃
料
電
池
自
動
車
の
合
計
三
台
を
集
め
、

海
外
参
加
者
の
大
多
数
が
試
乗
す
る
な
ど
、
予
想
以
上
に

盛
況
な
も
の
と
な
っ
た
。

各
国
の
首
席
代
表
の
方
々
を
始
め
海
外
の
方
々
に
、
日

本
の
自
動
車
メ
ー
カ
ー
の
燃
料
電
池
自
動
車
技
術
を
ア
ピ

ー
ル
で
き
る
良
い
機
会
と
な
っ
た
。

3

議
長
声
明
の
全
文

①

二
〇
〇
三
年
一
月
二
三
日
及
び
二
四
日
の
二
日
間
に

わ
た
り
日
本
国
国
土
交
通
省
の
主
催
に
よ
り
、
日
本
国

環
境
省
の
協
力
を
得
つ
つ
、
東
京
に
て
環
境
に
や
さ
し

燃料電池自動車の試乗会の模様

い
自
動
車
に
関
す
る
国
際
会
議

(E
F
V
国
際
会
議
)

が
開
催
さ
れ
た
。
今
回
の
会
議
に
は
、
自
動
車
の
製
造

及
び
使
用
に
お
い
て
主
要
な
国
及
び
国
際
機
関
の
政
府

関
係
者
が
率
い
た
一
九
の
代
表
が
参
加
し
た
。
日
本
国

丸
山
自
動
車
交
通
局
長
が
議
長
を
務
め
、
各
代
表
に
よ

り
E
F
V
に
関
連
し
た
議
題
に
関
し
包
括
的
か
つ
有
意

義
な
議
論
が
行
わ
れ
た
。

②

こ
の
会
議
は
、
二
〇
〇
二
年
一
月
一
五
日
及
び
一
六

日
の
両
日
に
東
京
で
開
催
さ
れ
た

｢交
通
に
関
す
る
大

臣
会
合
｣
で
の

｢環
境
に
や
さ
し
い
自
動
車
の
た
め
の

総
合
戦
略
に
関
す
る
大
臣
共
同
声
明
｣
に
基
づ
き
開
催

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
同
声
明
で
は
、
現
在
と
将
来
の

自
動
車
技
術
に
関
す
る
知
見
と
各
種
燃
料
の
利
用
可
能

性
に
基
づ
い
て
可
能
な
解
決
策
を
検
討
し
、
E
F
V
の

開
発

･
普
及
を
促
進
す
る
た
め
の
国
際
的
な
政
策
調
整

の
可
能
性
を
探
る
た
め
、
E
F
V
に
関
す
る
国
際
会
議

を
開
催
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
さ
れ
た
。
ま
た
、

二
〇
〇
二
年
八
月
二
六
日
か
ら
九
月
四
日
ま
で
南
ア
フ

リ
カ
の
ヨ
ハ
ネ
ス
ブ
ル
グ
で
開
催
さ
れ
た

｢持
続
可
能

な
開
発
に
関
す
る
世
界
首
脳
会
議

(W
S
S
D
)｣
に

お
い
て
採
択
さ
れ
た

｢実
施
計
画
｣
の
中
で
、
安
全
で

環
境
に
や
さ
し
く
低
廉
で
社
会
的
に
受
入
れ
可
能
な
目

箙

動
車
技
術
の
開
発
･
普
及
の
重
要
性
に
つ
い
て
述
べ
ら

2

れ
て
い
る
こ
と
が
箪
息
さ
れ
た
o

糀

③

二
〇
〇
三
年
E
F
V
国
際
会
議
の
目
的
は
、
E
F
V

道

に
関
連
し
た
問
題
を
議
論
す
る
こ
と
に
あ
る
。
こ
の
た

“

試乗に使われた燃料電池自動車



め
、
こ
の
会
議
は
、
E
F
V
の
開
発
･
普
及
の
促
進
に

関
す
る
政
策
に
つ
い
て
参
加
者
間
で
情
報
･
意
見
の
交

換
を
行
う
こ
と
を
通
じ
、
国
際
的
に
協
力
を
進
め
る
機

会
を
提
供
す
る
よ
う
計
画
さ
れ
た
。

.④

我
々
は
、
大
気
汚
染
、
気
候
変
動
、
騒
音
問
題
、
交

通
混
雑
と
い
っ
た
環
境
問
題
と
各
国
･
各
地
域
に
お
け

る
こ
れ
ら
の
問
題
に
対
す
る
取
組
み
に
つ
い
て
、
情
報

の
交
換
を
行
っ
た
。
代
表
者
ら
は
、
燃
料
電
池
自
動
車

を
含
む
E
F
V
の
技
術
開
発
･
普
及
の
促
進
に
関
す
る

概
括
的
な
見
通
し
や
、
次
世
代
E
F
V
の
コ
ン
セ
プ
ト

は
そ
の
導
入
促
進
の
観
点
か
ら
如
何
に
あ
る
べ
き
か
に

つ
い
て
議
論
し
た
他
、
E
F
V
の
導
入
促
進
に
資
す
る

ク
リ
ー
ン
な
燃
料
の
重
要
性
に
つ
い
て
議
論
し
た
。
ま

た
、
こ
の
開
発
･
普
及
の
プ
ロ
セ
ス
を
促
進
す
る
た
め

に
採
用
さ
れ
て
い
る
、ま
た
は
採
用
し
得
る
各
種
対
策
、

例
え
ば
、
財
政
的
･
税
制
的
優
遇
措
置
や
、
研
究
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
促
進
･
調
和
、
消
費
者
啓
発
活
動
な
ど
が
紹

介
さ
れ
た
。
｢
エ
コ
･
ド
ラ
イ
ビ
ン
グ
｣
方
式
の
運
転

を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
運
転
手
が
燃
料
消
費
を
大
幅

に
削
減
で
き
る
こ
と
が
留
意
さ
れ
た
。こ
の
こ
と
か
ら
、

実
際
の
燃
料
消
費
を
表
示
す
る
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
な
ど
の

車
載
装
置
が
、
ギ
ア
選
択
や
ク
ル
ー
ズ
･
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
と
と
も
に
重
要
と
な
り
う
る
こ
と
が
認
識
さ
れ
た
。

⑤

議
論
の
過
程
で
、
代
表
者
ら
は
、
こ
の
領
域
に
お
け

る
U
N
/
E
C
E
自
動
車
基
準
調
和
世
界
フ
ォ
ー
ラ
ム

(ワ
ー
キ
ン
グ
･
パ
ー
テ
ィ
“
)
の
果
た
す
役
割
の
重

要
性
を
認
識
し
、
同
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
専
門
的
知
識
及
び

進
行
中
の
作
業
を
利
用
す
る
こ
と
の
必
要
性
を
強
調
し

た
。
代
表
者
ら
は
、
上
述
の

｢環
境
に
や
さ
し
い
自
動

車
の
た
め
の
総
合
戦
略
に
関
す
る
大
臣
共
同
声
明
｣
に

お
い
て
述
べ
ら
れ
た
よ
う
に
、
既
存
の
機
構
と
作
業
が

重
複
し
な
い
よ
う
留
意
す
る
こ
と
の
必
要
性
を
再
確
認

し
た
。

⑥

E
F
V
の
技
術
開
発

･
普
及
の
促
進
の
た
め
に
は
、

自
動
車
製
作
者
、
燃
料
及
び
エ
ネ
ル
ギ
ー
業
界
そ
の
他

の
関
係
者
間
の
自
主
的
な
協
力
が
極
め
て
重
要
で
あ
る

こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

⑦

発
展
途
上
国
の
い
く
つ
か
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
お
い
て

は
、
燃
料
は
未
だ
に
鉛
や
相
対
的
に
高
い
レ
ベ
ル
の
硫

黄
を
含
ん
で
い
る
。
我
々
は
、
ク
リ
ー
ン
な
燃
料
と
自

動
車
の
導
入
促
進
の
た
め
に
、
国
際
的
レ
ベ
ル
で
の
協

力
と
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
を
奨
励
す
べ
き
で
あ
る
。ま
た
、

こ
れ
ら
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
の
燃
料
品
質
の
改
善
は
、
自

動
車
排
出
ガ
ス
の
改
善
の
た
め
の
最
初
の
大
き
な
ス
テ

ッ
プ
で
あ
り
、
E
F
V
の
導
入
の
た
め
に
必
要
で
あ
る

こ
と
を
確
認
し
た
。
W
S
S
D
で
発
表
さ
れ
た

｢ク
リ

ー
ン
な
燃
料
及
び
自
動
車
に
関
す
る
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
｣
は
、
本
件
へ
の
対
処
の
決
意
の
一
例
で
あ
る
。
技

術
支
援
と
規
制
的
ア
プ
ロ
ー
チ
に
関
す
る
各
種
施
策
の

検
討
が
望
ま
し
い
こ
と
も
、
確
認
さ
れ
た
。

⑧

我
々
は
、
大
気
汚
染
物
質
及
び
温
室
効
果
ガ
ス
の
排

出
の
大
幅
な
低
減
を
目
指
し
、
自
動
車
製
作
者
の
技

術
開
発
及
び
燃
料
の
利
用
に
際
し
て
自
由
度
が
確
保
さ

れ
る
よ
う
、
パ
ワ
ー
ト
レ
イ
ン
や
燃
料
の
種
類
を
問
わ

な
い
形
で
の
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
ン
グ
で
野
心
的
な
次
世
代

E
F
V
の
開
発
目
標
に
つ
い
て
議
論
し
た
。
目
標
の
設

定
は
、
国
家
、
地
域
又
は
世
界
的
レ
ベ
ル
で
の
合
意
の

も
と
に
行
わ
れ
る
政
策
判
断
と
な
る
で
あ
ろ
う
こ
と
が

留
意
さ
れ
た
。
中
長
期
的
視
点
に
立
っ
て
政
府
や
そ
の

他
の
関
係
者
に
よ
り
設
定
さ
れ
る
共
通
の
見
通
し
と
明

瞭
な
開
発
目
標
は
、
市
場
へ
の
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
な

り
、
産
業
の
健
全
性
を
維
持
す
る
と
と
も
に
、
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
と
新
技
術
出
現
の
推
進
力
を
維
持
し
、
次
世

代
E
F
V
の
導
入
を
加
速
す
る
で
あ
ろ
う
。
U
N
/
E

C
E
ワ
ー
キ
ン
グ

･
パ
ー
テ
ィ
ー
"
で
の
作
業
の
成
果

は
、
自
動
車
技
術
の
環
境
性
能
の
評
価
の
基
礎
と
し
て

活
用
で
き
る
こ
と
が
認
識
さ
れ
た
。

⑨

E
F
V
の
技
術
開
発
･
普
及
を
促
進
す
る
今
後
の
政

府
の
施
策
や
公
開
可
能
な
環
境
に
や
さ
し
い
新
技
術
の

研
究
･
開
発
な
ど
、
多
く
の
問
題
に
関
し
て
情
報
の
交

換
を
続
け
る
こ
と
は
、
重
要
で
あ
る
。
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今
後
の
方
策

今
回
の
会
議
の
結
果
を
受
け
、
次
回
E
F
V
国
際
会
議

を
二
〇
〇
五
年
に
開
催
す
べ
く
、
今
後
、
各
国
と
調
整
を

進
め
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。
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,
自
立
の
支
援
等
に
関
す
る

実
施
計
画
の
策
定
へ
の
流
れ
5

に
つ
い
て

道
路
局
路
政
課

一

ホ
ー
ム
レ
ス
問
題
に
関
す
る
現
状

近
年
、
厳
し
い
経
済
雇
用
情
勢
等
を
背
景
と
し
て
、
大

都
市
部
を
中
心
に
ホ
ー
ム
レ
ス
が
増
加
の
一
途
を
た
ど
っ

て
お
り
ま
す
。
そ
の
概
数
は
、
平
成
一
三
年
九
月
末
現
在

各
地
方
自
治
体
が
把
握
し
て
い
る
人
数
で
二
万
四
千
人
、

平
成
一
一
年
の
調
査
と
比
較
す
る
と
、
大
都
市
中
心
部
か

ら
そ
の
周
辺
都
市
や
地
方
中
核
都
市
へ
の
広
が
り
を
見
せ

て
い
ま
す

(表
1
)。

そ
れ
に
伴
い
道
路
、
都
市
公
園
、
河
川
敷
、
鉄
道
、
港

湾
と
い
っ
た
公
共
施
設
で
も
、
ホ
ー
ム
レ
ス
が
住
み
着
く

な
ど
し
て
本
来
の
目
的
･
機
能
が
損
な
わ
れ
る
と
い
う
ケ

ー
ス
も
増
え
て
き
て
お
り
ま
す
。

公
共
施
設
管
理
者
に
と
っ
て
、
ホ
ー
ム
レ
ス
問
題
は
単

な
る
施
設
の
不
適
正
利
用
と
は
違
う
難
し
さ
を
持
ち
ま

す
。
多
く
は
公
共
施
設
の
汚
損
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
小
屋
や
テ

ン
ト
等
の
工
作
物
を
設
置
し
て
の
不
法
占
拠
と
い
っ
た
形

態
を
と
り
ま
す
が
、
多
く
の
者
は
行
き
場
を
無
く
し
、
や

む
な
く
公
共
施
設
を
起
居
の
場
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

人
権
に
配
慮
し
つ
つ
法
令
に
従
っ
て
慎
重
に
手
続
を
取
っ

た
と
し
て
も
ト
ラ
ブ
ル
に
な
る
こ
と
が
多
く
、
時
に
は
裁

判
に
発
展
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
こ
の
問
題
に
関
し
て
は
ホ
ー
ム
レ
ス
の
数

を
減
ら
す
た
め
の
各
種
の
施
策
無
し
に
は
解
決
が
望
め
ま

せ
ん
。
そ
こ
で
、
様
々
な
検
討
を
進
め
た
結
果
、
連
携
の

取
れ
た
施
策
を
担
保
す
る
べ
く
、
特
別
措
置
法
を
制
定
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

表 1 ホームレス人数の概数調査結果
平成13年9月調査 平成11年10月調査

地在
十

J

所
休

し

‐

帝
爾

ム

亙
ず
熟
柿

一
距
肺
的
の

ホ
霧
都
諦
他

の

京
定
核
の

国

東

指

中

そ

全 24, 09
0人 20,

451人

東京23区 5, 6 0
0人 叺

臥滋指定都市 13, 381
人

中核市･県庁所在地 臥綣 狄わ
その他の市町村 狄?-4▲偽 臥與
新たに報告のあった市町村 村

人
町
お
市
田

288

2
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二

ホ
ー
ム
レ
ス
自
立
の
支
援
等
に
関
す
る
特

別
措
置
法
の
制
定
へ

平
成
=
年
二
月
に
関
係
省
庁

(内
閣
、
厚
生
省
、
労

働
省
、
旧
建
設
省
、
旧
自
治
省
及
び
警
察
庁
)
の
局
長
級

及
び
関
係
地
方
公
共
団
体

(東
京
都
、
横
浜
市
、
川
崎
市
、

名
古
屋
市
、
及
び
大
阪
市
)
の
副
知
事
、
助
役
等
で
構
成

す
る

｢ホ
ー
ム
レ
ス
問
題
連
絡
会
議
｣
を
設
置
し
、
そ
の

対
応
の
検
討
を
行
い
、
平
成
三

年
五
月
に
は

｢ホ
ー
ム

レ
ス
問
題
に
対
す
る
当
面
の
対
応
策
｣
を
取
り
ま
と
め
た

と
こ
ろ
で
す
。

こ
の
時
の
当
面
の
対
応
策
は
、
福
祉
事
務
所
を
中
心
と

す
る
窓
口
相
談
及
び
該
当
相
談
、
就
労
自
立
を
図
る
た
め

の
ホ
ー
ム
レ
ス
自
立
支
援
事
業
の
実
施
な
ど
を
内
容
と

し
、
関
係
地
方
自
治
体
と
の
連
携
に
よ
り
施
策
を
推
進
す

る
も
の
で
し
た

(表
2
)。

し
か
し
、
そ
の
後
も
経
済
雇
用
情
勢
は
好
転
せ
ず
、
ホ

ー
ム
レ
ス
問
題
の
状
況
は
ま
す
ま
す
厳
し
く
な
る
様
相
を

見
せ
た
こ
と
か
ら
、
平
成
一
三
年
一
一
月
に
は
与
党
三
党

に
お
い
て

｢ホ
ー
ム
レ
ス
問
題
に
関
す
る
ワ
ー
キ
ン
グ
チ

ー
ム
｣
が
設
置
さ
れ
、
法
制
化
に
向
け
て
十
数
回
に
わ
た

る
議
論
が
行
わ
れ
、
平
成
一
四
年
七
月
三
一
日
に
成
立
を

見
る
こ
と
に
な
り
、同
年
八
月
七
日
に
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

三

ホ
ー
ム
レ
ス
法
の
概
要

制
定
さ
れ
た
法
は
、
ホ
ー
ム
レ
ス
問
題
を
ホ
ー
ム
レ
ス

自
身
だ
け
の
問
題
と
し
て
で
は
な
く
、
国
･
地
方
公
共
団

体

･
国
民
そ
れ
ぞ
れ
が
連
携
を
と
り
つ
つ
責
務
を
果
す
こ

と
で
解
決
を
図
る
問
題
と
し
ま
し
た
。

そ
の
中
で
、
公
共
施
設
管
理
者
に
つ
い
て
は
、
ホ
ー
ム

レ
ス
に
よ
り
施
設
の
適
正
利
用
が
妨
げ
ら
れ
て
い
る
と
き

は
、
ホ
ー
ム
レ
ス
の
自
立
の
支
援
等
に
関
す
る
施
策
と
の

連
携
を
図
り
つ
つ
適
正
利
用
の
確
保
に
必
要
な
措
置
を
取

る
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
ホ
ー
ム
レ
ス
の
自
立
の
支
援
等
に
関
す
る
施

策
の
策
定
及
び
実
施
を
有
効
に
進
め
る
た
め
、
全
国
調
査

を
行
い
、
基
本
方
針
を
策
定
し
、
実
施
計
画
を
策
定
す
る

と
い
う
流
れ
が
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

四

今
後
の
予
定

二
月
時
点
で
は
全
国
調
査
が
行
わ
れ
て
い
る
途
中
で

す
。
こ
の
調
査
は
概
数
の
把
握
と
聞
き
取
り
調
査
の
二
本

立
て
で
行
わ
れ
て
お
り
、
詳
細
な
も
の
で
す

(表
3
)
。

こ
れ
を
三
月
い
っ
ぱ
い
ま
で
に
取
り
ま
と
め
を
し
、
新
年

度
の
四
月
~
六
月
に
お
い
て
基
本
方
針
が
策
定
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
を
受
け
て
、
地
方
公
共
団
体
は
七

月
以
降
に
実
施
計
画
を
策
定
し
、
具
体
的
な
施
策
を
と
っ

て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

道々 テセ 20032 45

ホームレス問題に対する当面の対応策

(H 11, 6. 26 ホームレス問題連絡会議取りまとめの抜粋)

○自立支援体制の確立

福祉事務所等による相談体制の強化

自立支援事業の実施

自立支援事業の本格実施までの緊急的取り組み

員　
　

策

談

拓

業

対

相

閑

職

用

業

人

共

扇

職

求

公

O

求人開拓推進員の活用

公共職業訓練

緊急日雇労働者多数雇用奨励金の支給 (12 年度で終了)

職業適応訓練制度

特定求職者雇用開発助成金の支給

○保健医療の充実

感染症対策の充実 (結核予防等)

保健 ･福祉相談

健康管理指導 (巡回健康相談等)

　

　
　

相
緯
熊

理

低

　
　

　

健

康
料

保

健

無

0 要援護者の住まい等の確保

○安心 ･安全な地域環境の整備

居住場所の確保を勘案しつつ、 公共施設からの退去指導を実施

低額診療事業実施医療機関の活用



五

自
立
支
援
の
た
め
の
施
策

各
施
設
管
理
者
は
、
自
分
の
管
理
す
る
地
域
の
自
治
体

が
こ
れ
ら
の
施
策
を
い
つ
ど
の
よ
う
に
行
う
か
注
意
を
し

公
共
施
設
管
理
者
が
連
携
を
と
る
も
の
と
さ
れ
た
施
策

な
が
ら
管
理
業
務
を
行
う
こ
と
と
な
り
ま
す
。

に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す

(表
4
)。

階胚市公園｣ ｢河川｣ ｢道路｣ ｢駅舎｣ ｢その他施設｣ の5区分に分類

(2 ) 生活実態調査
① 路上での生活について
現在の野宿場所、野宿期間、野宿形態 3問
食事の状況 1問
野宿生活の期間 3間
収入の有無、仕事内容 4間

同居人の有無 1問

野宿生活での困りごと 1問

② 路上 (野宿) 生活までのいきさつ
･ 野宿生活直前の仕事 2問
･ 過去における最長職 2問
･ 野宿生活に至った理由 1問

･ 野宿生活直前の居住形態、住居負担額 2問

･ 野宿生活直前の居住地域 1問
･ 過去における就労地域 1問

③ 健康状態と福祉制度
･ 現在の健康状態 1問

･ 持病の有無、野宿生活をしている間の症状の有無 2問
･ 障害の有無 (障害者手帳等の有無) 1問
･ 福祉事務所の活用 1問
. シェルター、自立支援センターの利用 2問
･ 生活保護制度の活用 2問

･ その他支援策 2問

④ 自立について
･ 野宿者の希望する今後の生活 1間

･ 現在の求職活動 3問

･ 希望職種 1問
･ 就労のための支援 1問

･ 資格、免許等の有無 l問
⑥ 生活歴
･ 出身地 1間
. 結婚 (内縁) の有無 1間

･ 家族との連絡の有無 1間

･ 住民票の有無 1問
⑥ その他
･ 人権相談 1問

･ 行政、ボランティア、民間団体への要望 l問

表 4 ホームレス自立支援のための具体的施策の例

1 住宅対策

(1 ) 任官賃貸住宅の貸主に対する教育･啓発活動

(2 ) 低廉な民間賃貸住宅の秋や情報の提供

(3 ) 公営住宅への入居

2 自立支援事業 (一時保護及び雇用関係施策)

(1 ) ホームレス自立支援事業 (宿所･食事の提供、健康診断、生活相談 ･指導等)

(2 ) ホームレス緊急一時宿泊事業 (シェルター事業)

(3 ) ホームレス総合相談推進事業

(4 ) ホ- ムレス能力活用推進事業

(5 ) 日雇労働者等技能講習事業

(6 ) ホームレス等試行雇用事業
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